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はしがき n 分が 假名 字體の 調査 を 始めた の は、 つい 數ハ牛 前の 事であって、 この 方 の， 經驗は 極めて u の淺 いこと である。 率 

にい ふと，：；； 分 は 故人 矢 透 博士の 調査され た 村 料に ょリ a かつ は 恩師 吉澤義 則 博士の 指敎を 得て、 訓點 物の 假名に ついて 其の 

！ W めて 少部分 を； W たに 過ぎない。 それ 故 假名の 發建史 を ものす るに は、 餘 りに 缺 けた 知識の 多い こと を&』 ものである。 從っ 

て之を完全に書^^けることは、 A 分に は 尙：： 刖途 遼遠で あると 一一 a はなければ ならない。 只手始 として、 假名 發逮の 經路を 展望し 

て この 仕事の 見 當を附 けて 見た に過ぎない。 精 級 周到な 研究 を、 W て 基礎 づ けられない 展望の、 甚だしい 危險を 含む もので あ 

る こと は 知って ゐ るが 只 力， ■ の. R 分と して は それよ リ すべき 術 はな い の である。 寧ろ 蛇に 怖ぢ ざる 盲者の 大膽さ を もつ てこの 

小 稿 を 草して、 諸 先輩の 是正 を 乞 ひ、 我が 道を拓 いて 行きたい と 思 ふので ある。 殊に 本稿に は 紙数の 限り も ある ことで あり、 

焚 際 未だ 全く 手の 及ばない 所 11 殊に 斗 早 假名の 調査の 如き 11 も 多い ので、 筆 を略體 假名 成立の 所に 打擱 くこと にす る。 かく 

て 本稿 はすべ て 試の 展 架で あろと いふ 點と、 かつ は 假名 發 達の 起源に 止まる とい ふ點に 於て、. 之 を-; 說と 題した 所 W であり、 

而 して 本論の aM の 構成 は 他 H を 待つ とい ふ 意味で ある。 

一 假名 

我が 國に 文字の あるの は、 漢字の 將來 からであって、 邦人が 文字 を讀み 文字で 事 を 記す ことが それから 始まる ので 

ある。 凡そ 我が 圃に 於け る 漢字の 發 音に は 二種 類 ある。 支那の 原音 を 摸倣した 讀 方と、 國 語の意味に 飜譯 した 讀 方と 

である。 前者 を 昔と いひ 後者 を訓 とい ふ。 この 二種 類の 發音は 漢文 を讀 解す る爲 に、 早く 用 ゐられ たことの やうで あ 

るが、 一 方 事 を 記す に當 つて、 漢字 を假 りて 國語を 寫す爲 に、 發昔を 其の 音叉 は 調に 取って、 而も 其の 字義に 關 せす、 

只 音符と して 用ゐ たのが 假名で ある。 元来 漢字が 一音節の 文字で あり、 我が 國 語音の 單 位が 又 一 音節で ある ことが、 


假名 發達 四 

瑰 字を假 りる に 於て、 其の 昔 を 借りて 我が 一 昔 節に 漢字 一 字を當 てるのが 最も 便利であった ので、 其の 起源から この 

一 昔 一 字 昔 借の 用法が 主と なって 榮ぇ、 訓を 借りる こと は 寧ろ 其の 副であった。 而 して 始は 無論 漢字 その ま k を用ゐ 

たのであって、 其の 字形に 何等の 變化を 及ぼさなかった。 これが 眞 假名 (萬 葉 假名と も) とい ふので ある。 かくて 1E 

；^^の昔韻的本性に最も適應した昔節文字 (熟 昔 文字 或は 緩 音 文字と も) とい ふ 昔 字が 成立った わけで ある。 我が 阈が 

そ の 初 文 を 書き出した の は 漢文 様式 の ものであった らしく、 其の 漢文の 問に 交へ て、 國語 その ま、 の ^現 を 要求す る 

問^ 名詞な ど を 記す に用ゐ たのが、 眞 假名の 抑.' の始 らしい。 其の後 邦人の 作る 漢文が 渐次和 化して 來て圃 語に 引か 

れた 散文 體 が出來 ると 共に、 一 方 純 國語樣 式の 歌謠を 表記す る 必要から、 假名の 用途が 漸次 他の 品お にまで 擴張さ 

れ、 其の 極 遂に 粹の眞 假名 文體 が歌謠 にも 散文に も 成立った ので ある。 

この a; 假名 文は當 時の 學問 たる 漢文の 知識 程度から いふと、 低い 階級の ものに 用 ゐられ たこと は 自然で あつたが、 

さなき だに 漢字 は點晝 が複雜 であって 書記 上煩雜 であるのに、 一音 一字 式の 表記の 冗長な 點 から、 勢 時 問 上. 勞カ上 

きを 要求して 來た。 かくて 文字の 形 を 崩す n と 卽ち草 化する ことが 行 はれた。 これが 草 假名 C 个假 名と も) であ 

る。 而 して 一方 學問 階級 のん に は 漢籍 を訓讀 する 際、 眞 假名 を 以て 其の 訓方を 本文の 開に 書 込む ことが 行 はれ 出した リ 

狹 おな 場 處に 迅速に 記 人す る 要求から、 眞 假名が 完全な 字形で は 不便で あり、 間に合 はない ことから、 點晝 を^いた 

符號樣 の もの を 生じた。 之が 片 假名で ある。 草 假名と 片 假名、 兹に 日本 特有な 而も 簡易 化した 文字が 作り上げられた 

わけで ある。 さて 草 假名 は純國 語に 伴隨 して 發 達し、 片 假名 は 漢文に 從 靄して 成立った。 それ 故 當初は 其の 用途が 自 

ら^れ て、 草 假名 は 漢語 . 漢字 を 多く 交 へ な い 純國語 の 散文. 歌謠の 表記と して、 假名 自身が 主體 となつ て 使用され、 

d^w- 名 は？ g: 措 •  ^宇の 多い 澳 文脈の 文 體の 表記と して、 假名 自身 は從 場と なつ て 使 川され たので ある。 而 して 漢字 を 


草 化し かつ 漢字から 離れた 草 假名が、 自ら 曲線 的な 軟 かい 形と なり、 點畫を 省いた 符號 であり、 而も それが 漢字に 伴 

つて ゐ た片 假名が、 折線 的な 硬 い 形に 止まって、 兩字體 の 判然 別れた の も 自然 で あ ると 言 はなく て はならない。 

以上 は 我が 假名に 關 する 極めて 概略の 觀 察であって、 以下 時代 を逐 つて ゃ& 精細に 其の 發達情 態 を 叙述した いので 

あるが、 先づ 時代 を 151! 劃して おくのが 必要で ある。 大刖 して 眞 假名 時代と 略體 假名 時代と に^ち、 其の 境 を奈良 朝と 

平安朝との 間に 置く のが 妥當 であらう。 更に 其の 小 分 も大體 政治 史の それに 從 つて 說 くの が 便利で あるから、 假名 

時代 は 推 古 朝 を發生 期、 飛鳥 藤 原 朝 を發達 期、 奈良朝 を 隆盛 期と し、 略體 假名 時代 は 平安朝 初期 を 其の 發生 期と し、 

以後 を發達 期と 見るべき であらう が、 この 稿 は 其の 發生 期までに 止めて 置かう と 思 ふので ある。 平安朝 後期 以下の 草 

假名. 片 假名の 藤 史的 觀 察の、 自分に は 未だ 十分 出来て ゐな いこと は 「はしがき」 に 述べて おいた 如くで ある。 

二 眞 假名の 發生 (推 古 朝) 

漢字の 使用 

古；^^i拾遺がlーsったゃぅに、 我が 國の 上古に 岡 有 文字がなかった ことが、 何れの 點 から も確實 であると したならば、 

邦人が 文字 上の 記錄は 漢字 を 借用す る ことから 始まらなくて はならない。 而 して 漢文 を 用 ゐて事 を 記錄し 始めた 時代 

は、 勿論 明 知し 雑い けれども、 現存の 最古の 古文 獻が 作られた 時代 (推 古 朝) よりも 遙 かに 遠き 上代に 在る と 見なく 

て はならない。 歷史 の談る 所に よれば 漢字の 渡 來は應 神 天皇の 時 を 以て 最初と する。 されば 文字の 使用 も 已に此 頃に 

はあった こと は 言 ひ 得る。 次いで 繼體 天皇 七 年 百 濟 より 五 經 博士 段 楊爾、 同 十 年五經 博士 漢の高 安茂 を 奉って 段楊爾 

に 代 へんと した ことがあり、 欽明： 大皇 十五 年五經 博士 柳 貴が 來て、 先 来の 馬丁 安に 代った 事な どが あるの を 見る と、 
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假^ 發违 fe」 ゆお  ,> 

漸次^^ の けた ことが 知られる から、 文字 使 m も 流行した ことが 想像され る。 

さて、 我が國が？^^を記錄せしめたことは、 仁德紀 に紀角 宿禰を 百濟に 遣して、 始めて 闕 郡の 堪 5? を 分ち、 a: に鄉土 

の 所 出を錄 せし むと ある もの を 始め、 履 中紀に 始めて 諸國に 國史を 置き、 言 事 を 記して 四方の. 志 を 達せし める と ある 

如き、 13- に 推古紀 二十 八 年に 緞戶 皇子が 蘇 我 馬子と 議 つて、 天皇 記 及び 國記、 臣連 伴造國 造な 八十 部 井に 公：^ 等の 本 

記 を錄し 給うた ことが えて ゐる。 漢文 を て 盛に 事 を 記した ことが 知れる。 しかし 其の 記錄の 何れもが 今 曰に は淺 

つてね ない ので ある。 

躪 つて：. 义那の 史籍に 微す るに、 宋 書の 夷 蠻傳に 宋の順 帝の 明 二 年 (雄 略 二十 二 年、 一 一三 八) に倭阈王武の上^^ 

とい ふ ものが ある。 もとより 純 漢文であって、 或は 歸化 人の 所作で あらう と 忍 はれる が、 门 卜く 支那との 文 害 往復の 行 

はれた こと を 知る ことが 屮 I 來る。 され ど 我が 國. の 漢字の 使用 は必 すし も 之 等 史籍に 表れた ものに.^ まらす、 更に 以前 

に 溯るべき を 思 はせ る ものが 多い。 殊に 我が 西邊は n 十く 漢 との 交通 も 開けた やうであって、 彼 2 九州に 屮 Z  土した 遗物 

i.^^ の 如き は 之を設 する ものであって、 考古學 者に 由って 王莽镜 以前の ものと 判^される 所で ある。 殊に 後^の 光武 

^^が中：兀ニ年 (七 一七) に P "つた ものと される 「漢 委奴國 王」 の 印の 如き は、 藍し 我が 國に 残れる 淡 字の 缺 15 の もの 

と 首 ふべ く、 隨っ て 之 等に 伴 ふ 文字の 使用 も已に I!? はれた ので はない かと 想像させる。 元來 我が 國を傻 として 彼の 國 

の 1$： に 炎れ たの は 山海 經を 始め 隨分 古い ことで あるが、. 殊に 魏志 (晉 の- 陳 毒の 太 年 問 の、 編、 其の 傻人傅 は 人， 佚 

宵と なって ゐる 魚^の 餽 略に 據 つた もの) 卷 三十 伎 人傳が 日本の 事 を 記して 、其の 地名 . 人名. 官名 等 を^して ある 

如き は、 .1:1 に 外^人に よって 我が 國 語の 記錄 せられた ものであるが、 この 交通に は 必すゃ 文字. 上の 往來 もあった であ 

、りうと ：=  し は 4j る も である。 され ど 之 等 は に 想像 に 止まって、 もとより 枝 極 的に 之を證 する.^ の は 遣^しな いので 


あるが、 少 くも 我が 國 への 文字の 傳來は 西暦 第 一 世紀に は已 にあった もので あらう し、 傳來 のあった 以上 之 を 使 w す 

る こと も、 相當に 早かった こと は斷 言して 妨 ないやう である。 

惟 ふに 學問 及び 文字 使用の 事 は、 當初專 ら漢韓 より 歸 化した 氏族の 手に 在って、 彼等の 讀譯- 作成に 待つ 所が も 

多かった であらう。 職業 を 世襲し 之 を 以て 氏 姓と した こと は、 我が 古代の 社會 制度で あるから、 其の 氏 姓に よって 其 

の 家業 を 判す る ことが 出來 るが、 文筆の こと も 亦 さう であった。 かの 文と いひ 史と稱 する 氏 姓 は 全く 典籍 文筆 を 掌 る 

職業より 來 たので ある。 而 して 古史に 徵す るに 文 首の 氏 姓 を 有する もの は 王 仁の 子孫であって 所謂 西 文で あり、 漢文 

直の 姓氏 を 有する もの は 阿知 使臣の 子孫であって 所謂 柬文 である。 前， 者は韓 族であって、 後者 は 漢族で ある。 雄 略 天 

皇の朝 遣吳の 使命 を 奉じた 身 狹靑. 檜 隈博德 等の 史 部であった こと も、 亦歸化 人の子 孫であった からで ある。 彼の 阿 

直 岐の後 は 阿 直史を 以て 知られ、 辰 孫 王 (應神 朝 渡來) の 裔王辰 爾の船 史の姓 を 以て 著 はれて ゐ るが 如き は、 皆 文筆 

に與る ものである。 されば 彼の 記 錄に携 はる もの は 其の 初 皆歸化 人であった ので ある。 

更に 外交 上の 事も歸 化の 氏族に よった ものであって、 彼の 阿知 使臣の 父子、 天日 賴の 曾孫 田 道 間 守 及び 身狹靑 等の 

支那に 遣 はされ たこと は、 彼等が 海外の 事情に 通じて ゐ たこと は 勿論、 一面 漢文. 漢字の 事に 通じて ゐ たのに 由って 

である。 言語 • 文字の 通譯の 如き も 亦 彼等の 任と する 所であって、 從って宋書に於ける！5^國王武の^^の如き外交上の 

文書 は、 必 すやこれ ら歸化 人の 起草に 成った もので あらう。 要するに 歸化人 は本來 漢文. 漢字と 多大の 關係を 有する 

のであって、 我が 國に來 つて 敎學 の師 となり、 記録の 官 となり、 或は 文書 を 作り、 或は 譯 語の 事に 當り、 子孫 相 傅へ 

て 文史の 職に 任じた ものである。 

かくて^！化人及び漢學の渡來と共に、 文字 使用が 渐次 起って 来たが、 更に 佛敎 の傳來 と共に、 其の 使用 をして！ sr- 
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隆成 i ならしめ たやう である。 繼體； 大皇 十六 年に 南 梁の 人 司 馬 達 等と いふ 者が 來 朝して 大和の 髙巿 に怫寺 を 建て、 次い 

で欽明 天皇 十三 年に 百 濟の聖 明 王が 佛像 及び 經論 を獻 じたのから 创 まって • 佛敎 が渐く 起って 来た。 敏達*5^.^峻の朝 

には澳 义は韓 から 歸 化する 愤 徒が 多く、 怫像. 經典 を將來 する もの 相次いで、 終に 推 古 朝に 至って 愈. '其の 降 盛 を 極 

めた ので ある。 惟 ふに 彼等 佛 徒の 講 する 所の 經論は 皆 漢文であって、 從 つて 其の 使用す る 所 も亦澳 文で あるから、 漢 

字 使 W の ii 盛 を 助長す る こと は 自然の 勢で ある。 殊に 推 古 天皇 十五 年に は 小 野 妹 子 を隋に 遣して 闕書を 送り、 十六 年 

共に 歸 朝した 階 使 を 送って 再び 彼の 土に 渡った 時 は、 學生 • 學問^ 併せて 八 人 を 送った と ある。 漢學 及び 怫敎 の與隨 

を 助けた こと 多大に、 從 つて 漢文 . 漢字の 使用の 益- 弘 通し 來 つたこと を 想像し なくて はならない。 

かくて 今日日 本に 遣：；^ する 文 獻の推 古 朝に 始まる こと も、 蓋し 緣故 のない ことで はない。 而 して それら 遗文は 主と 

して W 敎に關 する 金石文で ある。 先づ 原物と して 存 する ものより 舉げ ると、 觀世音 菩薩 蹇座銘 (推 古ト s: 年). 藥師怫 

光背 銘 (推 古 十五 年). 釋迦佛 三 尊 光背 銘 (推 古 三十 一 年) • 釋迦佛 ：： 尊 光背 銘 (推 古 三十 六 年) 等が あり、 すべて 法 

降 寺に 遺 # する佛 像であって、 怫敎關 係の ものの みで ある。 尙聖德 太子の 御自 撰に 係る とい ふ 勝 髮經疏 • 維摩！^ 疏 . 

法 華義疏 などが あって、 其の ft 法 華 義疏は 太子の 御 自筆と 稱 する ものが、 な， 御物と して 現存して ゐる。 次に 原物 は^ 

しないが、 他 書に 記錄 されて 存 する 當 時の 遺文 は、 彼の 造 像の 銘 よりも 更に 溯る 道 後？，！ 湯 碑 (推 古 g; 年) は釋 日本 紀 

所 引の 豫闽 風土記の 巾に、 元 興 寺 露盤 銘 (推 古 四 年) • 元 興 寺 丈 六 釋迦佛 光背 銘 (推 古 十三 年) は 元 與寺緣 起の 巾 

に つて ゐる。 更に 憲法 十七 條 (推 古 十二 年、 帝 說には 十三 年) は 日本書紀に つて ゐる 有名な 文獻 であって、 1:^ 外 

交 上の 國窨 として、 北史. 隋書 等に 殘 つて ゐる もの 一 つ (推 古 十五 年)、 書 紀に殘 つて ゐる もの 一 つ (推 古ト 六^) 等 

が ある。 ： 大壽阐 曼茶羅 械帳銘 (椎古 三十 年) は 今 僅かに 一 部分 を存 して ゐ るが、 大部分 は 滅びて、 全文 は 上官 架 法 


王帝說 中に 残って ねる。 其の 他、 太子 御 撰の 國 造本 紀の 一部 を 舊事本 記に 淺し、 太子の 御 傳上宮 記の 逸文 を釋 日本 紀 

に 遣して ゐ るので ある。 

さて 此等 文獻を 通覧す るに、 皆 漢文 若しくは 和 化 漢文であって 國語 様式の 表記 は 一 つも 存 しないの である。 抑 i 外 

國語を 表記す る外國 文字 を 讀んで 其の 義を曉 るに は、 其の 音 を讀み 得る と共に 其の 字の 原義 を國 語に 譯 する のみでな 

く、 其の 語 序に 至っても 之 を國語 風に 飜 して 後に 可能と なる ので ある。 更に 其の 文字 を 使用して 我が 事物 を記錄 しょ 

うとす る こと は、 以上の 事の 相當 なし 得た 後でなくて はならない。 而 して 我が 國に 於て 事 を記錄 する 始は、 已述の 如 

く 主として 歸化 人の 手に よった ものであって、 漸次 歸化 人に 就いて 學んだ 邦人の 手に 成った としても、 當 初の 記述 法 

は 皆 漢文の 様式であった こと は 想像に 難くない。 卽ち 漢字 を 用ゐて 作る 文章が 國語樣 式でなくて、 漢文 様式であった 

のであって、 その 事 は 亦よ く 上述の 遺文が 證據 立てて ゐ るので ある。 

さて 我が 國の 古代に 在って、 漢文 を讀 むこと が 其の 當初 如何で あつたか は 問題で あるが、 歸化 人に よって 敎 へられ 

たと き、 之 を 字音 直讀 にした ことの あるべき は 勿論で あるが、 亦 夙く 字訓 反讀 にす る こと も 行 はれたら うと 想像され 

る。 本 居 宣長は 漢字 三 昔考に 於て、 

皇國 一一 シテ 漢籍 ヲ S ミ又其 ノ字ヲ 用ル音 モ訓モ 彼/若 郎子王 一一 始メテ 敎へ奉 リシ 時 ヨリ 定マ リタ リシ 事 疑ナシ 

と 言った の は、 時 や 場合 を餘り 限定し 過ぎた 嫌 は ある けれども、 

抑.. 漢字/音 ヲ 知ラデ ハ 漢籍 ハ讀 ムコト ァタハ ズ、 又 此方-一 テ ハ訓 ナクテ ハ其 ノ文義 ヲ解ル 事ァタ ハ ザルヮ ザナリ 

と 言った の は當然 すぎた 理 であって、 少 くも 我が 古文 獻に徵 する 時、 金石文に 和 化 漢文の 存 する こと、 延いては 古事 

記の 如き 文の 生れて 行った こと、 更に 書 紀が訓 註 を 施して 和風に 讀 ませた こと 等 は、 早く E 讀 の み で たかった こと を 

二： e 假名の 發生  九 


假 發 達史」 ひ說  一 〇  > 

^する ものである。 さて 昔 韻 組織 を 全く 異にし、 而も 語 序 を 異にする 我が 國 語の 表記 を、 漢文 を 以て 綴る こと は、 "し： 

に 邦人と して は 困難と する 所で あるのに、 K 讀 のみでな く必 す反讀 によって 漢文 を 讀み來 る ものが、 いよ/ \ 純 文； 

様式の 文 を ものす る ことの 困 維なる こと は 言 ふ を 要しない 所で あつ て 、 如何に 努力し て も 勢國語 風の 混じ 來る こと は 

免れない ので ある。 是卽ち 和 化 漢文 を 生じて 來る 所以で ある。 推古朝の^^文を見るに、 純 漢文に 近い- ズ 例へば 近 後. 溢 

？ん碑 ， 十七 條中" 法の 如き もの も あるが、 怫 像の 銘文の 如き は 多少と も 和 臭 を 加へ たもので ある。 然 らば 其の 阔 mi 様式 

の^ 入 は 如何なる 點に 於て 之 を 見る かとい ふに、 それ は 勿論 國 語が 漢文と 異なる 點に 於て 表れ 來る 害で ある。 元來國 

|^2が漢.認に比して3!_^なる大きな點は次の三っでぁる。 

i  、 措辭 法の 異なる こと。 

二、 助辭 (助詞. 助動詞. 活 m 語尾) を 以て 實辭を 連ねる こと。 

三、 敬讓： 措の 多い こと。  ニ> ；ン  ， 

この 一 •： 點 の相異 が、 文 製作の 卜： に i„ ^しく 現れた もの は 推 古 十五 年の 法隆寺 金堂 藥師佛 光背 銘 である。 

池邊大 治 H< 下 天皇、 大 御.：！？ 勞賜 時、 歳次 丙午 年、 召 於 大王 夭 皇與 太子 而、 誓願 賜、 我 大御病 太平 欲^ 故、 將造 寺藥師 像作让 

0.0. 然 常時 賜， 造 不堪 者、 小 治 田 大宮治 天下 大王 天皇 及 東宮 聖王、 大命 受賜 而、 歳次 丁 卯年 仕 奉  .ー 

其の 如 3： に 淡 文に なき 措辭 法、 國：^！？風の助詞の用法、 若しくは 敬語 法 を 交へ てゐ るか を 見る であらう。 欲 字-作 字.，. 一 

奉 字 - ？ i 字 • 不堪 字 及び 受 字の 位置の 如き は、 國語 風の 語 序に いかれた もので あり、 助詞 於 . 與 • 而 • 者 等の 如き は 

支那の 助 宇に 從ひ 乍ら 强 ひて 人れ た 跡が 見え、 殊に 於 字の ヲに^ ゐられ たの は 普通の 用法で はない。 大御字 • 賜 字 • 

f.: ザの 如き は 全然 和風の 川ゐ 方で ある。  .  一 


され ど、 之 とても 亦 漢丈樣 式に 作らう とした ものであって、 この 時代 を通覽 する 時 は、 来 だ 國語樣 式の 文體 をば 一 

つも 出す こと は 出来ない。 やはり 漢文 様式が 此の 時代に 於け る 文字 表現の 唯一 の體 であった。 

さて 文と して 漢文 樣式を 取る 間に、 il^ 記 上 彼等の 工夫 を 要した 一 つ は、 我が 固有名詞 卽ち 地名. 人名 等の それで あ 

つた。 凡そ 事赏の 記述 は必 すし も 其の 訓方を 一定す る こと を 要せす、 そこに 多少の 異同が あっても、 意味 は 通す るの 

であるが、 其の 屈 有 名詞に 至って は、 必す國 語の 形と して 一定の 訓方を もつ やうに 表記し なくて はならない。 漢字 を 

惜 用して 我が 名詞の ま. 1 を 表記す るに は、 言 ふまで もな く 二つの 方法が あるべき である。 一 は 其の 名の 意義 を 聯想し 

て、 其の 意義に 該當 する 文字 を 充てる こと、 例へば 馬子. 藤 原な どの 如く、 之を訓 借と いふ。 二 は 其の 名の 意義 を 顧 

みす、 全く 其の 昔に 相當 する 文字 を 充てる こと、 例へば 蘇 我. 不比 等な どの 如く、 之 を 音 借と いふ。 惟 ふに 漢文 を以 

て 我が 事柄 を 記述す る始に 於て は、 其の 固有名詞 を も 其 の 意義に 該當す る 文字 を 以てす る 事. に相當 努力 が拂 はれた で 

あらう。 され ど 其の 記述 者の 外國 人であった 場合、 或はた とひ 邦人で あっても、 其の 名義の 知るべからざる 場合の 如 

き は、 之を音譯するこ^^Jが最も便利でぁる。 かくて 多くの 固有名詞 は 其の 意義 を考 へす して、 直ちに 昔 借され たもの 

が 多い。 (この 手法 は外阈 人が し 始めた ものである 事 は 後に いふ。) 而 して かく 記された 昔 借 法 は 之を讀 むに 於て 最も 

確 性 を 有す る ものであって、^ 借の 或は 二様 三 樣に讀 まれる 不確實 さ がない。 殊に 之 を 漢文 中に 挿入す る 語彙と し 

て は、 他から 分^され 易い 長所が ある。 固有名詞の 昔 借 は 亦 この 爲 にも 採用され たので あらう。 之 は 恰も かの 佛 典の 

固有名詞が 支那に 於て 昔譯 された のと 同一 情 態に あるので ある。 かくて 推 古 朝の 遣 文に は 多くの 昔 借 表記の 固有 名 詞 

を もって ゐる。 抑.' 是が 我が 假名 文字の 起源で ある。 夷與村 ( 道 後溫湯 碑) • 斯歸斯 麻宫. 佐 久羅韋 等 由良宫 (元 興 寺 

露盤 銘) の 如き 地名、 阿 麻 古 (觀世 昔 菩薩 造 像銘) . 止 利佛師 (釋 迦佛造 像銘) I 阿 米 久尔意 斯波羅 支 比 里 尔波弥 己 等 • 

二  as 假名の 發 生  j 一- 


假名發^3史"^:1^^  1 二 

=^^冗名び奈米大臣 (元興寺丈六佛銘) の 如き 人名が 是 である。 

凡そ 推 古 朝に 於け る 假名 は 固有名詞の 表記に 見出し 得る ものであって、 他に 用 ゐられ たもの は 殆どない。 かの 和 

化 淡 文に 於て、 故ら に 助詞な どを附 けた 跡が 見える けれども、 それ も 皆 支那 本来の 助 字 を 借用して、 未だ 昔 借の 假名 

を W ゐ なかった ので ある。 例へば、 かの 藥師佛 光背 銘が於 • 與. 而. 者などの文字を圃；？^2に引かれて多川しながら、 

決して 假名の 乎 . 止 . 31 . 波な ど を 入れる ことがなかった。 況ゃ 他の 品詞に 於て を やで ある。 只 上宫記 逸文に、 

我 獨 持 抱 王子 無 親族 部 之國、 唯獨難 養育 比 陀斯奉 之 云。 (釋 日本 紀所 引) 

と ある 比 陀斯の 如きが、 ^ 有 名詞 以外の 假名 書きの 特例で ある。 「養育 比 陀斯」 は ヤシ ナヒ ヒダシ などと 述ね 請む か、 

^；^！ぉ訓をヒダシと人れたものかも不明でぁるが、 とにかく この 三 字 は 文中の 動詞 を 假名 書きに した 珍しい もので あ 

る。 或は 其の- g 據の確 資性に 多少 疑問 を 置けば 置かれる が、 先づ 動詞 假名 書きの 萌芽と 見れば 見られる ものである。 

しかし 未だ  一 1^ に は 多く か、 る 例 を 見出し 難いので ある" この 他 法王 帝 說には 一 昔 一 字 假名 書きの 歌讅が あり、 元 興 

〜綵 起に は宜命 書きの 或 物 を^す る けれども、 此の様 式が 其の 時代 其の儘な り や 否や は、 此 等の 原據の 成った 時を考 

ぉルに 人れ なくて はならない から、 未だ _a ちに 推 古 時代の 樣式 であると 斷 言は屮 I 来ない。 要するに 推 古 時代の 假名の 用 

處は、 碗 赏な资 料に 據 る^り は、 漢文 中に 人る 我が 固有名詞の 表記に 於て であると いふ ことが 出來 る。 

漢字の 假 用法 

さて 是 等の^ 有名 詞 を 表記す るに 漢字 を 如何に 借用した か。 元來 我が 國 語の 昔 韻 組織 は 開 熟 苦であって、 子 昔の 獨 

立 を 許さない から、 すべて 一昔 節が 昔の 單位 となって ゐる。 然るに 漢語 は 本来 一語 一音節の 孤立語であって、 之を^^^ 

す 淡 字 は 自ら 一 字 一 ；認卽 ち 一 昔 節で あるから、 之 を 開 熟 音た る國 語に 假 用す るに 際して、 共の 一 字 を 我が 一 昔 節に 充 


て はめる には植 めて 便利な 文字であった。 かくて 漢字 假 用の 第 一 原則として 一 昔 一 字の 音惜 法が 探 用され た。 

阿ァ 夷ィ 有ゥ 意ォ 加 力 支キ 歸キ 久ク 居ケ 介ケ 己コ 古コ 

の 如きが それで ある。 是 等の 文字 は 支那に 於ても、 開 熟 音の 文字であって、 單に 母音で あり、 若しくは 母音 を 以て 終 

る 一昔 節で あるから、 日本 昔 を 表す 文字と して 好適な ものであるが、 漢字に は 尙音尾 に 子 昔 (三 内 撥音 m  '  n  '  V, 

三 內人聲 p. t .k) を 有する 閉熟音 文字が あって、 之 等 を 我が- 1 昔 節に 借用す る 時、 音 尾が 餘る ものであるから、 

，勢, 

勢 之 を 切捨てなくて はならない。 卽ち士 3  . 等 • 良 * 凡な どをキ . ト • ラ • ホと 借用す るが 如きであって、 所謂 略昔假 

<J である。 しかし この場合に 於て 全然 音 尾 を 切捨てる も q の あると 共に、 其の 音 尾 を 後 綾す る 子 昔に 連ね 合せて 用ゐ 

た 方法 もあって、 例へば 「吉 多斯 比弥」 に 於け る 吉字は 音 尾 t を後續 昔の 多に 速ね 合せた もので あり、 「凡 牟都和 希」 

に 於け る i 字 は 昔 尾 m を 後 綾音 の牟に 連ね 合せた ものである 如きが 是 である。 之 を 連合 假名と で も 名 づけて 置 力う。 

更に この 昔 尾 を 利用して 一音節に 作り、 一字 を 我が 二 音節に 借用す る 法が ある。 言換 へる と、 音 尾 を 有する 一字に 自 

.E に 或 母音 を 添へ て 呼ぶ 方法で ある。 「難 波」 の 難 字 は 昔 尾 n に 母音 ー を 添へ て 十 二に 借り 、「足，.^」 の 足 字 は 音 尾 k 

に a- 音 U を 添へ て スクに 借りる 如きが 是 である。 所謂 一 一 合 假名と いふ ものである。 以上が 漢字 を 我が 國 語音に 音 借す 

る 時の 原则 であって、 今 之 を 表に すると 次の やうで ある。  ， 


f 無 昔 尾 文字- 

{ 一昔 1 字 一 

昔 借) (有 昔 尾 文字- 

一二 音 一 字— 有 昔 尾 文字， 

二 眞 假名の 發生 


1 全 音 

f 略 昔 

I 連合 

I  二 合 

一 三 


假名 發逮史 -ib お  一 四 

このへ？ 一:; 倚 方法 は 永く 我が 眞 假名の 用法 を 規定し、 從 つて 後の 略體 假名の 字源に も 因襲され るので あるが、 就 巾、 一 

昔 一 字の 昔 借が 全 體の主 原則であって、 而も 其の 無音 尾 字の 借用が 屮心 をな して、 他 は 極めて 少數 の附場 物で あるの 

である。 

次に W お 名詞の 訓 借に 於て は、 其の 意義に 就いて 正しく 漢字 を 充てる 所謂 正訓の 法の 存 する こと は 無論であって、 

^.M  • 樱 井. 池邊 *  米， 橘 * 小 治 田. どの 如き は それと 見るべき であらう。 只 葛 城と いひ、 治と いひ 山 とい ふ 

如き は 其の 原義が 明かで ない 以上 は 何れと も 定め 難いが、 恐らく 表記 者 も 地名の 原義が 明かでなくて、 只 漫然 聯想 さ 

れ る^に^ りた もので あらう から、 借 字に 人るべき もので あらう。 由来 ra: 有 名詞 殊に 古地 名の 如き は、 其の 原 教の解 

し5^なぃものが多ぃので、 自然 借 字に なり 勝ちであって、 漫然の 聯想 を 字訓と 關係 づけて 借 字した のが、 遂に 書 恨ら 

されて W 定 して 了 ふの が 常で ある。 それ 故 地名の 訓 借の 假名で あるか 否か を 定める こと は 困難であって、 紡 局 其の 境 

は 明かで ないし、 不明に 歸 する ものが 多い。 固有名詞の 訓借 用字 法 は 他の 語の 場合と 分って 考 へらるべき もので はな 

からう か。 それ 故 私 は 姑く 固有名詞の 訓借は 只訓惜 として 二 つに 取扱って 行かう と 思 ふ。 只 後に 注意すべき は、 推 

古逍 文に 關 する 限りで は、 一 名詞に は 昔 訓を交 用した 借 字の ない のが 大體の 原則に なって ゐる ことで ある。 之に は 多 

少の 例外 も あるが、 この 事 は 後に 更 めて 言 ふこと にす る。 

私 は 玆に推 古 朝の 遣 文に 表れた 假名 字母の ー覽表 を揭げ る。 大體大 矢 博士の 「假名 源流 考」 を 本と して 作成した も 

ので ある。 卽ち 碑 . 露盤 銘 • 丈六銘 . 繍帳銘 . 釋 迦光銘 • 同小 像銘 * 上宮 記-太子 系譜の 中から 拔 出した 假名 を 

八；： せた ものであるが、 た^ 露盤 銘の 終に 出て ゐる 工匠の 名の 假名で あるか 否か 不明な もの は 姑く 除いてお いた.^  大 

夂博 4- の 取らなかった もので、 ？ iu;! 碑の 前に S くべき 觀 -fi!n 銘が あるが、 假名の 合計に は變 化を與 へない。 (「假名 源流 I 
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假名 發逮 史^ 說  一 丄 ハ 

凡そ假名_^^記の爲に選ばれる字母に就ぃ ては、 

一 、 音 のよ く 適合す る 文字で ある こと。  . 

二、 常用の 漢字に あって、 而も 字形の 平易な こと。 

三、 同 昔に 異文 字を複 川し ない こと。 

など を條 件と する のが 最も： ffi 利で ある。 しかし か k る 標準 を 立てて 意識的に 選 字す る ことが、 當初行 はれた か 否か は 

-个 であるが、 か V る條 件から 推 古 朝の 假名 を觀 察する こと も 無用で はなから うと 思 ふ。 先づ 昔靓 のよ く 合った 文字 

かる かとい ふこと を撿 する こと は 頗る 難問題で あるが、 苟も寫 昔しょう とする 以上、 支那 文字の 許す 限り 近似な 字母 

が 取られた ものである こと は 認めて よから う。 只 有 昔 尾 の 文字 を 略 音 にして 用ゐ るな ど は 可 及 的 避け た 方が 便利 で あ 

るが、 推 十：： 朝の 假名に は 比較的 この類が 少 いやう である。 吉. 等. 凡， 明 * 良な どの 數字 に過ぎないが、 それ も吉と 

と は 述介假 に 川ゐ られ、 有 明 子の 明 も 亦 下の 子に つ ける 爲だ らうと 思 ふから、 淺る もの は 僅かに 等 . 位で あ 

る〕 (^. -:^などは古、^:無昔2^?でぁったかも知れなぃとぃふ說もぁる。) 略 昔 字の 少 いこと は、 原 昔 を枉げ な， いで 其の 

ま、^; 詠 に 適する ので あるから、 一!^ む 上 から^だ 簡便で ある。 常用の 漢字であって、 字形の 平易で ある こと は、 

の 適 とい ふこと に 制限せられ るから 或 度に 止まらなければ ならない ことで あるが、 推 古 遺文に は 比較的 難 字 は少ぃ 

やうで あつ て、 只：^  ，嗽. 蕤. 俾 などが 普通でなく 何となく 古風に 感ぜられる 位で ある。 次 は 字母の 複 W とい ふこと 

であるが、 之 は 表に 見える 如く 淸 濁と 特殊 假名 を^と して、 多い のが ケの 四 字、 次が 三 字 ニー 字で あるが、 大部分が 

一 1 字母の ものである。 殊に 其の 内の 一 個人の もの を拔ぃ て 見る と、 字母の 複 用の 全くない ものが ある。 たと へば 

^极銘 の 假名 は 五十、 せに 配して 三十 一 一昔 三十 六 字 あるが、 字母の 二字 ある ものの 內 加と 奇 とは淸 濁 を^ち、 等と 刀と 一 


は 特殊 假名の 训 であり、 歸 • 支 • 吉は 皆^ 用であって、 歸. 支 は 特殊 假名、 吉は 連合 假名で ある。 かくて この 銘 所用 

の 假名 字母 はすべ て i 早 用 を 守って ゐる ことになる。 斯歸斯 麻宮と 書き、 等 已刀彌 彌乃彌 己 等と 書いても、 同一 字の 單 

調を變 じょうた どと はしない のであった。 元與寺 露盤 銘ゃ同 丈 六怫銘 など も 略.' 之に 準じた ものである。 しかし 上宫 

記 や 太子 系譜な ど の 比較的 後 の ものと 見られる 類に は複 用が 多くな つて ゐる。 而 して それが 人に より 物に よって は、 

自然 變す るので あって、 普遍的 統一 のない 自由な のが、 古代の 自然な 處 であるから、 甲 は 伊波 禮と 書き、 乙 は 夷波禮 

とかき、 丙 は 等 由 良と 書き、 丁 は 等 由羅と 書く ので、 字母の 複 用が 多くな り 行く わけで あるが、 推 古 朝 は概觀 して 未 

だ 極めて 單 純で あつたと 言 ひ 得る。 

されば 推 古 朝に 於け る 金石文の 假名 字母に 於て、 後世に 表れない もの は 極めて 僅少であって、 

4!^ 嗽 侈 至 蕤俾明 

などに 過ぎない。 勿 論發音 を變じ た數字 母が あるが、 十中八九まで は 發音ま で 動かさす に 後代に 流 偉す る ものである „ 

而も 略體 假名と な る 多くの 字母 を 含ん でゐる こと を 見る 時、 假名 字體並 に 其の 發音 の 起源 の 遠い こ と を 思 はす にはゐ 

られ ない。 かくて 吾人 は 我が 假名 文字 は 已に推 古 朝に 固い 根據を 置いて ゐる こと を 思 ふ ものである。 要するに 推 古 朝 

の 假名 文字 は、 刖に 意識的 選 擇が行 はれた もので もなから うけれ ど、 字形から も從 つて 字 昔から も 比較的 平易で あつ 

て、 同昔異 字の 複用 も少 かった U 一  面百濟 史籍な どの 假名に 徵 して、 或は 外國 人が 大凡 そ 定めて 常用した ものが あつ 

て、 自然 それに 倣った ので、 かの 繡帳銘 などの 單 純ながら 統一 した 用字が 出來 たので はない かと 思 はれる 點も あるの 

である。 而 して 其の 字母の 多数が 長い 傳 統を以 て 今日まで 流れて ゐる こと は、 殊に 注意す ベ きこと である。 

漢字 假 用法の 溯源 
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我が 圃の 假名 表記 は 已に推 わ n 朝に 存在して ゐた。 しからば この 漢字の 假 用法 は raK して 邦人 獨自の 工夫に. H つた もの 

であらう か。 或は 他に 投 倣した 所で あらう か J 之に 就いて n 十く より 唱 へられる 說は、 金澤 博士 等の 朝鮮の 吏 讀に關 係 

づける それで ある。 所謂 「^文の 補助 語」 の義 である 吏讀、 或は 三國 遺事の 鄕 歌の 表記法 は、 其の 發 生の 時代の 如 3： 一 

から 姑く 之を惜 くと する も、 少 くも 三 國史記 中の 地名の 表記な ど は三國 時代の ものと して ー顿 すべきで あらう。 只 其 

の樣 式が 彼の 音訓 交 用で あるのに、 我が 一 音 一 字 式の 純 音 借で ある こと は、 其の 問が 直接し ないやう にも 思 はれる が- 

n ^々は： 兀來 支那 人 若しくは 朝鮮人に 就いて 漢字 を 習った ので あるから、 この 國語を 漢字で 昔 譯 する こと も、 必すゃ _ 

彼等に 敎 へられた らうと いふ 想像 は 許される であらう" 先 づ國語 を 漢字で 音譯 した 资料 は、 推 古 朝より 以前の ものが 

却って 支那 や 朝鮮の 方に ある。 已 述の漢 委奴國 王の 印に 於て、 ！ は 國語か 否か は； t が あると しても、 奴 をナと 請んで 一 

概 地方と する 說に從 ふと、 之 もた しかに 我が 固有名詞 を 表した 假名で ある。 更に 魏 志の 東夷 俥に 見える 對馬. 一 支 • 

^盧 や、 卑狗 - ^奴 母 離 - 卑彌 呼な ど は 支那 人が 記した 書に 於け る 日本の 固有名詞 である。 而 して それが 岡 有名 詞 で： 

あり、 而も 樣 式が 一音 一字の 昔 借、 又は 僅少の 二 合 昔 借で ある。 この 乎 法 は 全く 我が 推 古 朝の 假名と 同一 であるの み 

ならす、 其の 字母の 亦 頗る 似た もの さへ ある。 抑-支那 文字 は 之が 構造 並に 應 用の 上に 於て 六書の 法が あり、 其の 內_ 

の假 借と いふ 應 用法 は、 字義に 關 せす 只 字音の みを假 用す る 法であって、 彼等 は已に 早く 塞 外 諸國の 地名 • 人名 • 官ー 

名 を背寫 したり、 殊に 怫 典の 翻 譯の 爲に 梵語 を昔譯 したりし たも の で あ る 。 文字 を 校け たも の が 必すこ の 方法 を も欽ー 

へない とい ふこと はなから う。 .  一 

次に  一 ^ffi 接に 1;^ 人の 模範と なった もの は 韓人の 假名 表記法であって、 所 傅の 史讀發 生よりも 造 か 以前に かるべ 

き资 料が ある。 それ は書紀 (神 功紀から 欽明紀 までの 間) に S かれた 百濟 記， 百濟 新撰 • ぼ^ 本紀 等であって、 中に 


日本の 人名 を昔寫 した ものが 可な り ある。 職 麻 那那加 比 跪 (干 熊 長彥〕 - 沙至比 跪 (襲津 *0  • 意斯移 麻岐彌 (穗 積臣 

押 山) - 加 不至费 直 (河内 直) •  cll 胡跛臣 (的臣 力〕 などが 是 である" 而 して 是 等の 假借 文字 は 一 音 一 字 (職 字の 如き 

二 合 昔 借 も ある) の 昔借樣 式であって、 勿論 彼等の 音譯に は、 我が 國 語と 多少 音韻 上の 差異 を 生す る こと は 自然な が 

ら、 其の 字母の 推 古 朝の 假名に 酷似し、 殊に 至 をチ、 移 をャに 用ゐる 如き 君 を 支彌と 書く が 如き は 全く 相 一致す る も 

ので ある。 岡 田 正 之 博士 は 其の 著 日本 漢文 學史に 於て、 北史 • 隋 書と この 百濟 史籍と 推 古 遺文との 假名 を 比較して 其 

の 酷似 を 指摘し、 全く 同一 起源で あらう と 言 はれた が、 實 にこの 百濟 史籍の 中から は、 推 古 朝の 假名と 合致す る 字母 

一 一十 餘を拾 ふこと が出來 るので ある。 されば この 手法 は 直接 朝鮮との 關係を 求める 方が 安當の やうで ある。 況 ゃ怫敎 

が "k:: 濟 から 傳 はり、 推 古 朝に は 彼の 國の 僧侶 • 學 者の 來る ものが 多かった から、 當 時の 我が 文 獻の或 物 は 彼等の 手に 

よって 書かれた と 想像され るに 於て を やで ある〕 加 之訓を 交へ たい 純 昔 借の 表記法 は 却って 日本語に 熟しない 彼等の 

し 始めた こ とを裹 書す る やうに も 見える。 而し て 彼等 自國の 固有名詞 表記が 却 つ て 音訓 交 用 の 法で あるの を 見る と、 

それらが 直接 日本へ 影響した とい ふより は、 韓人が 此の 土に 來て 我が 國 語に 試み 始めた ものであると いふ 方が 安當で 

あらう。 一 昔 一 字の 音譯 とい ふこと は、 閉熟音 を 有する 朝鮮 音を寫 すよりも、 すべ て 開 熟 昔で ある 我が 國 語音 を 寫す 

ことに 於て  一 成立ち 易い からで ある。 つまり 彼等 は 支那から 得た 自國 の囪有 名詞の 表記法 を、 日本の 事 を 記す に 至 

つて 純 梓の 一 音 一 字音 借 法と して、 我が 國に敎 へた もので はなから うか。 

更に 之に 附記すべき こと は、 推 古 朝に 於て 固有名詞 を音寫 したの は、 其の 文 獻の佛 敎に關 する だけ、 怫 典よりの 影 

響 もあった であ ら うと 思 はれる ことで ある。 卽ち佛 典 中 の 梵語 の 固有名詞 の 表記に 摸倣した ら うとい ふこと であつ て 、 

推 古 朝の 文獻に 皇族  <  贵 族の 名前 を 一 字 一 昔に 配した の は、 其の 名詞 を 堂々 と 明瞭に 出さう としたので はない かと 思 
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はれる 點が ある。 意譯の 文字の 本文に 紛れ 易い のに 比して、 一昔 一字の 音譯は 本文と 1511^ せられて、 其の^！^在が，明か 

になり いからで ある。 以上 はもと より 一 の 想像に 過ぎない が、 人名 は 命す る 際の 意義が 明かで あるから、 意 譯に困 

難 もなから うこと であるのに、 かく 長々 しく 昔譯 にして置く こと は 何 か 理由が ありさう に感 する ので ある。 識 ぉの敎 

を 乞 ふ 所で ある。 

假名と 發音 

l=t 々が 古 假名 を 諝 むと いふ こと は、 其の 漢字 音と 其の 當 てられた 語詞 とから 考 へる ことに 由って 成立つ。 一, ム n 々は 或 

假名 を 常 W の 漢字 背に 隨っ て讀ん で、 其の 發 昔が 直ちに 當 てられた 語詞と 安當に 合致す る 場合 も あるが、 常用 字 昔で 

讀ん では 其の 語詞と 安當に 合致し ない 場合が ある。 たと へば 「斯 歸斯 麻」 とい ふ 假名 を 常用 字 昔に 依って シキシ マと 

tl むこと によって、 他に 師木島 又は 磯城 島と 書いて ある 語詞の 音と 安當に 一致す るので あって、 始めて 斯歸斯 麻をシ 

キシ マと 一蹴んで よいと 讀 定める ので ある。 しかし 「比 里爾 波」 とい ふ 假名 を 常用 字音で ヒリ 二 ハと讀 むこと に. H つて、 

他に 糜 庭と いて ある 語 詞と合 はない ことになるから、 更に 里の 假名の 當 てられた 他の 語詞 から 考 へ られ なければ な 

ら ない。 例へば 他に 近代 王と あるの が 推 古 遺文に 己乃斯 里と あり、 後の 文獻 では あるが 懊風 藻に 麻 呂が萬 里と 書かれ 

て あるから、 里 は 口 と讀ん だら 安當 であると いふ やうに 定まる ので ある。 

かくして 諫 定められた 後、 然 らば 里に 31- して 口 の 昔が あるかと いふ 察が 問題になる ので ある。 卽ち 假名の 發 音と^ 

宇 昔との 關 係に 就いて である。 我が 推 古 朝の 假名 文字 を兒 るに、 其の 發 音の 我が 吳昔 若しくは 漢音と 稱 する ものと 

だしく 相 八：： はない ものの ある ことに 氣附く J それらの 異音 は 菜して 如何なる 種類の もので あるか。 元來 支那に 於け る 

字 は 時代に よって 異なる め は 勿論で あるが、 彼の 土隋 唐より 宋 初に 至る 問の 標準 昔 を廢； g とし、 共の 以前 を 古昔と 


し、 以後 を 今昔と し、 古昔 は 又 時代に よって 更に 小 分すべき は 面より であるが、 我が 國が漢 學を傳 へた 顷は、 彼の 東 

晉 の 終顷とE^b れ る か ら 、 其の 傳 へら れた字 昔 も 唐 韻 に 異なる 古昔に 屬 すべき こと は 勿論で ある。 況ゃ 平く 韓土 に 傳 

はった 古昔 或は 漢魏に 通じた 時代の 古音に 於て は、 自ら 異なる ものの あるべき は 勿論で ある。 抑.' 彼の 經學 と共に 讀 

書 音の 傳 へられた こと は 言 ふまで もな く、 以來 二百 年 は 支那に 於け る 東晉の 末より 南北朝 の^に 當 つて ゐて、 字 昔よ 

り 言 へ ば 、 古音 の 末期 唐 韻に 遷 る 過渡 時代で ある。 支那に 於て は 東晉の 頃より 昔 韻 の學が 大に發 達して 字 昔 の 整理 が 

行 はれた が、 當 時の 昔 は 要するに 隋 唐に かけて 其の 大成 を 見た 唐 韻 以前の 音であった。 かくて 此の 期に 於け る 我が 國 

の 請 書 昔 は 朝鮮 を經て 入った と 支那から 直接 来たと に拘ら す、 南北朝時代の 字音が 中心 をな した ものであって、 之が 

やがて 我が 吳 音の 主要 昔と なった ものと 察せられる。 されば 推 古 朝の 假名の 音の 異なる もの は皆吳 音で あると いふ こ 

とも 屮 I 來 よう けれど、 時代 を 經て傳 へられた 字 昔に は尙 極々 の ものが 人 交って、 只 一 系統の 字音で あると も 見られな 

いやう である。 それ 故 この 字 昔の 中には 所謂 吳音 として 用 ゐられ る 字 昔 も あるが、 それより 以前の 魏晉、 更に 漢 代の 

字 昔 さ へ 交って ゐ ると 言 はれる 所以で ある。 大矢 博士の 如き は 之 を 周 代 古音で あると さ へ 言 はれた が、 この 研究 は尙 

將來に 待た なく て はならない。 私 は 未だ この 方面に は 甚だ 暗 いもので あるから、 只 推 古 朝の 假名に つい て 字音 の 古 形 

を 見るべき 一 一三 を 例 出 する に 止める。 

我等が 漢 昔で ィゥ 部に 發昔 する ものが、 吳昔 では ゥ となる 一類が ある。 推 古 假名の 

有ヮ 久ケ 由ュ 留ル 

の 如き は、 吳 昔の 讀 方と しても 取极 はれ 得る ものであって、 後に も 長く 傅 へられる 昔で ある。 次に 吳 昔-漢音と もに 

ィ に發 昔す る 文字であって、 推 古 假名で はァ 韻に 用 ゐられ てゐる 

ニ眞 假名の 發生  ニー 
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奇." ふ且 刀 移ャ 

など は、 起源 を 南北朝 以前に も 求めなくて はなら ないし、 後被ィ f ュ i に 發昔 する 文字であって、 推 古 假名の ォ韻 になつ 

てゐる  ， 

意 ォ己コ 止 ト已ョ 里。 

など は 一 部 は 昔と もせられ るが、 これら も少 くも 漢魏の 古昔と 見るべき であり、 其の 他 介 •  nrl  * 代 • 赍. 米. 禮を 

ケ. テ. デ. メ. レと讀 む 如き は魏の 音韻 變化 以前な りと いはれ、 乃 字 を ノと讀 む 如き は 未だ ナイと ならない 以前の 

昔 形であって、 魏 志の ャマ トに當 てた 邪 馬 臺の臺 字と 共に 其の 時代の 古さが 知れる であらう。 

以上 は 其の 一端 を舉 げたに 過ぎない が、 我が 古 假名の 讀 方に は隋 唐の 字音の みならす、 溯って 漢魏の それにまで 求 

めなければ 說 明し 難い ものが 多い。 從 つて 讀書 音の 廣 韻と なった 時代に は、 この 假名の 讀 方に も變化 を來 した もので 

ある。 

奇 カふキ 義 ゲ I* ギ 

居ケ i コ介ケ .1 力 

己 nl*- キ 移 ャ |> ィ 

1U ョ i ィ  里 HI*- リ 

等の 假名 字母 は 推 古 朝に 上の やうに 讀 まれた ものが、 書紀 ， 萬 葉 等で は F の やうに も 川 ゐられ てゐる ものである" 

(^し 古 ^i" も 保 たれた ものの ある こと は 勿論で ある。) 尙宜 字の 如き は 推 古 朝に は ガに用 ゐられ たのに 萬 葉 £^ では ゲと 

もギ とも 躋 まれて、 ガ から ゲ、 更に ギと 移行した 字音 變 化の 跡 を、 我が 假名 用法に 見る ことが 屮： 來 るので ある。 かく 


て 書紀. 萬 葉 築の 如き は、 因襲 を 守った 古音と 時代に 從 つた 新 音と を 打 交へ、 從 つて 同一 の 假名 を 古音に も 新 昔に も 

用ゐる やうに なった ので ある。 しかし 推 古 朝の 文獻に 於け る 限りで は、 未だ 一 字を兩 昔に 用ゐる ことはなかった ので 

らろ 0 へ 大矢透 博 七 1*^ 假 流考、 代 古音 考>  ン 

. あ ス。 (大岛 正 健 博士 著吳： 音 . 漢音の 研究 JlsKij 

次 に 假名 遣 によって 我が 古代 昔を考 へる ことで ある。 古代の 國 語音の 實際は 之 を 聞く こと は 屮け來 ないから、 古 假名 

を讀 むに 當 つても、 吾々 は づ 近代 昔 韻から 考 へる より 外ない の である。 更に それ を 五十 昔圖 などに 配して 考へ るよ 

り 外ない ので あるが、 近代 音 は 勿論、 五十音 圖 にしても、 推 古 朝から は 後の世の ものであるから、 推 古 朝の 昔 を是等 

に歸 納 して 了 ふこと が 菜して 正しい ことで あらう か。 昔 韻に も 傳統が あるから それでも 大體に 於て 誤 はない かも 知れ 

ない が、 それ は 音韻 の 時代 的 變遷を 無視し たこと で あって、 少しく 精細に 考 へ る と 疑問 はせ す るので ある。 

例へば 吾人が 今日 其の 發音 を區刖 しない ィ • ヰ、 H  .  M  、ォ- ヲの 古代に 言^けられ たこと は、 其の 文字 表記 を異 

にし、 それ を 語 詞に當 てる 上に 明晰な 限界 が^して、 決して 互用 出來 なかった こと、 而も 其の 文字が 漢字の 原 昔に 於 

て 劃然 iHi 別 ある こと を 考察して から 明かに なった ので ある。 衣と 延 とが 同一 昔の 假名と 近世まで 見られて ゐ たもの が、 

以上と 同様な 考察に よって、 古代に は 判然 廣刖 された 異 昔であって、 衣が ァ 行の もの 延が ヤ行の もの、 而も 語 詞に當 

てる 上に 決して！^ 同し なかった ことが 明かに なった。 それ 故 吾々 が 今日 同 一 發 昔に 用ゐて 怪しまない 古 假名 も、 それ 

が 常 てられる 語詞に 差別 あり や 否や を 精査し、 かつ 其の 字音の 差異 如何 を 考察したならば、 或は それが 異なる 發音 で 

ある ことの 發 見され る 場合 も 想像され るので ある。 例へば 繡帳銘 の 古 假名に 「斯 歸斯 麻」 の歸 と、 「加 斯支移 比彌」 や 

「布 刀 多麻斯 支」 の 支と があって、 等しく キと讀 んでゐ るが、 少しく 精細に 考 へる もの は、 ii- づ 如何にして 文字 を 書- 

^け  たかと  疑  ふ。  更に 之 が 元 興 寺 露盤 銘ゃ同 丈 六佛銘 にも この 二字が あって、 而も 語詞 によって 用ゐ わけて 決して 互 
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川の ない こと を 知る 時に、 この 假名 遣に „n! な 別が あり、 從っ て發音 上の 相異が あるので はない かと 疑 ふ。 而 して 之 を 支 

那の字 昔に 照して、 共の 開 合の 差と か、 等位の 別と かの ある こと を 知る 時、 この 二つの 語 昔 は 往昔 首^け 、りれ たも 3 

ではない かと 考 へる 如きが 是 である。  1 

本：3宜長は古|3^^記に川ゐてぁる假名の用法を觀察して、 古事記 傳の總 論の 「假 字の 事」 とい ふ條に 於て、 同 昔と 考 

へ られる 假名の 屮 にも、 語に 隨っ て 使用す る 文字が 定まって ゐる ものが 多く ある (例へば コ の 假名に は 許 • 古 1 一字 あ 

る 巾に、 子に は 古字 をのみ 書いて 許 字 を 書く ことなく、  メの 假名に 米丄 K 二字 を 川ゐて ある 巾に、 女に は iU 子 をのみ 

^いて 米 字 を 書く ことがない やうに) と、 十三 四 種の 例 を擧げ て、 この 事 は書紀 にも is? 葉 ffi- にも 见 える こと を 述べら 

れた" 穴 長の 發 見した この 事實 を、 更に 記.. 紀-萬 葉 を 中心として、 奈良朝 文獻に 表れた 假名 を 徹底的に 研究して、 

共の 叫の 规則 を發 見した の は、 其の 門弟 石 塚 龍 磨であって、 有名な 假字遺 奥 山路 は 其の 調 亮の結 である。 龍 磨の 達 

した 歸結 は、 我が 奈良 朝に 於け る 假名 遣 を 見る に、 無論 同一 音に 異文 字 を用ゐ たもの も 多い けれど、 北ハの 巾、 

ェキケ コソ， トヌヒ へ、、、 メョモ 

^r:-.^^  (十：：^^記には-：！：チ モのニ昔も) は 其の 假名 文字に 二 類あって、 語に よって 其の 151； 刖が嚴 格で あると い ふので 

あった。 之が 有名な 特殊 假名 遣の 論であって、 現代に 於て は 橋 本進吉 氏の 再 研究と なり、 其の 他の 人々 の 調査 も あり、 

近來 我が 闽語 學界の 注意 を黎 めた 一 事^と なって ゐる。 (石 塚 龍 麿 著 「假字 遺 奥 山路」、 橋 本继吉 氏の 論文 r 闕； ぬ 假名 

造硏究 史上の ー發 見、 石塌龍 麿の 假名 遣 奥 山路に ついて」、 「上代 文 默に存 する 特殊の 假名 遣」 等參 so この W は 我が 

批 十：： 朝の 假名 ffl 法に も觀 察されなければ ならない (觀 察されて ゐ ると する) 事實 であるが、 推 古 朝の 资料は 何分 共 

の 救 量が 少ぃ の で 、 一て れ獨自 に ^„?察を遂げ る こ と は 困難な も ので あるが、 之 を奈良 朝の 资 料と 八：： せ考 へる ことに 由つ 


て、 其の 大體は 知る ことが 出來 るので ある。 今 推 古 朝の 假名の 字母の 重複して ゐる ものに ついて、 其の  一 二 を 例 出し 

よう。 キの 假名に ついては 已に 其の 一端 を 述べた ので あるが、 コの 假名に も 亦 古-己 二字 を 用ゐて ある。 元 興 寺 露盤 

銘. 同 丈 六 佛銘に 共に 有 明 子 (馬子) と 記して あるの を 太子 系譜に は汙麻 古と あって、 子の 義に古 を 用ゐて あり、 又 

すべて 人名の 接尾 辭の コ. ヒコは 

那加都 比 古 ^久牟 尼 利 比 古 加 多 夫 古 伊 等斯古 (太子 系譜〕 

などの やうに、 皆 古の み を 用ゐて 一 つも 己 を用ゐ てない。 然るに 一方 ミコト (御 事) の コには 

阿 米 久爾意 斯波留 支 比 里 爾波乃 彌己等 (辅 帳銘) 

を はじめ、 皆 己の 字であって、 古の 字 は 決して 用ゐ てない。 而 して それが 皆奈良 朝の 資料に 表れて ゐる事 實と相 合 ふ 

ものである。 次に 聖德 太子の 御名 を 

有 麻 移 刀 等 已刀彌 彌乃彌 己 等 (元 興 寺 露盤 銘) 

と 記して あるが、 其の 卜に 刀. 等の 二種 類あって、 書紀に 記された 廏戶 豐聰耳 命に 照合す ると、 戶 及び 聰 (形容詞 ト 

シの 語幹) に は 刀 を 用ゐ、 豐 及び 命 (御 事) の トには 等 を 用ゐて 判然 區 別し. かつ 同一 名 を 記した 外の 遣 文が 皆 同様 

にたって ゐ るの を 見る と、 其， の 昔に 一 R 別が あつたと 見なくて はならない。 叉メの 假名に は寶 . 米 一 一字 用ゐて あるが、 

女子の 名の 接尾 辭メ  (女の 義) に は 伊斯賣 支彌の 如く 賫を 用ゐ、 來目 * 稻目 等の 目の 假名に は久米 王. 伊奈 米 足 尼の 

やうに 米 を 用ゐ训 けられて ゐる こと は 亦奈良 朝の ものと 合 ふ ものである。 その他、 居- 擧. 氣. 希と 介と、 比と 非と 

彌と 未との 如き も區 別が ある やうに 見える が、 語義が 不明で あったり、 類例の 少ぃ爲 に 斷定は 出来ない ものである。 

要するに これらの 或 假名 は 今昔で は 同 一 と 思 はれる ものの 一 一類に 使用し 別 けられた こと は、 奈良 朝に 於け ると 同じで 

二！ 1M 假名の 發生  二 五 
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あって、 其の 語の 發 昔の 異なりから 來てゐ る ものと 見られて ゐる。 (賤 ク "s』s ？」 に I 气 J 

と にかく 橘 本 進吉氏 の 研究に よって、 奈良朝 以往の 文獻に はこの iHi; 训 の 割然た る ことが 判明して ゐ るので あって、 

推 古 朝に も これらの 假名 遣を刖 けて 考 へなくて はならない ので あり、 尙 此の 後 各 期に 亙つ て 檢討さ れ なくて はなら な 

い IT 题 である。 

0: 推 古 假名 遣から 古代 昔 韻の  一 ニニに ついて 考 ふべき ことがある。 ^づァ . ャ . ヮ三 行の ィ ，ゥ *  H の lEi:^ について 

である。 推古遗 文に はィの 假名に 伊と 夷との 二字が ある。 之 は 支那の 原音で は 伊 は ァ行、 夷 はャ： U と 一 gi:^ されて ゐる 

が、 我が 國の 古代に 之 を發昔 し^けた か 否かの 考 である。 丈 六 佛銘に 夷 波禮と ある 地名 を 上宮記 逸文に は^ 波 禮とぁ 

つて 、同一 語 詞に兩 字 を 充てて ある 所 を 以て、 我が ァ 行の ィと ヤ行の ィ との 區^ は n 十く 無かった と见 るべき である。 

餘り少 い 例からの 歸納は 危險も あるが、 後の 奈良 朝に あって は 例證が 多くあって、 窨紀 がお を 伊波と も以播 とも 齊き、 

is: 葉染が 祝を已 波 比と も 伊波 比と も 書い て あるが、 以 • 已は 共に 原音 ヤ行の ィ であるの である。 次に ゥの 假名に • 

汗 . { 十の 三 字が あるが、 原 昔 有はァ 行、 汗 • 宇はヮ 行の 昔で あるのに、 同 一 名 子 を 有 明 子 (元與 寺 露盤 銘) と あり、 

、げ 麻 古 (太子 系譜) と あるの を 見る と、 亦ァ 行の ゥとヮ 行の ゥ との 區^ もなかつ たと 言はなくて はならない。 葉 ffi- 

に は 得に 〈千 流と いひ、 植に宇 宇 流と いって あるが、 ァ行 活用と ヮ行 活用と を 同字で 表して ゐる こと は 亦 之を設 する も 

ので ある。 ヱの 假名 は 推 古 遺文に 一 つも la- えない から、 ァ 行の H と ヤ行の H との 1^ 別 は 不明で あるが、 この^ 训 は.： J 

述 の 特殊 假名 遣 の 巾 で も 後代 ま で淺 つた もので あり、 無論 推 古 朝 には^し たもの と 推定す ベ き で あらう U 

瀰、： による 假名の は 或 度まで 書^ けられて ゐた。 奇ニ儿 * 義. 自. 陀-遲 • 代 • 夫な ど は獨昔 專 S の 文字で 

あつたが、 只時には淸音加を？^ー！^：：に用ゐ、 濁 昔 支 * 岐、 淸昔波 を 淸濁兩 川に し、 濁 昔菩， 凡な ど を淸せ t に 用ゐる 如き 


も あるが、 選 字 上 時には 流用され たもの らしい ので ある。 

子 昔に 就い て 注意 を 要する の は ハ 行 音で ある。 日本の ハ 行 昔 は 古代 脊 昔であった こと は 世の 定說 であるが、 かの 魏 

志に 見える 卑狗 - 不彌 - 巴 利の 如き は 皆 重 # 音 であり、 百濟 史籍に 見える 比 跪 . 加不至 - 烏 胡 跛の 如き も 亦 同 一 であ 

る。 然るに 推 古 朝の 遺文に 見える この 假名に は、 

波 比 非 布夫俾 富凡菩 

などが あって、 呰脣 音であった こと は 勿論で あるが、 其の 內に は輕脣 音の 非. 夫. 富 * 凡な ども 交って ゐる。 元來我 

が ハ 行 子音 P が 何時頃から F とた つ たかは、 學界に 論の ある こ とで あつ て 、 今日の 通說 として は 奈良朝 以前 は P 音で 

あったら うとい ふ 事に なって ゐる。 それ も， 支那の # 昔が 隋 以前に は重替 昔の みであった とい ふ 學說も あり、 朝鮮人 

が 本 來重昏 音の み を もって ゐ ると いふ 點も あるから、 漢人 • 韓人が 我が ハ 行 音 を 重 替昔字 を 以て 表した こと を 以て、 

直ちに 其の 時代の 我が ハ 行 音が 重脣 昔であった こと を斷 する こと は 積極的に は 不可能で あり、 又 推 古 朝の 假名に 重輕 

兩替 音の ある こと は、 無論 其の M れ であつ たかを 斷じ 得たい のであって、 今日の 處、 日本の ハ行 音の 古く 脣昔 であり、 

而も 重脣 音であった らう ことが、 種々 の點 から 確かめられて はゐる ものの、 其の 時代 を何處 までと 定める こと は、 尙 

硏究を 要する ことで ある。 

三 眞 假名の 發達 (5 糊 ■ 難) 

時代の 文獻と 假名 

漢舉が 傅 来して 文字の 使用 を學び 始めてから 巳に 二百 年、 更に 佛敎の 將來を 見て 之に 伴ふ經 典を傳 へ、 文字の 使用 

三眞 假名の 發達  二 七 
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が 愈-盛と なった。 加 ふるに 支那との 直接 交通が 開かれた こと は、 益 1 かの 學問藝 術を傳 へる ことと なった。 推 古 朝 

の 文化 は蕺 しか、 る 問に 成った ものであって、 從 つて 我が 最古の 文字 的 製作 を 後世に 遺した の も 全く 之が 爲 である。 

推 古 朝に 於て 一た び 興隆した 文 學は滔 々として 上流 社會に 普及し、 殊に 直接 支那との 交通 は 益. * 隆盛 を 加へ て、 遣麼 

使と 共に 學生. 留舉愤 の 彼の地に 至る ものが 多く、 從 つて 親しく 彼の地の 燦然た る 文化に 接した から、 其の 影響 を 

受けた 彼等の 新 思想 は 我が 政治 上 . 文藝上 はた 道義 上に も 迸 出しよう とした。 是" 4!^ し大 化の 改新の 成立した 所以で あ 

つた。 惟 ふに この 改新の 動機 は、 之を內 にして は 封建制度の 弊害 を濟 はう とい ふに 端を發 して ゐる こと は 勿論、 之 を 

にして は隋^ の 新 文化に 啓發 された 所が 多い ので ある。 大 化の 改新 は 我が 國に 於け る 政治 上の 未せ 有の 大事 件で あ 

つて、 而も 一 に外國 思想の 影響であった とするならば、 當 時の 我が 國が 如何に 支那 文化の 影響 を 蒙つ たかを 兄る こと 

が 出来る。 かくて 政治 上に 於て は 律令の 撰定 となり、 學術 上に は學 校の 設立 學 制の 制お となり、 學者子弟の擾秀な^|<？ 

が^ 屮 Z して 傻然 支那 文學の 隆盛 を 見る に 至った。 從 つて 文字 文章に 於け る 製作の 如き も 愈-隆運に 趣いた こと は 想像 

する に 難くない。 かくて 各種 文默の 俄然 畳 富と なった こと は、 全く 此に原 K すると 言って よい。 北ハの中设も著しぃ^^ 

れは 古^記 . 風土記 • 日本書紀の 編^で ある。 

しかし 推 古 朝より 記. 紀. 風土記の 表れる までに は 凡そ 八十 年を經 過して ゐ るが、 其の 問に 於け る 文默は して 如 

何な ものが あるか。 先 づ社會 組織の 革新. 整頓と 共に 律令の 撰定を 必要 としたか. り、 天智 天皇の 朝 始めて 近 江 令： ： 卜 

ニ^が 出で、 更に 天 武* 持統兩 朝の 刊修 を經、 其の後 文武 天皇の 朝撰定 せしめて 大寶 元年に 成った のが 大寶 律令で あ 

る。 それ は 今遗 つて ゐな いが、 更に 之 を 養老 二 年に 刊修 せしめた ものが 養老 律令 と稱 して 今^す る ものである。 

近.； ^令* 大资令 は 今 傅らない けれども 現^の 養老 令に 微す るに、 概ね 唐の 律令に 摸 做した ものであって、 其の 文- n;:- の 


すべ て 漢文で 書かれて ゐ たこと は 想像す るに 難くない。 從 つて 假名に は關 係の ない ものである。 

次に 史籍で あるが、 彼の 推 古 朝に 於け る 天皇 記、 國記等 は 今日に 傳 はらない が、 書紀 によれば、 天武 天皇 十 年 川 島 

皇子 等に 詔して 帝紀 及び 上古の 諸事 を 記し 定め しめられ たと あり、 古事記の 序に よれば、 同 天皇が 稗 田 阿？ 1- こ 功して 

帝皇 n 繼 及び 先代 舊辭を 誦習せ しめられ たと ある。 川 島 皇子 等の 編 慕され た帝紀 等の 完成した か 否か は 明かで ないし、 

阿禮の 誦習 は 偶.' 天皇の 崩御に 會 つて 撰録に 至らなかった が、 この 二種の もの は 一 は 日本書紀の 資料と なり、 一 は 古 

事 記の 底本と なった 形で ある。 次に 持統 天皇の 五 年に 十八 氏に 詔して 其の 祖の募 記 を 上進せ しめられた とあって、 如 

何なる もの か 不明と しても、 蓋し 諸氏に 傳 へた 舊記 家乘の 類で あらう から、 jf 疋亦 記. 紀の资 料と なった こと は 勿論で 

ある。 只 惜しむ らく は 是等記 ， 紀 以前の 史籍の 一 も殘 つて ゐ ない ことで ある。 從 つて その 文體. S? 字 等に つ いても 知 

る こと は屮： 來な いので ある。  - 

かく 律令 も 史籍 も 記. 紀 以前の ものに 一 つも 遺 fez しないが、 此の間の 唯一 の文獻 として は 亦 推 古 朝に 於け ると 同じ 

く 金石文が ある。 大化ー 一年 ( 一 三 〇 六) の 宇治橋 碑 を 始めと して、 和 銅 M 年 ( 一 三 七 一 ) の 下野 國建多 胡 郡 辨官符 碑 

に 至る まで 凡そ 二十 を數 へる ものが 是 である。 京 而 して 此 等の 刻 文 は 亦 漢文 様式であって、 勿 

論 純 漢文から 和 化 漢文まで 種々 の 段階 は あるが、 未だ 萬の 國語 様式の 表記 はない と 言 はれる であらう。 但 其の 中の 固 

有 名詞の 假名 書きに されて ゐる ものが 吾々 のこ、 の 資料と なり 得る の は 亦 推 古 朝と 同じで ある。 

今、 金石文 中 假名 を 含んで ゐる もの を 年代順に 擧げ ると、 

法 隆寺ニ 天 造像銘 白 雉 元年 (一三  一 0)  - 

御物 觀世 音銘 白 雉 二 年 (ニー 一二〕 
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觀 心寺觀 ^Iffj" 銘 齊明 SI 年 (一三 一 八) 

船首 王 後 墓 志 •  大智七 年 (一三 二八 J-  , 

上野 國山名 村 碑 灭武十 年 (一三 四 一 ) 

采女氏 塋域碑 持統 三年 (二： 一四 九) 

淵 寺觀世 昔背銘 持 統六年 (一三 五 二) 

下野 圃那！ S 直 常提碑 文武 四 年 (ニー 一六 〇) 

文忌寸 踊 麻 32 慕 版 虔雲四 年 ( 一 三 六 七) 

威 奈眞人 大村墓 志 慶雲四 (一三 六 七〕 

伊福 士 n 部 ほ德 足比資 墓誌 和 銅 三年 ( 一 三 七 〇) 

建 多 胡郡辨 官符碑 和 銅 四 年 (一三 七 0 

の 如くで ある？ 而し て 等に 3- える 眞 假名 書き の 部分 の す ベ て 固有名詞 であって、 他の 語に 見 え ない こと は 推 古 朝 i 

全く 同じで ある。 

次に 此の 期に 屬 する 文獻に 始めて 古文書 を 見得 るの は 注意す ベ き 事柄 で ある。 それ はま， 倉院に 遺って ゐる大 齊ニ年 

の ーぃ 籍 帳が！： だで ある。 この戶籍は我が國現^^の古文書中最古のものでぁって、 殊に 珍重すべき ものであるが、 御野國 

味^ 問邠^ 部 里 外 六 極 . 筑前國 島 郡 川邊里 * 豊前 W 上 三毛 郡 塔 里 外 一 一種 及び 之に 準す る 豊後國 某 郡 某 里の それらで あ 

る。 (？f$s^^> 勿論 是等は 人名 * 地名の み を 書 列ね るに 止まって、 文章と して 見る こと は 出来ない が、 其の 名詞に S 

ゐ た 假名 は 可 なり 豊富.^ も の で あ つ て 、 當時 の 假名 用字 法 を 窺 ふ こ とが 出来る、 頗る 尊 K すべき 材料で ある。 


尙 原物 は存 しないが、 此の 時代の 文章の 遺存 すると 見るべき ものに、 書紀の 註に 引用した 伊吉 速 博德書 (ggf 五 

れ). 難 波吉士 人 書 (齊明紀^^-年) などが ある。 共に 渡 唐の 日記で あつ、 て、 純粹の 漢文で あるが、 只 その €:、 博德書 

に は 少数の 固有名詞 の 假名 書き を 交 へて ゐる こと は 注意す ベ き で あ る 。 聖德太 子の 御傳た ^<? 上宫聖德法 王 帝說は 未だ 

記紀 を 見なかった 人の 記した ものと 言 はれ、 現存の 抄本 は 平安朝 中期 を 下らたい ものと されて ゐ るが、 製作 年代が 詳 

かで ない。 as^ し法隆 寺に 傳 へた 太子に 關 する 說話を 輯錄 した ものであって、 固有名詞の 假名 表記の 如き も、 概ね 古記 

に據 つた ものら しいし、 .2: に は 明かに 推 古 朝の 金石文 を寫し 入れた ものが あるから、 多く は 推 古 朝の 用法 を 見るべき 

もので あらう。 只 其の 内に 和歌の 表記の 一 音 一 字式眞 假名に 據 つた ものの あるの は 注意すべき ものである けれども、 

製作 年代が 疑問で あ るから、 此の 期の 資料と する に は躊隨 しなく て はならない。 

S§5< する に 推 古 朝 以後 記紀 以前の 文 獻の今 n に 遣^して ゐる もの は、 其の 文 概ね 漢文. か 否 ざれば 單 語の 藥輯 であって I 

i 興の 和文 様式の もの はこ、 にもない。 しかし 其の 內には 假名が 交 へられて、 其の 用法 を 窺 ふこと が 出来る。 しかし 之 

を 以て 和文 様式の もの も 全然 無かった とは斷 一一 一 E し 難く、 金石文 中には、 全く 語 序 を 日本式に 書 下して 一 つも 反讀 しな 

い 文 (山 名 村 碑の 如き) さへ 表れ、 叉 古事記の 如き 文章 は 和 銅の 際 一 朝に して 成った もので もなから うし、 萬 葉 集の 

古い 時代の 歌が 必す しも 奈良時代の 表記 形式の みと は 見られす、 更に 文武 天皇 元年より 見え 出した 鑌紀 の官： 命 も 一 面 

古記に よった ものと も 見得る からで ある。 しかし それ らは 姑く 奈良 朝に 於け る觀 察に 讓 つて、 こ、 に は 上述の 資料に 

つ い て 假名の 如何 を 窺 ふこと にす る。 

此の 期の 假名 

この 時代の 假名 は 已述の 如く 金石文 • 古文書 及び 他 書中に 逸した 日記 文の 中に 存 する ものであるが、 是 等の 假名 は 
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すべて 人名. 地名であって、 他の 語 を 交へ たもの は 一 つも 得られな いので ある。 この 點に 於て は、 推 古 朝の 同一 逑 綾 

LJ 見る ことが 出来る。 

^づ 金石文に 於け る 假名 は、 其の 地名. 人名. 氏族 名た どに 訓譯の ものの ある こと は 勿論で あるが、 それ は 推 古 朝 

禱 

に 於て たやう に、 眞の 假名と いふべき もので はない から、 兹には 昔 借の ものの み を 取って、 先づ その 字母 を  一 in す 

る ことにする。 推 古 朝に 見えた 

阿^ 汗 意 吉古沙 斯自多 陀智刀 止 等 奈那尼 比 布 麻彌資 

.m 羅良 利韋乎 

などが 兑ぇ ると 共に、 新たに . 

安迎故 胡娑之 頃 太 治 (？) 提仁禰 能 福 沛保美 尾理里 S 威 

などが える。 之 等 兩者を 合せて 呰 次の 時代に 使用 せられる 字母で ある こと は 注意すべき である。 その： S: 只 福 は^ 福 

士  C 部と 述合 昔に 川ゐて あるが、 奈良 朝に は 多く 一 一 合 昔に 用 ゐてゐ る だけで ある。 特に 〇 符を附 した 字 は 後世まで 必 IS 

な 字 3 となった ものである。 而 して 之 等 を 概観す るに 未だ さして 難 字 は 表れて ゐな いと 一一-一 II つてよ い。 博德の 書の 假名 

は 極めて 少數 であって、 

阿 伊加 吉岐都 雨 波 麻 利留委 

。トニ だけで あるが、 委を 除いて 外 は、 すべて 推 古 朝に 見えた もの、 無論 後に 常用され る ものであって、 而も 極めて 

平 通俗な 字^と 一一 一一" つてよ い 0 而 して 字母の 複 用な ども 見えない (數 の少 いのに もよ るが )o この頃 は必 すし も多靈 

な 難 字 を 求めよう たどと はしなかった 事が 知れる。 費し この 邊の 程度が 普通人 常用の 假名で あつたので はなから うか。 
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大齊戶 ^帳の 問 有 名詞 は、 讀 方の 不明な ものが あって、 徹底的な 研究 は 今後に 待たなければ ならない し、 文字が 多 

數 である だけ、 川 irh が複雜 である。 地方に よって 多少の 相異は あるが、 今、 笑 H 似. 筑前. 豐前 • 豊 後 を 合せて、 其の 

昔 借と &ま. れる 字母 を 集めて 見る と 大凡 そ 次の 表の 如くで ある。 


0si^^  三 四 

この 表に は 私の 疑問の もの は 凡て 除いて あるから、 完全な もので はない が、 大體當時の昔偕假名を知ることが3^來 

る。 先 づ淸^ • 特殊 假名 の^の ある こと は 勿論で あるが、 字母の 複用は シの淸 昔 K 字 を 最も 多い ものと して、 三 字 • 

二字が 多く、 推 古 朝より は複雜 になって 來てゐ る。 

古代に 於け る^ 有 名詞の 表記法 は 其の 用字が 頗る 緩舒 であって、 一 名詞 を 書く に 種々 の 形が 取られて ゐて、 人.' 口の 

地名 . 人名の 如く 文字の 固定して ゐ るのと は 趣 を 異にして ゐる。 それ も侗人 個人に は 或 一 形 を して ゐた かも 知れ 

ない が、 社^的に 統一 した 形がなかった ので ある。 この 事 は 早く 推 古 朝に 於て さう であった こと は 已述の 如くで ある 

が、 後の 郝我を =^-:=| とも ^力.^ とも 或は 嗽 加と も 書き、 後の 他 田 を乎沙 多と も 乎 l„K 陀 とも 書いた 如きに、 假名の 異同 あ 

る は W より、 K に 昔 借. 訓 借刚械 あって、 樱井とも^^久羅韋とも、 他出と も乎沙 多と も、 或は ほ 治と も 乎 波 利と も 記 

したので ある。 され ど 其の にも 自然に 一般 公衆に 書 慣らされた 形 はあり る^であって、 國 名の 大 倭な どはいい く- 

つて 一 般に惯 ^された 如く、 山：：^ など も 推 古 遺文に 山 尻 王が あり、 〈千 治橘斷 碑に も 山 尻が あって、 一 時 は 一 般惯 W で 

あったら しいが、 古 記 は 山 代に 作り 書紀が 山背に 作る 如き は 如何に 動 摘して ゐ たかが 知れる であらう。 ァス 力が^ 

首王後^!^心には假名書きに阿15迦とぁるのに、 小 野 毛 人 墓 志 以下 は 飛. おに 作る のが 一般の やうで あるが、 それ も S 紫 

^に は 明日 < ^な ども 出て 來 るので ある U 采女 氏塋域 碑の 竹 良が 書紀 に竹羅 となり、 义筑羅 ともなって ゐ、 威 奈^ 人大 

忖 il:! 志の 威奈が 古事記に 那、 書紀に 偉那、 精 紀に猪 名、 姓氏 錄に 爲奈， こなって ゐる 如く、 以てさ 代人の お 名 II 表 

記の 緩 大自. E であった # を 知り 得る し、 それだけ 古代人に は發 昔が 主であって 文字に 必す しも 拘泥し なかった 心现が 

知られる ので ある。 而 して 此の 時代 はか、 る 情 態であった から、 戶籍 帳の 如き も 同 一 名 を幾樣 にも 記された もので あ 

る。 人名の 如き も 無論. 卜 肝 尺に おおば 文.〕 J を 伴 はない、 卽ちー おの 文字に 表， 比されたい もの もあった ことか 想像され 


るし、 表記され る もの も 本人 だけ は 慣用の 一形が あったら うと 想像され る けれども、 他人に よって 寫し 取られる 際に 

は樣々 に 記された やうで ある。 地方 人の 名 を 郡 司 若しくは 國 司の 官 人の 記 錄 したと 見られる 戶籍 帳の 中には、 同 一 人 

を 姉都黉 とも 阿 尼都寶 とも 書き、 ^爾 得と も西爾 得と も 書き、 金と も 人 加 尼と も 書き、 或は 呰麻呂 を 阿佐 麻呂， -」 も 書 

くが 如く 綏舒 であった。 まして 同一 でない 場合の 同名 は、 例へば 志？^ 多資. 志？ 1^ 多 女. 志 祁田寶 • 志？^ 太 寳の數 種類 

を 見る に 至る。 かの 

0  土 波 加 西 

と あるの は 恐らく ハ 力 セと訓 する もので あらう と 思 ふ。 如何に 用字の 流動的であった かが 知られる。 かう した 傾向 

は 一面 文字 使用の 自由と なり、 普遍 化した ことの 表れで は あるが、 勢 假名 表記に 於ても 字母の 複 用の 多くな つた 所以 

である。 

しかし 其の 字形に 於て は 未だ さした る 難 字 はなく、  .5:? . 弯 など 多少 異様な 字 も 兄え るが、 一般に 平：：；^ であった。 推 

古 遺文に あった 難 字の 亡くなって ゐる こと は 勿論で ある。 而 して 初出の 

於 志 世 曾 乃 万 武宅也 流 

など は、 平易な 字母で あるば かりで なく、 亦 後世の 字母と して 重要な ものに なった ので ある。 而 して 殆どす ベての 文 

字 は奈良 朝に 用ゐら れてゐ て、 記. 紀 ，風土記に 見える 普通の 文字の みで ある。 古事記の 出る 十 年 前の 古文書と して 

ra; より 然るべ き 所で ある。 

次に この 戶籍 帳に 注意すべき 一 つ は、 音訓 交 用の 顯著 になった ことで ある。 金石文が 佛 敎に關 する もの 若しくは 嚴 

肅を耍 する ものである 以上、 假名が 昔 借 を 守って ゐ たし、 漢文で 書かれた 日記 も 亦 同様であった。 しかし 戶籍は 流石 

三 腾 HI 名 の 發 0  三 五 


l^s.^^  一二 六 

尺 衆 的の 色 を もった 文 害 だけに、 この 訓 借の 交って 來 たこと は 興味 ある ことで ある。 有 名詞の 表記に 昔 借と 謂^と 

共^した こと は 已述の 如くで あるが、 凡そ 椎古 朝に 於て は 一 名詞 を 表記す る 際、 昔 訓を交 m しないの が 原則であった。 

卽ち 字、 せと 字訓と を 剡然ー して、 或 物 は 字 昔の み を 以て 綴り、 或 物 は 字訓の み を 以て 辍 るので ある。 例へば 樱 井と 

するか佐久羅^;«|.とするか、 Ei" 治と する か 乎 波 利と する かであって、 ^久羅 井と 書いたり 堪波 利と 寄いたり しない こと 

である。 ^し 合成され た 地名 や 氏 姓な ど は 部分 部分に 書训 けられる こと も ある。 樱井等 由 羅.： とか、 司お 鞍い；： も 利と 

か、 大伴奴 加 ai 古遝 とか 書く 如きで あるが、 是は昔 借の 部と 訓 借の 部と は 判然 分刖 せらるべき 語であって、 その 部分 

部分 は 1^= . 訓 何れ かに 純粹な ものである。 され ど =^ 奇有明 子の 如き はや iE^ 港し 出して ゐ るが、 之 も 子 は 接：：^ 辭 であ 

るし、 この^！^記が故らに：^字を選んだ跡が見ぇるから斯くなったものでぁらぅ。 しかし 比較的 後の 太子 系譜の 踐坂大 

巾 比 彌王. 母^ 已麻和 加 中比彌 などに 至る と、 大分 混亂の 傾向が 見える。 され ど 例 は 極めて 少く、 推 古 朝に は概し 

て 一 ； ぬと はるべき もの を 昔訓交 用した 表記 は 稀で あると 首って よい。 

=e そ 文字 使 川の 初期に 於て は、 其の 使用者が、 文字^^"門の人々か、 否 ざれば 學問 階級の みに. まるので あって、 從 

つて 文字 知識の 一 S いものの みに 限られた ことが 自ら 昔 • 訓を 劃然 分別して、 ^^粹な表記法を取らせる原因となるので 

ある。 之に 反して 文字の 普遍的に 流布し ゆく こと は 使 W 奢の 低下 を 意味す るの であって、 か、 る 使用^に は それだけ 

^ . 訓の^ 训も 明瞭で なく、 殊に 私に 記す ものな どになる と 意識的 注意 もな く、 從って其の表記が不^^になっ て來る 

ので ある。 要する に. 背^ 交 用と い ふ こと は 文字 使用 の 自由に なり 普遍 化す るに 從っ て 自然 に 起り 來 るべき こと で あ る。 

金石文 は. u 述の 如く この 事 は 比較的 少 いけれ ども、 已に閛 古 • 大古ほ . 建 古！ 01 など に^れて ゐる古 は 子と；： 1； 雜の 接尾 

5!^ーじぁって^^=借でぁるが、 閛 • 大 • 建な ど は 恐らく 訓借 であらう。 山 名 村 碑の^ 野 (地名)、^ 福 士：！ 部 は 墓 志の 德足比 


-12:、  l^lg 寺 錢盤銘 の 淨美 原宮 の 如き は "止に 混用の ものである。 

さて 大寶の 戶籍を 見る と、 大刀 彌寶 • 小刀 彌寳 • 眞 刀彌寶 などの 大 . 小 • 眞は 接頭 辭を訓 借し、 八十 麻呂 • 眞依資 

の 麻 呂 • ぶ" の 接 SiP 辭を昔 借した 類 は、 語法 分別 上 まだ 許される としても、 虫 名寶を 虫奈賫 としたり、 床世資 を」.^ 與賫 

としたり する 如き は、 明かに 昔訓の 別 を 重んじない ものである。 かくて 一音 一字 書きの 間に この！^ 滑 は 速り に 表れ 

てゐる 0 

阿久 W 寶 *1 牟自資 止 乃井资 志穗古 • 志 女移寶 雨 古屋寶 猪奈賣 阿 根都賫 津眞利 

口 津良寶 御 蘇手寶 

など は 其の 數例 に過ぎないが、 こ の 事 を 見る 時、 奈良朝に於ける文字^^記が盛に昔訓の交用を取っ てゐることのせな 

る を 知る ので ある。 

かくて 玆に 一昔 一字の 訓借 假名が、 昔 借 假名に 伍して 繁 用され る ことにな つた。 勿論 この 訓 借の 内に は、 正訓と 見 

る ベ きもの も 泥つ てはゐ るが、 其の 多く は 已に惜 字に なつ てし まつ てゐ る。 例せば 虞 嶋寶 • 眞加彌 賫の眞 は 美稱の マ 

であって 正訓と も 兄ら れ るが、 眞志 眞賣を 眞嶋寶 と 同 一 名と すれば、 F の 一 字 は 借 字で ある。 阿 根賫の 根、 志穗 古の 

M, 律牟 自費の 律の 如きが 借 字で ある こと は、 誰が 見ても 明瞭で ある。 かくて 一音 一 字 式の 訓借 假名が この 戶籍 帳に 

は 可な り 拾 ひ^る ので ある。 

田で 津乎名 野 根 口 穗眞三 見 御 女 目星 江 井 猪 

の 如きが 是 である。 これらが 記 • 紀の 固有名詞 表記、 萬 葉 集の 歌謠 表記に すべ て 表れて 來る こと は 勿論、 其の 干. 

三 • 女.： ル • 井な ど は 長く 略體 假名の 字母と して、 固い 极柢 を据 ゑた 文字で ある。 
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假名 «I ^史げ 二八 

恐 ふに 記 *紀 の！： 有 名詞 若しくは 萬 葉 第の 一部 は 旣存の 古記に 據っ たもので あるから、 大寶 時代の 川せ にへ：： 十る も 

の の ある こと は當然 であって ra: より 怪しむ に は 足らない。 むしろ 大齊 より 更に 以前の W 字 法が、 それらに K 組って ゐる 

とも K はれる ものであるが、 明かた 時代 的確 證が やはり この 戶籍 帳に 見られる の は 珍と すべきで ある。 かくて Is-" 々が 

この 文 から 観察し 得た 著しい 點は、 少くも 此の 期の 終に 於て、 一音 一字の 訓借 假名が 盛に 使用せられ、 而も それが 

かば^ 假名と 交 川され てゐ たこと である" 而 して 一 方に fpjs 借の 字母が 渐次 多くな り、 一 方に かく^ 借の 卞 W が 加って 米 

て、 二 m. に 複雑に はなって 來 たが、 一面 漢字 を 口木 風に 使 ひこた す ことが 自由にな り、 かつ 並" 遍 になって 來 たこと を 

：;;;^ す ものであって、 假名 使 出 も 此に至 つて 發； ie! したと 言はなくて はならない。 奈良朝 文學の 勃興 はたし かに 文-;^ 使 

川の、 阔ー 表記に 肉. E になって 來 たこと が 大きな 一 原型であって、 ^も 草 假名 使 W の自. m になって 平-女 朝 文 學の吒 盛 

を 見た のと 同 一 授 である。 

u:y  • 紀 • 風 十： 「.i  •  ^紫 i*^ の 國典は 其の 書記 者から 考 へ ると、 學問 階級の 人に 場して ゐ、 これら n^;^ の 如き は 

- 般^：通的の^物でぁった處に^^^；を兒るのでぁる。 11^ する に大 10! の 戶籍帳 巾に：： える 假名に はさして 難 字 もな く 此：： 通 

平お な ものであって、 脇 原 朝の 齊 通人 は 之 を 以 て 比較的 自由 に 國語を 書 表 して ゐ たと る ことが 出來 る。 この-.！' 籍帳 

は屮^ の^ 物で はない けれども、 郡 司 . 國 司の 官 人の \ ^に. S つて 記された ものであるから、 地方 的の ものと い ふより、 

常時 ： 般の 文字 W 法に 举 する ことが 出來る ものと 思 ふ。 これらの字母をy^る時iii:I奈良朝文獻に^5^^!るものでぁりなが 

而も それらの 如き 難 字が なく、 一  たび書紀の歌^^ゃ訓註の假名字母に比較して見る時、 如何にも 尺 衆的论 = 通の 文 

卞 である こ と を 感じ^ る 。 而し て 字母の 比較に 於て は 古事記が 最も 近似して ゐ るので ある。 古事記 は元來 字： W が M 用 

に 近く この 點称 めて 簡取 であるが、 尙ゃ、 修飾 的雜 字が W ゐら れてゐ るので あって、 それら を 除けば 殆ど p^s- に 近 


くなる ので ある. -  1 

要するに 現^の 此の 期の 文献 か ら nj- た眞 假名 は、 それが 依然 ra; 有 名詞 の 書記 に^れて ゐる こと、 昔 借 字母 の や k 多 

く なった こと は 勿 論、 訓借 假名 が 巳に 盛に 交 S されて ゐ たこと、 而も そ れ らが 普遍性 を帶び て發 達して ゐ たこと 等が 

其の 特色で ある。 しかし 諸方 面 か ら考 へて 此の 期 は.： J に 他 に 國語樣 式 の 文 獻をも つ て ゐ たらしく、  M: 假名が に 固有 

名詞に のみ 川 ゐられ たと は 思 はれない。 この 點から 觀た本 期の 假名 資料 は、 たしかに 萬 葉 集 假名の 活躍した 出來 を 

暗示して ゐる ものである。 

略體 文字の 發生 

最後に 一 顧を拂 はなくて はならない こと は、 大 賓戶籍 帳に 表れた 略體 文字に 就いて である。 由來 十：： 文書に は 異體の 

文字が^ いもので あるが、 この 戶籍帳 に は 正楷の 中に 交って 已に 略體 の 文字が 見え 出して ゐる。 ロド をチに ^るの は 

合 字で あり、 問 字 を に 作る の は草體 からで あるが、 W 字 を寸に 作る が 如き は 全く^ 文で ある。 殊に 假名に 關 係の あ 

る もので はつ (ッ) • マ (へ) ♦ 厶 (ム) 等の略體及び#-字.- たどのa^ズ」ることでぁる。 

凡そ 漢字 を 習 ひ 始める 時に 於て は、 決して 自分勝手に 之を峪 したり 崩したり する もので はない。 推 古 朝の 金石文 を 

見ても、 何れも まだ 支那 字 樣の摸 做であって、 邦人が 勝 乎に 文字 を變改 して はゐ ない。 其の 中に 見える-,^  • 礼 (禾に 

從ふ、 禾示 互用 は 古代に 多い) •  など は 同 一 字の 兩體 ある 屮の 字畫の 簡易な 形 を W 擇 して あ る やうに 見える が、 そ 

れらは 皆 支那 本國に 於て 常用し 來 つた 字 體 であって、 邦人の 縱 にお 文した もので はない。 戊卞を 戊に 作る ので さ へ 、 

彼の ヒに 用ゐ惯 された 字體 である こ と を 知る 時、 これら の 金石文 に^れ て來る 簡易な 字形と 思 はれる ものに も 邦人 の 

故意に^ 文しょう とする 心理 は 動いて ゐな いとい ふの が至當 であらう。 元來 これらの 金石文の 多く は 一 稲 宗敎的 • 依 

；: 一 00^  ^  0^  三 九 


假名 發 iSi 史び說 

禮 的の ものである ことが、 自然 文字 を 謹厳に 書かし める 傾向 を 取って ねる こと は 岡より であって、 總 じて 措 書 を 以て 

して 略體の もの は- rf: つて 少 いと 言 つてよ い。 無論 金石 に 鏤刻す ると い ふ條件 に 制限され た 跡な ど は 殆ど 認められない 

ので ある。 屮の或 物 は外來 人の 乎に 成った こと を 思 はしめ る 作 も あるが、 それら 以外と 雖も、 文字が すべて 支那 樣 

の投 做であって、 まだ 邦人 S: 身の 放縦な 乎 法 を 交へ なかった 時代と 言 はれる であらう。 

批古朝 以後 此の W の 金石文に 於て は、 上祸 と！： 類の 尔 .称* 弥 • 万 • 仏の 如き 文字が 漸次 見 される が、 これ-り も 

悉く 支那に 做った ものである。 n 堆元ハ ヰの 作と される 法隆寺 金堂 二 天 北 H 銘の 一 つ は 金石文 巾 (仉 しこ 5 像 は 木彫) 珍 

しく や、 行 化された 略 if の 文字であって、^ に l^J: 古と いふ 人名の 1： 構 を 「に 作る が 如き は 省 文の：：^ れと 言っても よい 

が、 之 とても i;: い 寄から 屮 Z て や、 硬化した ものに 過ぎない。 (大喪 戶籍 に？ E を a に 作る と： 1； じで ある。) かくて 奈^{ 朝以 

0 の 金 文 に 於け る^り では、 其の wi; 、體 と见ぇ る 文字 も 殆どす ベ て 支那に S 例 の ある こと は、 祈：： の 指： 小して ゐる所 

であって、 我め 寸は n お 式の^ 义 とい ふ もの を 著しく 指點 する こと は屮： 來 ない ことになる。 而 して 彼の；^ 古の 如き はん 

名であって、 名に i 恨ら された 私 W 字體が 偶， 表れた のに 注意す ベ き で ある。 卽ち この 省 文 は 《吊 W 文 か ら の 影響と 

はる ことが^ 米て、 なかく 興味 ある 事實 である。 

さて 奈良朝 以前に 於て、 衝義 の文學 書類 は 遺お しないから、 明かで ない けれども、 奈良 朝に 出る 記. 紀. 風ヒ. 記. 

に 照し て^りに 文字 を 略す る こと も 無かったら うと せられる し、 無 論， £ 外經典 の抄寫 などに 至って は、 只 

^彼の 十： の 風を投 做して、 邦人が 勝 乎に 變改 しなかったら うこと は よりで ある。 只 こ k に 一顧 を.？ gil する^ は、 金石 

义中 名の 或 物に つ いてで ある。 それ は 外で もない が、 • 支の 一 一字の 事で ある。 .iK 子 は 推 S 三十 一 ギの 釋迦佛 

銘 に：！ 桉 i= 巾 is^ 佛^ と かに^ 付けられて をり、 支卞は 天 0 國 陀 li 其 の 他に 川ゐら れた卞 SS で あるが (^し S 


物 は殘ら ない) 其の 卜と いひ キ とい ふ 字 昔の ない 處 から、 この 字體 について は SS^^IHI: 々である。 止の 卜 は 字訓 を惜り 

たと する 說が並 H 通であって、 更に 趾の 訓借贫 文と する 說が ある。 しかし 利の 音 借と 速ね て トリと 記し、 又大寶 戶籍に 

も 昔 借 假名と 組合せられ、 奈良 朝に も 他に 訓借を 交へ ない 佛足石 歌碑 • 歌 經檫式 等の 歌謠 表記に 伍して ゐ るの を 見る 

と、 黑川春 村 (碩 2^ 漫筆) や 大矢透 博士  (假名 源流 考) の 止の 古昔 說に從 ひたいの である。 從 つて 趾の省 文な どい ふ 

こと は 自ら 排除され なければ ならない。 支 字 も 已に魏 志の 一 支 (壹岐 ) も ある ことで あるから、 支那 起源と 見る のが 

至 當 で あって、 從 つて 古昔に 取った とする 說は岡 田眞澄 (假名 考) . 木 村正辭 博士  (櫬齋 雜考) 等の 早く  へた 所で あ 

る。 一歩 譲って 岐. 伎のお-父 であると しても、 邦人の 手に 由って なされた もので は斷然 ない と 思 ふ。 

さて 運筆の 迅速 を 欲し、 從 つて 簡易 化したがる もの は 常用の 文字で ある。 金石文 や 典籍 類の 楷書で 書かれて 遺って 

ゐ るのに 比して、 古文書に は行體 程度の ものが 最も 多く、 又 行 草の 交って ゐ るの は 之を設 する ものである。 中に も 公 

用の もの は 謹嚴を 要する 點 から、 正畫に 書かれる ものであるが、 私的の ものに なるほど、 文字 は 愈-' 崩壞 される U そ 

れ故 日本式 略體の 文字 の 發 生す るの もこの 類に 於て しなくて はならない。 彼の 一 一天 像背銘 に 日常 書 慣らされた 署名が 

入って、 略體 文字と 表れた こと は 已述の 如くで あるが、 この 人名に は 日常 書 慣らされた 字形の 入り 易い こと は 免れな 

い ことで ある。 かう して 略體 文字が 御 野 國戶籍 帳に も 入って 来た もので はなから うか。 猛は 文字の 崩壞は 金石文 や 文 

學書ゃ 典籍な どに は 求め 難く て 、 日常 書寫 の ものの 中に 求めなくて はならない と 思 ふ。 しかし この 戶籍帳 は 公用 の も 

ので あり、 M れ かとい ふと 謹厳に 書かれる ものであって、 其の 字體の 如き も 皆 正楷に 書かれて あるが、 其の 問に 日常 

書 憤らした 氏名の 略體 文字が 紛れ 入った ので あると 見るべき であらう。 かくて 日 F を 合せて E 下に 作り、 W を 略して 1^ 

に 作り、 村 を 省いて 寸に 作る 私的の 癖が 出た ので ある。 とにかく、 以上の 如くに してや、 日本風の 略體 文字が 見え 出 
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したので あるが、 さて 假名 文字に 關 して 注意すべき はつ . つ-.  . などで ある。 

つ はこの 文 省に 於ても ッと訓 むべき ものであって 後 批 のッ 字の 木で ある。 抑， ッの 假名の 字源に ついて は 古 來；！ 11 が. 一 

みくて 未だ 確説がない。 (橋 本 進吉氏 は.！" て 「假名の 字源に 就いて」 (Igl^f ふ； とい ふ 論文 を發^ されて、 ッの 字の； 

も？^ かれた が、 八， 乎 許に 其の 本 を 持 合せない) 大矢 博士 は 川 字の 變形 として 發音は 其の 字の 古昔から 出て ゐ ると 說か j 

れ たが、 この 文 に 表れた 字形に 照しても 原 字の 如 M はおへ 難い。 州 字の 二 點の殘 つたと する 說が^ 通 認められて .3 一 

るが、 州 卞は韓 名に ッと 川ゐ られて ある だけ、 我が 露 假名と して 常用され た， ズ字 でない 憾が ある。 この 文書の ッには 一 

都 • 豆 •  ^だけが 用 ゐられ て をり、 推 古 朝 以来の 文 獻に もこの 三 字母 を 出ない ので ある。 凡そ 略體 文.；^ が屮 I 來 ると 言； 

つても * 故ら に 用し ない 文字 を 捉へ來 つて それから 作る とい ふこと は 自然で ない。 私 はさう した a 方から ッの字 も 一 

必すゃ 川： •： 字母 巾から 屮 Z てゐ るので はない かと、 一 つの 僻 案 を 試みた ので あるが、 それ は 字の 扁と 旁との 各. 'の： 一 

初赛 だけ を した もので は あるまい かとい ふの が是 である。 州 字の 三點を すと い ふこと が妥當 だと考 へ られ ると MI 

化^に、 ！ ：！ . 劳兩^!<;の初畫だけを殘すことも强ち無理ではなぃゃぅに田心ふ。 しかし 眞 の試考 であるから 自分ながら も 一 

或危 さを感 する ので ある。  」 

さて この-父^に 於て r 字の 川 ゐられ て ゐる婕 も 多い 例 は、 姉つ 寶 • 阿； っ寶 • 島っ寶 などの. g く 女子の 名の 接尾 辭 j 

f 敛 (ケ) の 上に 來る 場合であって、 之が この 字の 當 初の 用處で あったら うと 思 ふ。 當時の女子の名は接！^^辭カぉを取るー 

を <s とし、 .€ も-共の 上に 都 を もつ  一 が ある。 而し てこの 都 は 上の 實辭 と寶と をつな ぐノと 同じ 領 格の 助詞で ある。 i 

而し て 意？^.^. あ つ てもなく て もよ い 程輕ぃ 形式 語で ありながら、 それが 型と して 繁 用され る ものである。 都が 類 ゆ 的 一 

に繁 用され る 形式！ ^2 であった ことが、 書記の 1^ はし さ を 感ぜし め- 當初 私的に 迅速に 記す？？ 介に、 この 簡^な 字 を 一 


代用した のに 原因した ので はなから うか。 しかし このつ は已に 助詞 だけでなくて、 つ 弥寶. 志つ 寶 などの やうに、 他 

の 位 澄に も 人って ゐ るが、 奈良朝 及び それ 以後の 眞 假名の 中に も 人って ゐる。 彼の 天平 寶字 頃の ものと 見られる 正 食 

院 文書^ 葉 假名 文に 人り、 萬 葉 にも 一個 處 では あるが、 川の 字體 として 家 持が W ゐてゐ るの は、 正に この 文字の 楷 

書 化した 形で ある。 其の 他 常 風土記 • 綾紀 • 綾後紀 * 八十 卷 華厳 經音義 • 日本 紀竟实 和歌 以ド 平安朝の 眞假 名物に 

は少 からす 入 つて ゐる。 而 して 後の 檫準 字體 として 草 假名 . 片 假名に なった こと はい ふまで もたい。 

マ は 他の 文書に は ァの形 ともなって ゐる やうに、 部 字の 草 省で ある こと は、 夙く 先哲の 一一 H はれた 如くで ある。 この 

字の この 文書に 用ゐ、 りれ た 場合 は 牟下津 マ ，水 取 マ . 物 マ • 五百木 マな どの やうに 殆ど 氏族 名の 某 部の 位置に 限られ 

てゐ て、 之が 本来の 用處で あった。 他に 义マ 屋賫 など も あるが 同じく 部 字の 代 W である。 この 字形 は奈良 朝の 古文書 

に は 多く 見える 所であって、 金石文に さへ 人って ゐる。 祌龜 三年の 上野 阈高田 里 碑の 據 T 身 の 如きが！：： y である。 こ 

の 氏族 名の 接 a?- 辭部も 都と 同じく 類型的に 繁 S さ れ る 形式 一語 で あ る こ と が か く符號 化し たもの で あらう。 これに 似た 

接 辭 の符號 化した 著しい 他の 一 例 は奈良 朝に 於け る万呂 である" 万呂は 女子の 寶と 同じ やうに 子の 名の 接 辭で 

あって、 亦 一 極の 型 をな した 語で ある。 麻呂 がき 字した の も 一 の符號 化で あるが、 之 は 未だ 字 畫の單 複には 影響が な 

い。 然るに ガ の 方 は 下の 字形 を：^ じて 常 川され たのであって、 草書から 出て ゐる こと は 勿論で ある。 正倉院 文書な 

ど を 兄る と、 マと 一 ひとは 刑」 一の 如く て來る 文字で ある。 

さて この マ も 極めて 簡便な 字形と 認められ たものと 見え、 忽ち 眞 假名の 間に 伍して 川 ゐられ た。 已述の 正 倉 院萬葉 

假名 文 及び 琴歌譜 •  n 本 紀竞实 和歌 . 金 光明 最勝王 經昔義 などに は眞 假名の 間に この 字形 を 13- 屮 I す ことが 出来る。 後 

の苹 假名. 片 假名の 標準 字體 となった こと もっと 同一で ある。 つの 出 處は尙 問題と しても、 この マ だけ は訓 借の 部 字 
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から 出て、 昔 借 le. 假名 群 へ 這 入って 了った もので あ る 。 

次に ムの 字形で あるが、 この 文書に は 之が 牟 字に 代用され て、 厶下都 三 野 寶 • 都 厶自- 一興. ム などと あり、 字形 か 

に.' ャの $；! 文た る こと は 勿論であって、 村のお 文寸の 一:^ 類と 見るべき であらう。 只 之 は 假名で ある だけで ある。 この 文 

卞は i^i の にも 人り 得る 點は 彼のつ や マと 異なる ので あるが、 偶然^ 文され たので あると すれば、 それまで である 

力 5;^= 借： ；：•，/ の 外 他に 類； 5! もな く、  .5* も- 4- 稱の眞 假名の に 伍し 得る に は 多少の 理由が あるので はなから うか。 私 か 

に£^んにネ{子の初畫ム が某字の古體に通ってゐて、 廿水 字の 和 昔が ム であった から、 この 省晝に その 昔 を 聯想せ しめて 

WT^i 件 さ.^ たもので はなから うかと 試考 したの である。 さて ム字は つや マの やうに 眞 假名に 交 用され た 例 を奈良 朝の 文 

^^などに1{^受け、りれなぃ のでぁる。 この 點ゃ、 つ . マと 異なって ゐる。 しかし 平安朝に はつ • マ .厶 の 一二 字母が 打 揃 

つ て 假名 物に 人つ てんる 一 例が ある。 この 事實は 或は 厶も 早く H; 假名に 交って 川ゐ、 りれ たので はない かと も 想像 さ 

せる ので ある。 かの 承 本； f 取 勝 王經昔 義の眞 假名 訓釋の 巾に マ . つ 二字 だけが 交 川され てゐる こと は、 ..」 述 S 如くで 

あるが、 -.KAE 木 新撰 字 鏡の それに は、 このつ. マ. ムが少 からす S ゐら れてゐ る。 而し てこの 二字の 略體 のみに 限ら 

れてゐ る こと は、 ^然 であると も 一一 K はれよう が、 この 三 體が眞 假名 時代に 门 十く 發 生して、 簡便な 文字と 認められ、 眞 

假名 巾に^い 位 m む を 山め てゐ たからで はなから うか。 かくて 〔住の 字 鏡 原本に も 巳に 交って ゐた かも 知れない とさ へ 

53ュ ので あるし、 この •SCJ が 一 面 他の 文字に 於て は：： 十く か、 る 簡便な^ 文 を 作らなかった こと を 想 はせ る反證 ともな 

るので ある。 

0  0 

C  (番 字」 はこの 义 せ：： にド などの やうに 實字 の反複 にも 附 けて あるが、 又 自然 假名に も 人って、 


などの やうに， されて 來た。 この 疊字は 以前の 金石文で は、 勿論 謹嚴を 要する ものに は 用 ゐられ ない が、 已に 天武十 

年の 上野 國山名 村 碑の 斯多. -弥足 尼と い ふ 人名に 見えて ゐる。 支那 起源 も 古い ことで あるから、 日 木に も 比較的 早く 

傅った かも 知れない。 之 も 略字の 一 方法と 見るべき であるが、 亦 支那 を 摸 做した ものである。 後世の もので は 古文書 

に 見える こと は 勿論、 金石文で は 佛足石 歌碑に 繁 用して ある。 かくて この 文字 は略體 假名の 出来た 時には、 逸早く、、 

若しくは、 として 表れて ゐ るので ある。 只 之は眞 字の 方で も 同一 字形 を 用 ゐてゐ たので あるから、 强ち 假名と しての 

み 簡略に なった 譯 ではない。 

さて 飜 つて 此 等つ . マ • 厶 の 三 字 は 大寶ニ 年に 表れて ゐ るので あるが、 巳に 述べた やうに、 奈良 朝に 入っても 之以 

外に この 稲 の ものが 餘り 見當ら ない ので あつ て、 この 點 頗る 特殊な 發 生と 言って よい。 加 ふるに この 戶籍 にさう あつ 

た 如く、 又 後の fi; 假名の 間に 伍して、 眞 假名 同様に 取扱 はれて ゐた點 から、 E ちに それ を 以て、 • 草 假名で あると か、 

片 假名で あると か は 言 はれない やうに 感 する。 ともかく 略體 假名の 嚆 矢と は 一一 一一 C ひ 得る にしても、 之が 其の 條眞 假名と 

して 生存 を 綾け、 W び略體 群に 入った 形で あり、 字形 を 多く 變ぜ すに 今日まで 流れ 來 つたこと とい ひ、 後の 草 假名 • 

假名と は發 生の 年代 . 場所 を 異にし、 從 つて 頗る 經歷を 異にした ものと 首はなくて はならない。 

四 眞 假名の 隆盛 (奈良 朝) 

國 文の 發生 

元 明： 大皇和 銅 二 年 都を奈 良に. 奐め 給うて から、 桓武 天皇 延曆 十三 年 都 を 平安に 遣し 給うた まで、 七 代 八 卜 年 は 所謂 

奈良 朝であって、 其の 間 長いと いふので はない が、 我が 文化の 一紀. 兀を 割した 時代で ある。 從 つて 文學の 方面に 於け 
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る 著しい 發逹を 現じ、 文字の 使用、 文體の 工夫に 於ても、 正に 一新 期 を 作った ので ある。 この 朝に 於て は、 一?^义學の 

ij 盛であった こと は 勿論、 それと 同時に 我が 國語を 表記す る 腐 假名 の 使用の 最も 自由と なった 時代、 隨って國；^li本位 

の 文 體を创 作して、 純國語 文の 成立 を 見た 時代で ある。 蓋し 推 古 朝 は ぼ 〈假名 使用の 胚胎 期であって、 飛 ill 藤 IS 朝 は 其 

の 成長の 途上に あり、 而して我が奈^5^朝は*に其の開花の時でぁった。 この 意味に 於ても 奈良朝 は. おく 花の 勻 ふが 如 

く 成 M りなる ものが あつたと 一 W ひ 得る。 

^が 文默 S 現，； する ものであって、 短 少な 金石文 を 除いて は、 すべてが 奈良 朝に 始まる といっても 不可ない。 それ 

は i;:;:: ふまで もた く阔. a- たる 記 . 紀の 擠，； ：疋、 地方 志た る 風土記の 編纂 を 以て 始まる。 古事記 は 相 銅 五 年 ( 一 三 七 一 一) に、 

:::-^^紀は^|^老§:,ゃ (： 八 〇) に 成り、 風土記 は 古事記の 出た 翌年の 詔に よって 諸國に 編まれた ものである。 奈良 

朝 の 初頭 數年 に し て の緩出した こと は 亦 偉観 である と 言 つてよ い。 而し て是 等の 文獻は 其の 文體か ら見れ ば、 

iii:2^」 乂體に 2g する もの であるが、 其 の .2: に 國語を 表記す る 部分 を も つて ゐ、 從っ て i^i: 假名 の 用 ねられて ゐ る こと は 注 

意すべき である。 而 して 其の 假名 使 川た る や、 是 までの 文獻に 於て は、 殆ど 固有名詞に 4- まった のに 比して、 此の 期 

の 文献に 於て は、 固有名詞 は 勿論、 それ 以外の 如何た る 語彙に も 俄然 押康 めら れ たのみ ならす、 純 假名 書きの 歌謠は 

た 散文 さへ 發 生して、 t おに 厲 假名 使用の 隆盛 期 を 割した ので ある。 今 固有名詞の 事 は 姑く 措いて、 それ 以外に 於け る 

假^>:-使出の發展を概觀しょぅと思ふ。 

1::^記は古；^^叫 . 舊辭を その ま、 がしょう とする 要求から、 漢文 風に は 綴っても、 それが 國語 殊に 古；：^ S のま- -に讀 ま 

るべく^^記しょぅと苦心した。 その 爲に 漢文の. 語 序 を 和風に-: 朋し、 或は 漢文に ない 敬 讀語を 加へ などした こと は 勿論、 

殊に 十べ からざる豳語はそのま.-假名^^記とした。 歌諦を 假名 書きに した こと は 勿論で ある、」 法 隆.^ . ^藥： g 佛ぼ銘 


の1^|叩序 . 敬讓語 . 助詞 等に 和 化した 點 のあった こと、 上宫記 逸文に 動詞の 假名 書きの あった こと は 已述の 如くで ある 

が、 か K る 和 化の 點ゃ 假名 書きの 部分 を、 意識的に 增 大して、 和漢 混滑體 ともい ふべき もの を 作った のが 古事記で あ 

る。 而 して か、 る 文 體は必 すし も 古事記の 創作で あると は 言 はれない のであって、 むしろ 推 古 朝以來 渐次馴 Tb- し來っ 

たものに、 古事記 一 流の T: 夫の 加 はった ものと 見るべき であらう。 釋紀 によれば、 古事記 以前に 假名 日本 紀 があった 

とい ひ、 古；？ の 假名が きの 書が 數十 {_ ^あつたと いふ 傳說も ある 位で あり、 とにかく 大 寶戶籍 にあれ ほどの^ 名 を *,<用 

して ゐる こと を考 へ、 叉 記. 紀の訓 註 や 文章の 或 物が 古記 錄 から 取られた ものの ある 如く 考 へられる の を 以て も 知ら 

わるので ある。 §^するに古事記は古語をそのま、^す爲、 從 つて 漢字に 譯し 難い 語 はもと より 殊に 國語 特有の 助詞 . 

助動詞.、 活用語 尾  >  接 辭等を 假名で 表した ので、 彼の 如き 文體を 成した 所以で ある。 

書紀は 古事記に 反して 純 漢文 體を 取った の は、 我が 國史 をして 支那の 史籍に 對立 せしめて、 堂々 たる もの を 作らう 

とする 點 があって、 其の 文章の 如き も 一 々漢籍の 典據が あり、 往々 澗 色に 過ぎる 弊に 陷 つたと さへ 非難され る 程で あ 

るが、 其の 歌謠を 一 昔 一 字の a 具 假名 表記と した こと はもと より、 其の 說話 も舊 辭に從 つて 之 を SI り、 殊に 之 を 和讀さ 

せようと した こと は、 古 - 記と 同じであって、 共の 訓 ；^, を 加へ たの を 以て 知られる。 而も 訓註 たる や 古事記の 單 語な 

るに 比して、 之 は 古事記の 本文 中の それに 匹敵すべく 相 常 長い 語句が 記 人され てゐ て、 この 點に 於て は 却って 古事記 

以上の 部分 も あ るので ある。 かくて 書紀は 漢文で ありながら 其の 訓 註と 歌 fi と の 爲に 假名 の 使用が 相當ぁ つて、 部 

分 的 に は 純國語 若しくは 純 H 文 が 存在す る わけで ある。 

次に 風土記 を 一瞥す るに、 概して 記. 紀に 準すべき ものであるが、 和 銅の 詔に よって 成った と 見られる 常 陸 風土記 

は 或 歌 ii を 一成 詩 化した ほど： € 文 風の もので は あるが、 屮 の^:^ や 歌謠の 多くが 一 昔 一 字の 假名 書きと された 事 は；；. i " 
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紀 に似て ゐる のみなら す、 俗 傳の語 を その ま、^ 記す る爲 に、 語 序 を 書 下しと した 文が あり、 而も 其の 助辭を 假名 暮 

きにした 文、 卽ち 命體に 近い 文 を さへ！！ つて ゐる〕 播磨 風土記 は 常 陸 風土記よりも 文 は 崩れて ゐ るが、 1:^^ 文で あ 

つ て 歌^に は 一 昔 一 字の 假名 書きが あり、 又 歌 . 文と も 昔 訓交用 書 下し 體 もあって、 其の 爲 にも 亦 假名が 用 ゐられ て 

ゐる。 出 雲 風土記 は： 太平 五 年 撰 進の ものであるが、 其の 漢文 は 更に 崩れて 和風の ものと なり、 殊に 古 偉 を 記す 部分に 

於て 書 1^ し體を 交へ、 從 つて 假名が 揷 まれて ゐる。 風土記 及び その 逸文 等 を 委細に 述べる 暇 はない が、 國 文脈の 點に 

關 して は 大同小異、 概して 已 上に 準すべき ものである。 

次に 奈良 朝に 表れた 散文に 宜命體 が ある。 詔勑 たる 宣命 並に 神 を 祭る 祝詞 を 表記す る體 である。 {ー= 一命 は 緩 紀に戰 つ 

てゐる 六十 二 詔 をい ふので あって、 其の 記 戦され たの は 平安朝に 人っての 事で あるが、 其の 最初の ものが 文武 紀に始 

まって ゐ るのと、 奈良 朝の 古文書に 宜 命の 原物の 存す るのと を 以て、 この 體の奈 良 朝に； i: 在して ゐ たこと は 勿論、 已 

に それ 以前に 成立って ゐた であらう こと は 想像に 難くない。 祝詞の 八：' H に つて ゐる もの は、 亦 平安朝 に 成った 延喜 

式の もの を 主と する が、 學 者の 巳に 認める 如く、 祝詞の 奈良朝 以前にせ 在した こと は 言 ふまで もな く、 之 を 穴 命の^ 

.^H と 合せ 考 へる 時、 祝 詞 も 亦 Di.  くこの 文體で 表記され たらう こと は 認めて よいと 忍 ふ。 ("-命體はは取も意，^|的に#^现さ 

れた S 文體 であって、 語 序 を 全く 國： 器 風の 書 下しと し、 語彙 を 實質語 (實辭 ) と 形式 語 (虚辭 ) ぶ S おぶ 

!T£ が， れぱ 『ん とに 训 つて、 而も 實 i 語 は訓 借、 形式 語 は 昔 借と し、 更に 文字の 大小 を 以て 之 を 書 別け たもので あって、 

.^ 法 意識 に. E つて 称 度に 塾 された 形式で ある。 蔻し宜 命體は 古亊 記の 如き 和漢？^ 滑體 よりも 後に 成り、 而も 學 者の 

VU によって 作爲 された 樣 式と るべ く、 それが 詔勅， 祭詞 とい ふ儀禮 的の 文章で あり、 而も 官； 請すべき もので あるか 

に、 卞^. ^の 保然 たる 整 を： おする と共に、 かく 語彙の 井 然分训 される 點が、 宣讀上 最も 利で あるか、 り、 か、 る體 j 


が 出來 たも の で あ らう。 かくて -Jn: 命體に は 主として 語の 形式 部に 假名の 用 ゐられ たこと は 勿論で あるが、 實質部 に 於 

ても訓 借に 困難な 語の、 問々 假名 書きに された こと は 亦 古事記の 假名 書きに 似て ゐる。 

尙記 . 紀 其の 他の 訓 註と 同 一 系と兑るべきものに昔義類の倭ー百の假名^！^記がぁる。 音義は 經卷の 文字 • 語彙 を 摘出 

して、 之に 字 昔-註解 を 施した ものであって、 もと 支那より 傳來 した ものであるが、 邦人が 更に 之に 和訓 を 加へ たも 

の を 生じた。 而 して これらの 和訓 表記に は 間々 訓 借の もの も 交る が、 主として 一 昔 一 字の 昔 借で ある こと は 記 . 紀等 

の それと Ml である。 この 稲 類の 書で 現 杯の 最も 十：： いもの は 八十 卷 華厳 經昔 義ニ卷 であって、 奈良朝 中期の 抄 ii- とさ 

れてゐ る。 尙宮內 お 御 本 四 分 律 昔 一!^  (南京 遣芳 所載) も 恐らく この 朝の もの だら うと 思 はれる が、 其の 內少數 ながら 

物 > ？の國 ^假名 書きが 兒ぇ るし、 石山 寺本大 般若 經昔義 など も、 其の 假名 用字から a て、 恐らく この 期の 末に K する 

ものであって、 ：： だ 亦 同種類 の ものである。 

抑.. 文字 表現に つ い て 邦人が 外来 人から 敎 へられ、 かつ 作り 始めた 體は 漢文 様式の それであった。 然るに 推 古 朝 

し 父 獻には W く國語 様式に 近づいた 漢文 の^した こと は 匕に 述べ た 如くで あるが、 漢文 學の 隆盛に なり ゆく と =y へに、 一 

方 に 比較的 純粹な 漢文 を 書く もの も あると 共に、 他方に 文字 使用の 普遍的と たるに 伴って、 文字 を 知って ゐて も 漢文 

力の：； I いもの は、 自ら この 和 化 漢文 を 作り 隙ち であった。 推 古 朝 以後の 金石文の 中に、 純 漢文に 近い もの、 例へば 撟 

碑 . 藥師寺 塔- m 銘 . 威 奈大村 墓誌の 如きが あると 共に、 和 化した もの 上野 國山名 村 碑 . 同 多 胡 碑の 如きが あるの は 

全く 是が爲 である。 かくして 自然に 漢文が 和 化して！： 文 樣式を 取り 來 つたと 共に、 一 面に は國語 表記の 意識的 要求が 

あって、 そこに 瞬 文 は 成立した ので ある。 この 國 文の 成立が 假名の 使用 を顯 著に 擴 張して 行って、 遂に は 純粹の 假名 

表記の 國文を 生す るまでに 至る ので ある。 
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歌謠の 表記 

A 小 良 朝 文献の 大きな 一面 は純國 語と して 歌謠の 表記され たこと である。 抑.-歌*?|の^^記は、 5^^話が^§1^の知、りれる 

の を 以て 足れり とする のと 趣 を M ハに して、 それが 國語 のま、 に訓 まるべき こと は 勿論、 節奏 を 有して 一 定の訓 方より 

他 の 與 訓 を 許 さ な い 制 約 に 立 つ も の で ぁ る か ら 、 も な 國 語 樣 式 を 耍 求 し て 來 る こ と は IH ふ ま で も な い 。 卽 ち 散 义 

はま だし も 漢文に 書く ことが 許される けれども、 歌 謠は之 を淡譯 して は 殆ど 其の 木 性 を 失って 了 ふので ある。 さて 我 

が 歌讅が 似時" ぬから 害 始められ、 それが 如何なる 形 を 以てし たかは 詳か でない。 我 < 尊 はお 紫 に 引かれた 數 の ^欲 

^の ある ことに. E つて、 奈良朝 以前に 已に 歌謠の 表記が 相當行 はれて ゐ たこと を 想像 させられ るので あつ て、 從っ て 

：:.^  • 紀の歌 4i も U1 ばかりから 取られた ものと は考 へられな いので あるが、 我等 はや はり 奈良 朝に 出來 た」 父献の 卜-に 

のみ 始めて 之 を 見得る ので ある。 

. 紀に於ける歌讅の^；^記法は、 ーー！ー〔 ふまで もな く 一  昔 一 字の 一 背^ 假名であって、 ，しに 假名 使 川の 最ケ. I 度にまで 連し 

てゐ るが、 歌謠 の^ 記 様式 は にか. -る ものの みで はたかった。 例へば 常 ゆ 風ヒ- 記に は 全然 漢詩に 譯 した 次の.^ きも 

のが ある。 

愛 乎 我 胤 凝 哉 神宮 天地 並齊 日月 共同 人民 集賀 飮食 富ま- …… 。 

之は默^;! の ^記と し て はお だ. 个 自然 で あって、 木 文の 漢文に 引かれて 弁んだ 故意 的 f 法に 過ぎ ない もので あ ら う。 

次に 描 風土記に は、 

多お 知 志 ^ni 俠 (狭 力：； 签持 如：： 田 打， 手栝 r 拍カ) 子等 IfsKJ^JI 

の 如きが ある。 譯し 難い 多 i;^ 知い 心 を 假^ 書きに したの みで、 他 は 殆ど. ぽ辭 のみ を陳 ね、 而も： « ^の 側^な どもあって 


極めて 漠文樣 式に 近い ものである。 この 歌の 次に 並べて ある 「淡 海^ 水^ 國」 も ほ f 同一 様式の ものである" この 樣 

式に 似た もの は 古事記に 於け る袁祁 命の 御詠 「物 部 之 我 夫子 之」 とい ふ ものであって、 古事記の 散文の 一般 形式と 通 

ふ ものである。 更に 播磨 風土記 逸文に は、 

住吉之 大 倉向而 飛 者 許 曾 速 鳥 云 m 何 速 鳥 

とい ふ體が ある。 之 は 語 序 を 全然 書 下し にして 實辭の 間に 虛辭を 假名で 5;*^ つた ものであって、 散文の 宜命體 に 近く、 

頗る 整頓され た 形で ある。 只 假名の 部分に 訓借を 交 へ て ゐる處 が不醇 なば かりで ある。 しかし 風土記の 歌謠の 多く は 

1 昔 一 字. の 音 借 表記であって、 純粹 の國訓 形式 を もって ゐる こと は 記 • 紀と ill: 一 である。 

飜 つて 純 粹の歌 諮の 結集で ある 萬 葉 猿の 表記 様式 を 考察し ようと 思 ふ。 萬 葉 集の 表記法 は 頗る 多様であって、 簡眾 

に 要約す る こと は 困難で あるが、 今 之 を 文字の 音 借と 訓借 とより 觀 察する 時、 音 借の 最も 純粹な もの は 記 * 紀. 風上 

記と 同じく、 一昔 一字 式で ある。 而 して 訓 借の； ：- 取 も 極端な もの は、 實辭 のみ を陳 ねて、 ^！！：辭を殆ど除ぃたもの (袖 本 

人 麻 K 歌 所 巾 Z) である。 

白玉 從 二手 纏 1 不， 忘 念 何畢 (十一〕 

春 楊 葛 山 發赠 立 座 妹 念 (同 右) 

これら は、 彼の 「愛 乎 我 胤」 より は 和風であって、 無論 同じ もので はない が、 相似た 處 があって、 歌 謠^.!^ 記と して は 

や、 不自然の もの、 作爲の 勝った ものの やうに 思 ふ。 純 音 借と 純訓 借との 間 は 一 括して 昔訓 交用體 ともい ふべ きもの 

であって、 ず1 絮第の 歌の 大部分 は 之に 屬 して ゐる。 その 內 まだ 漢文に 近い 語 序 を 以て 反讀 される ものが 相當 にある e 

例へば、 
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.H 珠. 入 爾不レ 所レ知 不レ 知友 縱 雖レ 不レ知 吾 之 知 有 者 不 "知友 任意 卷 六：) 

^根 乃 IS 之 P 放 如 k 許 無， >爲 便， 事 者 未 J3t 國 ー卷 十一：) 

の 如きで あるが、 これら はかの 「多 良知 志」 に 近い ものである。 昔訓交 W 體中 最も #^现 された 形式 は、 .wr^ を^^..^ 

訓 にして 虛辭を  一 fft 一  字の fpj:: 借 假名に した ものである。 

何 所 爾，？ 船 爲良武 {4- 禮乃崎 榜多味 行 之 棚 無 小舟 (卷 一 ，) 

などが あだであって、 かの 「：^ 古 之」 と 類で、 而も-おに 純粹な ものである。 之は：^^i法意識にょって规則正しく書ぃた 

ものであるが、 £^ 中には 純 粹の宜 命 體は少 いのであって、 勿； t 赏辭. S 辭の は^して ゐ たにしても、 文卞に 

^然^^け たも のがない ので ある。 此の 點萬葉 集 の 一 W 訓交用 體は無 原則^. リ.^ と .IK つてよ く、 時に 實辭も 假名 *1 き に さ 

わ わば、 ^辭も 正訓に 寄 かれる ことがあり、 而も (の M れ もの 假名？ II 分に 音^  - 训^ をハ父 へ る ことが 放縦と も いん 

ベ きであった。 例へば 

鳴 呼 3- 乃浦爾 船,^ 爲良武 撼蠕等 之 珠 裳乃須 十二  Bt 三 都 良武香 (卷： > 

などの^::. i 法 を a- れば、 共の ： 斑が 明かになる であらう。 萬 葉 $1^ の昔訓 交川體 は、 恰も 卜：： 事 記の 或 行き方と.： Myw の 行 

き 力と を 八：； せて、 假名の W 法に 於て は 彼の 大寶卩 ^の それ を 以てした ものが 多い と flH ふべき である。 これが ^ sii- の 

歌 *^ の^ 記 形式の 冬樣 むしろ 雑 « な 所以で ある。 

さ て 以ト- の？ <5體 が、 共の 發 生に 於て 何れが 何れが 後で あるか は. 难か ではたい。 我等 は^ど； zs- に それら ^體を 

るの みで あるから である。 元 來記 -紀に 於け る 一 昔 一 字 式 は、 編^の意識的#^理が施されてゐて、 澳文屮 に 禅 人す る 

純！^;^ として 彼の^ 寸" と共に、 其の 漢文と 割 然^^ さるべく 企てられた 跡が 顯 iij" である。 八/ 假 に.^^ を 除いて 见た 


時、 一 昔 一 卞昔 借の 表記 は必す 漢文 中に 揷 まれた 場合に 限って 採られた ものである。 記- 紀 • 風土記 . 法王 帝說 など 

ル：： さう である。 殊に 記 .紀 が 使用した 假名 字母から 觀て、 之 等が 必す 漢譯佛 典の 陀羅尼の 影響 を 受けて ゐる こと は爭 

はれない 事であって、 其の 本文と 明瞭に 训 たれる 點を 彼に 學ん でゐ るら しい 事 も 一 證 とする に 足りる。 尙^ 葉集卷 五 

の 歌が 一 昔 一 字 式 を 取った ことな ども、 序文 や 書簡の 長い 漢文に 揷 入され た爲 である こと を 暗示して ゐる やうに も 思 

はれる ので ある。 而し てこの 様式が 記 , 紀に 始まった か か は 不明と しても、 少 くも 之 は 漢文 を 作る 學 者が 漢文 巾に 

禅 入す る 歌 *i の 爲に创 めた チ法 であら うと 考 へ. りれ る。 この 漢文 中に 入れる 國語を 截然 本文と -R 別 させよう とす る こ 

と は、 价も推 古 朝の W 有 名詞に 於け ると：：！ 様の. 法であった ので ある。 凡そ 文字 表記の 事 は 散文 * 韻文 各.' 別に 出發 

したと 考 へる よりも、 少 くも. 切 は^ 作つ たと^ へ る 方が 自然で ある。 歌謠が 散文よりも 特殊の 要求 を もって ゐる こと 

は ヒ述の 如くで あ る か ら 、 ？ W 义 よりも = 十く 國語 様式に 成り 了 つたこ と は 認 めなくて はたらな いが、 乂 其 の . 幼 に 於て は 

古事記の hs$? ^命の 御詠の やうな 樣 式の 執られた こと も庐 J へられる。 かの 常 陸 風土記の 漢詩 譯ゃ 人麻呂 歌集の 助 辭拔き 

の 極 類が、 歌謠の 自然 書記 法で はたく 故意に；^ 爲 した 點 があって、 一 種の^ 界的ト 法と， 認めたくて はならない にして 

も、 少 くも 古事記の 和漢 混滑體 程度の 所から 屮：； 發 して、 漸次 書ド しゃ 假名 書き を 多くして 來て、 萬 葉 に る やうな 

昔^ 交 用體が 出来、 一 昔 一 字 式 はさて 後に 成った もので はなから うか。 言換 へ ると 記 * 紀の 一 音 一 字 式が 歌謠 表記の 

初ではなくて、 それ 以前に 昔訓 交用體 のあった こと を 思 ふので ある。 從 つて？：.^. 紀の 如き 散文の 中に 人って は 一 音 一 

字 式歌讅 が 成立って ゐて も、 歌 謠を單 獨に寫 す 人々 の爲に は、 尙昔訓 交 用 體が常 W された もので はなから う かと 思 ふ 

ので ある。 之 を 萬 葉 si- に徵 する に 音訓 交 用體が 比較的. HI い 時代の 歌に W ゐ られ、 一 昔 一 字 式が 新しい 代に 川ゐ 出さ 

れ たの も 之 を I はす る もの で はな か ら う かと m わ ふ。 

1: お 假名の 降 盛  五：： 一 


^名 發^ ^^- お 

紫 に 於け る 歌謠の 現^の 表記法 は、 必す しも 作歌の 時代 そ のま k の 形式で あると は斷じ 難い。 之 を めた も C  , 

之 を 編んだ ものの によつ て 左右され る ことがあ るからで ある" しかし 概して 比較的 早い 時代の 歌が 昔^ 交 W 髖の も 

のであって、 新しい 時代の もの ほど 昔 借 而も 一 昔 一 字 式と なって 來 たこと は (命 はれない _s ^實 である。 人， 試みに « 中に 

於け る 一 音 一 字 式 表記 を 見る に、 五. 卜 H:  • い 五 • 十七 * ト八ニ ート等の諸55^=-でぁって、 主として； * 泡 以後で あり、 

殊に 卷 十七 以下 家 持の 手記と 稱 せられる 最新の 卷々 が この 様式 を 以て 終って ゐ るので ある。 この^^:.^|?:は歌は十：：ぃ 

ものら しいが、 束 歌で あるから、 や、 性質 を 異にして ゐ るの みならす、 後の 整现 者に よって 變改 せら わた ものと 見ら 

れる點 も ある。 卷卜 九の 訓 借の 多 いのは 前後と 平行し ない けれども、 是 もさして 與 色の もので はなく、 巾に は 純一 昔 

1 字 式の 交る のみなら す、 一 首の 中の 或 句に 純 一 昔 一 字 式の 交る もの も あつ て、 ^後の 卷々 の 趨§ ^巾に ある もので あ 

る こと は？. i めて よいと 思 ふので ある。 勿論 $1^ 中には 同時代の 歌の、 一 方に 昔訓交 m に 記された もの も あるので. あるが、 

少 くも^の；^ 後の ものの 編まれた 頃に は、 一 音 一 字 式が 流行し 出した と 見るべき であらう。 ^も 此の 顷の怫 足 の 歌 

が 亦 この 様式 を 以て 碑に 彫 まれた の も、 其の 表れで はなから うか。 かくは 一一 一一 口 ふ ものの、 それ は 只 大體の 倾，： i を Iw ふの 

に過ぎないの であって、 それが 爲に 昔訓交 用體が 全く 跡 を 絶った とい ふ 意味で はない。 萬 葉 の 巾に も 時代に 於け 

る ものが、 一 方は^^訓交^體 一 方 は 一 昔 一 字 式と 兩樣 になって ゐる やうに、 人に よって はや はり 音訓 交 用體を 用ゐる 

こと は ^論であって、 彼の 正食院 t 書 天平 勝賓 一. =,】 年 装 溝乎實 紙背に 記された 韓 藍の 短歌の 如き は、 昔^ 交 ffl とい ふよ 

り は ど 訓^で 寄 かれて さへ ゐ るので ある。 

抑-一 « ！:: 一  卞式は 字". S が 冗長で あつ て、 殊に 語彙の 分刖 されない 缺點は あるが、 亦 苛 訓交 川體に 比して^ 方が 正確 

に^わ、 3!<^ されな いのは； も 其の 畏所 とする 所で ある。 殊に 音 數と 卞數と 一 致す る 點 の 如き は、 ^詩の それに 比せ 


りるべく、 體 卜： も 却って 救お 然 たる ものが あるので ある。 「仏して 文卞使 W の 遍化、 歌 4i 製作の 一般化して 米た 際、 

文字 力の 澳 5i な 人に もこの 體 は用ゐ く、 亦 それ 等の 人々 を 相手と して 發^ する 道具と しても、 = おも 便利で あるので 

あって、 彼等 は；；.^. 紀 等に 採用され た 様式 を 摸して、 渐く 其の 便た る を 知り、 一般の 風潮と なった ものと E 心 はれる。 

かくして 萬 紫 $ ；; f 末期に 於て 歌謠に 一 昔 一 字 式の 流行し 出した こと は、 令まで 漢文 中に 入るべき 形式と して ゐた 純國^ 

^^記が 一般に^ 用され 出した ことで あり、 是が亦 假名の 用途 を 最高 度に 達せし めた ことで ある。 假名の 發展も 亦 偉 

なりと いふべき である。 

奈莨 朝の 假名 

奈良朝 は e 〈假名 使用の 險 盛期であって、 叉 それだけ 多様であった。 凡そ 記 • 紀 • 風土記の 如き 漢文 中に 入る 眞 假名 

の、 選 字 上 多少な り 或 考慮の 拂 はれた こと は 想像され るので あって、 殊に 古事記の 如き は 用字 上に 一 定の檫 準 を 立て 

て 記された ので ある。 ii- づ 力めて 字母の 複川を 避けた ことであって、 一 音に 異 字母 を數個 あてた ものがない ではない 

が、 其の の 或 文字 は 極めて 特殊な 地名. 人名 等に 限って^ ゐら わ、 廣く用 ゐられ る 標準 字母 は少數 に. まる。 例へ 

ば シ の eK 名 に 

斯志師 色 紫 芝 士自 

だけが 用ゐら れてゐ るが、 その^ 師 • 色. 紫 • 芝 及び 自は 極めて 特別の 岡 有 名詞に 用 ゐられ るの みであって、 標準 字 

母は斯 . 志 . 4- に 限られる 如きが 是 である。 か & る 特殊 用の もの を 除き、 連合 ， 一 一 合を训 にし、 淸獨を 分って 見た 時 

一音 三 字母より 多 かもの はなく、 概して 一 つ 若しくは 二つ に^られて ゐる。 只 體裁上 常用し ない 多畫の 文字、 例へば 

淤 • 迦 •  • 玖 • 邇の 如き を 採った 嫌の あるの は、 亦學 者の 潤色 癖から と 見る ベ きで あらう し、 かつ 漢譯佛 典からの 

四眞 假名の 隆盛  五 五 


假 ぉ發： ^お 序 a  五六 

^^，のぁることは！：-述の如くでぁる。 而 して 其の 發 昔に 於て は、 むしろ 舊昔を 守って 新 音の 影響な く、 かつ 淸^ を *R 

^し、 從 つて 一 卞を9^_^昔に用ゐることは決してなぃ。 この 點は 頗る 統 一 ありかつ 單純 であると 一一：  一 n はなくて はならない 一 

木 宜長が 古事記の^ 字 法の 統 一 ある こと を 極力 賞 讚した 所以で ある。 

^紀に -rt..: つて は 其の 用字が 頗る 多様であって、 字母の 複 用が 多くて 殆ど 檫準 字母と いふべき ものがない。 一 昔に 當 

てた. W 卞の 數の少 いもの は； 一 . 三 . 四 字に 止まる もの も あるが、 多い もの は淸獨 合せて 貪に 三十 餘 字に 及ぶ ものが あ 

る。 例へば シの. g き は 次の 如くで ある。 

心 1 辭之時 詩 試 芝 始资斯 缺伺施 思 ih^e;!' 矢 璽 師子玆 紫 £^  &士 1^ 自兒 茸^  B 

かつや 其の 文字 は sipe 用し ない 多 蹇 の 難 字が 多く、 殊に 好んで 之 を S なた 跡が ある。 固有名詞に 於け る 字母の .§ きも^ 

古^記と趣を？！^にして複雑でぁる。 而 して 其の 發 昔に 至って は舊昔 と 新 昔と を 交 はし、 從 つて 一 字 を 二三 昔に 皴 用す 

る もの もあって、 ffir 其の 檫準晋 を 知る に 困し む ことがある。 例へば 已 をキ、 1^ をキ、 施 をシ、 都 をト、 を-一又 は 

ギ、 甙 をジ、 奴 をド、 麻 を. パ と川ゐ るが 如き は 新 昔に 由った ものであって、 これ を舊 昔と 兩用 する 時、 一字 母に 二 音 

を 有する ことになるの であって、 時には 泥 を ネ二ァ • ヂと 三 昔に 兼用す る 如き 例 さへ あるので ある。 以て S3 紀の假 メ6 

の 如何に 奔放で あるかが 知れる で あ ら う。 

風に；；.^ は 繁簡 々あるが、 常 陸 風土記 は 漢文に 近く ものして あるのと 共に、 假名 もや、 難 字が 多く、 播 風土記 は 

の 假 名 は 怖 であるが、 间有 名詞 殊に 地名の 表記が や k 繁雜 であって、 雨^と も 記- 紀に 準すべき 程度の もので 

ある。 雲 風土記 は歌蟀 i を もって ゐな いが、 古事記に 似た 和漢 混？ le 體ゃ ra: 有 名詞に 假ぉを 用ゐて あるが、 共の 用法が 

^縦であって、 同 一 名 を 記す にも. i!^ によって 異 字母 を州ゐ などして 甚だ "个规 則で ある" 肥 前 風土記 は^ 有 名詞の 外に 


は " ハ欲  一 ^の 假名 霄 きがあって、 用字 は 比較的？ 早 純で あるが、 同逸文に：！^^ける杵島岳の歌の如きは全く書紀に倣って 

用字が 頗る 多畫 である。 要するに 何れも 標準 を 立てて 書い て ある もの はなく、 從っ て簡 §3f ではない ので ある。 

{»:: 命體の 假名 は 以上の 典籍に 比して は 簡易で ある。 元來卞として形式部を^！^すことでぁり、 從 つて； お 彙も或 物に 限 

おさ，, -、 字： 向上 も 之 を 小 記す る 程であって、 字母の 複用は 勿論 ある けれども、 さして 難 字 を用ゐ ない のが 普通で ある、 

尤も 時に より 人に より ， ヤノに 異はぁ るので あって、 緩紀 の 宣命又 は 延喜式 の 祝詞 の 假名 を 集め て 觀 察す ると、 勢 種々 の 文 

字が 表れて 來 るので あるが、 彼の 正倉院 文書、 天平 勝 寶九年 並に： 大平費 字 一 一 年の 术謙 天皇の 宜命寫 の 假名の .5 き は、 

其の 助辭 として^ ゐる 假名が 略.^ 定まつ てゐて 特異な もの は餘り 多くない ので ある。 奈良朝 文書の 他の 官 一命 書と 同 様- 

む しろ 通俗の  假名に 屬 する もので あらう。 

萬 葉 集の 假名の 用字 法 は、 其の 文體 の複雜 である やうに 最も 多様で ある。 第一 一十 卷は 年代と 編者 を 異にした もの の 

結集で あるから、 之 をー體 として 觀 察する こと は 精密 を 缺く嫌 は あるが、 姑く 一括して 概觀 しょうと 思 ふ。 上述の 

記. 紀. 風土記. 宣命 等の 假名 は 固有名詞 を 省いて は、 昔 借 而も 一 昔 一 字 昔 借に 限られて ゐる (但し 風土記の 假名に 

は 少数の 訓借 i 子 を」 父へ たもの が ある。) に 比して、 萬 葉 1^ の 假名 は 昔借訓 借が 並用され てゐ る。 先 づ昔借 假名に つい 

て るに、 一昔 一字の 字母の 複川 さわる こと 殆ど 書紀に 次ぐ ものが あって、 多き は 亦淸獨 合せて 三十 餘 字に 達し、 か 

つ 多晝の 文字 を 用ゐる こと も 亦 書 紀に讓 らたい。 例へば シ の 如き は 左の 如くで ある。 

志 恩 之 四師斯 新進 信 子 桁 此紫司 詩 死 侍 3= 次式 趾詞 他事 水 緇盡自 慈 寺士時 ^ 

其の 發昔に 至っても 亦 新 昔 を 交へ る ものが あって、 從 つて 一 字 を 二 昔 • 三 音に 川ゐる ものが ある。 其の h 速 合 昔. 二 

合 昔の 用法 も相當 ：；；： はれて ゐ るので ある。 更に 萬 葉壤の 假名の 特徴 は訓 借の 繁 用され る ことで ある。 ち 一 昔 一 字の 

四 IK 假名の 隆盛  五 七 


假ぉ5§$^?^史」^:;5^  五八 

^借が 昔 惜に相 交って W ゐ られ、 而も^々 の 字が 自由に 複 用され たので ある。  一 

^破 利 述外ー ^跡迹 飛^ トト i 煎 丹 荷 似 負-一 楚^贯！^^}^戶へ  一 

加之其の發^；：！を  一 ニにするもの がぁり (例 へ ば木をキ • コ、 十をソ ，卜、 を タ • テ に用ゐ るが 如き) 從 つて 之が 昔 j 

^とも 相 紛れる ことがあり (例 へ ば 余をァ • ョ 、 \ ^をケ • モ、 麻をソ • ヲ • マ に用ゐ るが 如き) 同 一 字の 昔惯が 益..， 

多様に なって ゐる。 加 ふるに 二字 を 一昔に 用ゐる ものが あり (鳴 呼をァ に、 羊 蹄をシ に、 海 ！5|- をメ に用ゐ るが 如き) 一 

二 fp!!: おしく は 二 昔 以上の 借^も 自由に 用ゐ (麻に 朝 を、 砣に慍 を、 不知に 胡 粉 を、 機に 二十 を W ゐ るが 如き) 更に 戯ー 

齊と いふ もの (例へば 八十 一 を クク、 山上 復有山 を ィヂ、 追- it 喚 犬をソ マと 訓 ましめ る 如き) に 至って は 1=^ だしい 文 I 

字の 遊戯であって、 愈-用字 を複雜 にした ものである。 惟 ふに 萬 葉樓の 假名 は、 漸次 字母 を增 加し 昔 訓を交 用 し來っ j 

た 前期の 一般 倾 向に、 風， -者. 詞人 等の 漢字 乃に 任せた 潤色 的 若しくは^ 弄 的 用法 を 加へ て 成った ものと るべ く、 從ー 

つ て 文 平 的 或は 趣味 的川卞 法と いふ ものが 多量に 含まれて ゐ ると 言はなくて はならない。  一 

.#^するに奈{2^朝に於ける記 • 紀 • 風土記等に用ゐられた假名は、 概して 潤 的に 俊雜 となった と 一 K はわる が、 パ共ー 

の 一 1 字 式 而も 昔^に 限って S ゐられ たこと だけ は、 原則として は 称め て徹 おした ものである。 然るに 萬 に 至： 

つて は、 -し 述の 如. く 昔 圳 "父 用が あり、 加 ふるに 文學的 • 趣味 的の 分子が 加った に、 愈， 複雜 となった ので あるが、 一 

其のぉ朗に^^ける 一音 一字 せ！： 借に 移った の は、 親し 假名 を簡 0? にす る 第一 歩であった ので ある。 このせ は 自ら 其の 字 一 

^から 難卞を 避け、 複^ を 除く 傾向 を 馴致して 次の 時代に 移って：：： つた。 .  一 

^:!{みに^^^$?-5^:十の假名だけを|?-めて見ても、朱だ字母に相常多«の難字もぁるし、亦ルの报川も-:.-ノ、に巾ま.し 

ぬ ものが ある〕 しかし 共の 巾に は 次の 如き 川 字 の^れて 來てゐ る こと は 注意すべき である〕  j 


伊毛 何 、術 阿布知乃波邶^:- 知 利 奴倍斯 和 M 那久那 美 多 伊 摩陀飛 那ク、 爾 (卷 五〕  - 

阿 乎 宇 奈波良 加是奈 美 奈妣伎 由 久佐久 佐 都 都 年 許 等奈久 布 禱波波 夜 家 無 (卷ニ 卜)  j 

これらが 如何に 其の 字母の 常用 平易な もの を 取り、 而も 同一 { 子 を 反覆して 頓 みなかった か を 知る であらう， - かの^ 足 一 

石の歌は萬葉^^：^取新歌ょり數年前のものと見られるが、  一 

美 阿. 都久留 伊志 乃 比 鼻 伎 波 阿 米 尔伊多 利 都 知 佐 閉由須 礼 知 Ay 波た 賀多米 尔毛呂 比 止 乃 多 K 尔 

などの 如く 極めて 簡易 化して ゐ るの を 見る であらう。 この 碑の 歌 二十 一首 (.sgl 首缺 損) のす ベ ての 假名 を ffii- めて 兑 

る 時 (淸濁 は 一 つと し、 特殊 假名 を 分つ)、 表れる 音 凡て 五十 五の 中、 一昔 一字 母の もの 叫ト、 二字 母の もの ト^、 三 

字母の もの 一 となり、 而 して 同 昔の 反覆に は必 す./ 符 (疊 字) を 用 ゐてゐ る。 以て 一 般の 簡易 化 を说. ふこと が 出 來る。 

0 の 表記 は 思 ふに か V る 傾向 を以 て 平安朝 に 入った ものである。  i 

闪 みに 附記したい 一 つ は 假名 遣の 事で あるが、 椎古 朝の 條に 於て 說 いたやう に、 奈良 朝& びそれ 以前の. 我が 假名 遣 一 

に は、 彼の. 十三 昔の 特殊 假名が あって、 之が 語彙 上 又は 語法 上、 二種 類に 遣ひ刖 けられ、 決して 混同され なかった の 一 

である。 而 して 其の 一 は 言 ふまで もな く發 昔の 差異に 在る と 見るべき ものであるが、 只 萬 葉 一 ^の^!;々 の 歌 (卷十 一 

叫. 卷ニト ) に 於て は、 これに 違 ふ 例が 多く、 この 音の 別が 已に存 しなかった か、 或は 混同が： K だしくな つたこと を 一 

^して， Q る やうで ある。 巾- i 、に 於ても 平安朝に 人れば、 この 區 別が 失 はれて 行った もので、 只 H. の 二  tJ 別 (ァ 行の 衣. 一 

と ヤ行の 延」 のみ 暫く^した に 過ぎす、 それ も 問 もな く 滅びて 了った。 この 事に ついては、 已に 世に 說 いた ものが あ 一 

る. から、 此に はお 略に 從ふ ことにする。 本居宣 長の 古事記 傳 總論假 字の 事、 石 塚 龍 縻の假 字 遣-奥 山路、 橋 本進吉 氏の 一 

一 翻. お 假名 遣 研究 史 h の 1 發 見」、 同氏の 「上代の 文 獻に存 する 特殊の 假名 遣と 當 時の 語法」、 a*! 月世敎 氏の 「上 に 一 

§1 1K; 假 おの，； _g 盛  五 九  一 
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於け る 特殊 假名 遣の 本質に 就て」 など を參照 するがよい。 

ほ 假名 文  • 

4^ 良 朝の 散文 は、 その 純 • 不純の 差 は ともかく、 漢文が 標準 文體 であった。 而 して それらの 11 に は往々 穴 命^の や 

うに 助辭を 小せ W き假， 卜に して 禅 人す る もの もあった が、 歌 *^ の 一 昔ーネ 式の やうな 假^ ケ 位の 散-父 は 未だ 餘り a- 受け 

られ なかった。 記 • 紀. 風土記 • 萬 紫 の 歌 諮の 或 物、 义は それらの 本文の 一部 及び 訓掉 d 等が 純假， 6」 义と见 。るべき 

も の である こ と は 勿論で あり、 又音義 類に 見える 倭 flE の 或 物な ども 同種類の ものであるが、 こわら はもと 澳文 の 中に 

たる ほの 假名 さきであって、 獨 立した 散文と は 言 ひ 難い 點が ある。 それ 故 日常 通俗に か、 る 純 露 假名 文の 行 はれた か 

如何 かそ ：3- るに は、 E だのみ では 尙 不十分で ある。 然 らば これら =^ハ 籍 以外に 純 K 假名 文が あるかと 兑 るに、 記紀 時代に 

之 を 求める こと は， 刃 4.1 困 雑で ある。 

之が St にん， 姑く 古文書の 方面 を 一 管す るに、 この 期の 古文書に 於け る 假名 は、 戶籍 • 計帳等に3^ぇる固有名詞に最 

も タメ く^れ てんる こと 大齊 戶籍の それと 同じで あるが、 この 外に 數は さして 多くない にしても、 业：： 通 名詞の 假名で 記 

された ものが ある。 而 して それらの.？： には單 語と してば かりで なく、 間々 助詞 や 動詞 を 人れ て、 不完全ながら 文 を 成 

しかけた もの を る ことが 出来る。 玆には 岡 有 名詞 は 姑く 措いて、 普通 名！！ を 純 假名に 記した ものの 一例 を舉げ る。 

が 能 利 母豆久 伊 ぼ 頃 (； 天平 六 年造佛 所作 物 帳) 

加 宋多知 都我不 加 出 阿 米 万 米 毛 知 比 伊利 毛 知 比 阿來^^^  (天 平 九 年但馬 國正稅 帳の 別 筆記 人) 

布 乃 利 美 §E  須惠鉢 佐 良 毛 比 W 都 \i ^"乃 坏 阿 志 波？ f 履 (天平：食字六年雜物别帳紙背可5:^雜物：^。文) 

この は 他の 文^に も相當 ^わ てんる が、 全然 單； fiS であ つ て 未だ 文の 例と する こと は出來 ない。 然るに 大平 勝资ー ーギ 


の 奴婢 來帳 (i^) に は、 眞 假名の 單 語の あるば かりで なく、 奴； STS 人相 を 記した 間に、 

右方 与 保 E 久保尔 在 志 比 称  . 

鼻 太 乎理尔 M ーチ 

上 久治比 留尔黑 子 

などい ふ 文字が あって、 殆ど 文に 近い^ 現で ある" 尙 天平 寶字六 年惯正 美狀に は、 

春 佐 米 乃 阿波 礼 11 . 

などい ふ 文句が 附記して あって、 一種 假名 文の 斷片 とも 見られる。 記 .紀 • 萬 葉に 於け る 假名の 國文 表記 以外に、 一 m 

も 其の 通俗的 散文 の 標本の 存す るの は 興味 あ る ことで ある。 然るに 我等 は 萬 葉 集 最新 歌 に 近い 年代に 於て、 初めて 完 

全な 露 假名 文の 標本 を 見る ことが 出来る やうに なった。 其の 一 っは裹 面の 文書に よって、 凡そ 大平资 字 六 年 以前 遠 か 

ら ざる ものと 見られる ので あるが、 手紙 义は解 文ら しく、 殆ど 一 音 一 字式眞 假名から 成立って ゐて、 

布 多 止 己 呂乃已 乃 已呂美 (， 乃 ) 美 毛 止 乃 加 多 知 支 ： 多 末 つ 尔多天 万 都 利 阿久 

と 書 出した もので あり、 今一 つ は 前記の ものに 酷似した 手紙 义は解 文であって、 】e^ 面の 文書に よって、 是亦 凡そ 人 や 

资字六 年 前後の ものら しく、 问 じく 一  昔 一 字 式に、 

和 可 夜 之 奈比乃 可 波 利 尔波於 保 末 之 末 湏美奈 美 乃 末 知 奈琉奴 乎 宇 氣与止 

と 書 出した それで ある。 (南京 遣 文 及び iE 附卷參 照) この 一 一つ は 難讀の 所が あって^だ 意味が-冗 全に 解され ない が、 

形式から 見て 立派な 眞假 名文と いってよ い。 共に 半 草體に 書かれ、 而も 極めて 簡易な 字母 を 以て 記された もので あつ 

て、 已に 全く 漢文 を 離れた ものである" 從 つて 也 = 通人の 手に よって 成った ものと S 心 はれる が、 歌謠. の 一 昔 一 字 式と な 
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つた 時代に 於て、 ：！： 一  様式の 散文の 發生を 見た の は 殊に 興味の 深い ものである。 

麵っ て以. ^の」 父 書の 假々： ： を 概観す ると、 先づ 養老 • 神龜 • ；大平 頃の 戶籍 • 計 帳 等に 表れて 來る^ 有名！！. の 假名 は、 

々^の それと； Z 性-竹の ものであるが、 決して 記. 紀 . 萬 葉 等に nl- る 難 字母 もな く 亦 川も少 く、 却って 大^ P 籍 より 

も簡： ：？ 化して ゐる感 が ある。 次に 前述の 政 "通 名詞 若しくは 語句， 文章 等の 假名の 如 河に 簡 a? であ る かは霄 ふまで もな 

く、 奈 良朝义 書の {a: 命 書の 假名の 程 俊と 合せ 考 へる 時、 これらに. B つて^ 通 一 .舣 に 使 W された 假名の 程度 を兑 るべき 

であらう。 ケ試みにかのニ通の3"假名文の.；：^母を衆めた 一 表 を 示す ことにする。 
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*  m  •  ：：！は訓？^のぉ-；；^らし い。 おは 奴婢の 奴 かと も はれる が 明かで な い。 

我等 は奈良 朝に 於け る 廣義の 文學に 表れた 假名の 極めて 複雜 である こと を 見た ので あつたが、 飜 つて 此の 期の 文書 

の 上 を 見る 時に、 一方に 通俗 常 川の 假名が あって、 それが 極めて 單 純な ものである ことに 氣附 くので ある。 而 して か 

かる 極 類の 假名の 使 川 者の 中には、 自ら 難文 字 を 知らない もの、 漢文の 作れない ものが あって、 却って 極めて 平易な 

假名 を 以て 國語 その ま、 の 文 を 書 創める に 至った ので ある。 こ 、 に 純 M: 假名 散文 は 成立った とい ふべき である。 實に 

露 假名 文 は 漢字 力 • 漢文 力の 强ぃ學 者の 社會 には發 生し なくて、 それらの 力の 弱い 通俗 人の 乎に よって 作られた ので 

あった" 

かくて あの やうな 一 昔 一 字 式 而も 字母の 漸く 簡易 化した 歌 諮と、 又 この やうな 一 署 簡易 化した 假名， の 散文と が 流れ 

て 平安朝 に 一 人った ものと はなくて はならない。 而 して そこに 於て 發 生した 草 假名 も片 假名 も 、 亦 この 極 類の M 〈假名 

四 le; 假名 £  盛  六 三 
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を 木と した ものであって、 決して 外の 稀 類の ものではなかった ので ある。 

略體 文字 

大资の rsi 帳に はつ . マ . 厶 若しくは. -の 如き 假名の 略體 文字の あつたと 共に、 ム：： 字の = 卞 (n ド)、 W 文の—  S. 

箪化の^2  S などの 卞體が 見えて、 や ^ 漢字の 口 本式 變形を 見る に 至った。 奈良 朝に 人って はか、 る 称 類の 文字が 

漸く 多くな つて、 先づー 一 合 字 麿 • 貼 丄 登 *尋 • 泉郞 など はこの 期の 典籍 . 文書 等に 表れて ゐる 字形で ある。 その上、 

.» ギ ケラ ツマ ユエ 

支那に がする 文字に 日本風の 訓を 施した 梶. 椋 • 嬾 . 妮 などの 使用 も 出て 來た。 更に 文字 を 合せて 會 意に 作る ことが 

^に 行 はれ、 先づ 意に よって 扁旁 を 添加した^ *笑* 块な どの 字形、 意に よって 扁旁 を變改 した 桉 *坏* 錠な どの 字 

形 を 生じた のみなら す、 全く 新に 合 字して • .  0 • 辆 などの 國字 とい ふ もの を 作った。 ： 大武紀 十 一 年に 境 部述石 精 等 

に 命じて 新字 一 部 §： 卜 卷を 造らし めら れ たと あるの は 如何なる もの か 明かで ない が、 釋紀の 引いた 私記に は 梵字に 

似た ものであると いひ、 後世の 學者は 多く 之を會 意の 合 字で あると する。 よし 其の 新字の 如何なる 稱 類の ものである 

かを^に しないと しても、 奈^^^朝に：：：本式の會意文字の行はれたことは明かな事實でぁる。 され ど此 等の 械類は 3： れ 

も . ^だ 文字 を 略 化す ると いふ 點には 關係 しな いやう に 思 はれる。 

- 儿來卞 |« は 之を滅 する こと も あるが、 增す こと も あるので あって、 減す る ことが 必す しも 經^ 的の 意味ば かりで は 

ない。 卞畫 の^ 滅は 其の 源 は 支那に ある ことであって、 邦人の^ 減 も 多く は 之に 做った ものの やうで ある〕 古文書な 

どに a- える、 京 (京) .nK(wo.  土  (土) にしても 4:-  05  . 市 K 惠). 5? (乾) にしてもi^:支那から^wへた字體らし 

いので ある" しかし？：.^. 紀. ia: 紫な ど を 見る 時 は、 一 二 點畫の #-異 のみでなくて、 其の 一 ii 穷を^ 略した ものが ま k あ 

る。 ITi^ を？？，、 公に、 他 や^に、 弦 を玄に 作り、 义 はは M を 成に、 醜 を 鬼に、 起 を 「しに 作る が 如き： である。 等と い へ， 


ども 其の 或 物 は 支那に 其の 用法の ある こと は 先哲の 說 いた 所で あるが、 已に 文字の 簡易 化と いふ 意味 は 加って 來てゐ 

る もので あらう。 され ど 以上の 諸種の 省 文 は皆訓 借の 實 字であって、 假名に 關 する 限りに は 未だ この 事がない ので あ 

る。 假名の 止 • 支 • 只な ど を 省 文で あると 說く人 も あるが、 是等も 皆 支那 や 朝鮮から こ の儘傳 はって 來 たらう こと は、 

已述の 如くで ある。 

然 らば この 期に 於て は、 彼のつ. マ. 厶の 如き 略體 文字 は 全く 生じなかった か。 それ は 甚だ 不明で あるが、 吾々 の 

文 獻は餘 り 多くの 例 を 示さない とラ" はなくて はならない。 只 寶龜ー 一年 以前と 推定され る 唐 招提寺 文書の 家屋 资財請 返 

解 案に  . 

然も ム甲！ 5- 弟^ 止ム甲 5> 父尔從 《|   

と ある 尹の 如き は 極めて 珍しい 一 例で ある。 之 は 伊 字の せ體 であって、 當 時の 主格 助詞 ィに使 ffl したら うと は、 橋 本 

進吉 氏の 南京 遺文 解說 に 於て 言 はれた 如くで あらう。 この， がィの 假名と して 眞 假名の 間に 伍した 例 は、 他に 見當ら 

ない ので あるが、 平安朝の 訓點 假名の 初期の ものに は 見えて、 凡そ 天 11^ 頃まで は W ゐられ たもので ある。 

さて この 文書 は官： 命 書きであって、 この 「厶 甲サ」 は 其の 小 記の 部分で ある。 およそ 小 記す る 場合に 省 文の 行 はれ 

る こと は、 古文書に 歷.- 見る 例であって、 たづ 該 文書に 於て、 某 字と 厶 字と を大 記と 小 記と によって 書 分けた の は、 

r しに 其の 類例と 言って よい。 正倉院 文書 天平 五年皇 后宮 職 移の 割 註に 文選 音 義三卷 の 選 字 を 巽に 作り、 同 天平 十七 年 

民 部 省 解の 割 註に 廝 人の 藤 字 を广に 作り、 奈良 朝の 抄寫と 推定され る 八 4- 卷 華厳 經昔義 の訓註 (二 行書) に、 訓字を 

悉く T に 作って ある 如き は、 皆狹 小な 面に 書く ことから 起って 来る ことであって、 伊 字の 如き も 小 記す る爲、 而も 文 

案と して 粗 書した 爲に 尹と なった ものと 見るべき であらう。 省 文 者 細 記 之 用 也 (太 宰春臺 の 和楷正 訛) と 言 ふの は是 
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0S^^^^^  ノ.， 

であって、 &體 假名の 發生 する 一 つの 主因 を 明かに 說 明した ものである。 ともかく この^ 文が 助 I！ を S す 假名に 於て 

^1、 而も 假名 を發 生す る 根本 原因に 由って 屮 I 來 たこと を 注意す ベ きで ある。 

こ、 こ 芥體义 ...：， に して 顧慮すべき 一 つ は、 佛敎關 係の 文字に 略體の 多い ことで ある" 正食院 文書の 中に 於て 仏 

SY^  (菩^)  .  ^  など は擾. '見る 所で あるが、 これ は 佛敎關 係の 語であって、 無論 支那から 渡った 略字 

おしく は符號 である。 加 之、 怫 者が 書 寫の 際に 簡易な 文字 を假 借し、 若しくは 省 文 を 行った こと は 亦 天平 文書に 見え 

る 所で ある。 を若經 を： &若經 に 作り、 勝 奮 經を勝 万經に 作る 如き、 又は 法 華 經を法 花經に 作り、 更に 法 化經に 作る が 

.5 き、 き^^ 論 を!？ ills 論に 作る 如き は假借 若しくは 省 文で ある。 か、 る 手法 は 後世の 抄物 書き を 馴致して、 怫徙の 

文字に 殊に 多い。 卽ち繁 W される 多畫の 文字の 書 寫の頌 はし さから 逃れる 爲 であって、 彼等 は 遂に 一 種の 符號を 作つ 

て 之 を用ゐ るに 至った。 靈異記 は 平安朝の ものであるが、 其の 現行 本に 仏ニサ など は 勿論の こと、 尺 (釋) • 余 戈 (餘 

^^) . 炎 (^110  • 广 (魔) ニ片 (菩提) などの 見える の は、 やはり 怫 者の 手法と 見たくて はならない。 後世、 //  S 

聞). ョョ (緣觉 ). じ 火 0:i^〕  •  四 (Ig 惱) 等 を 盛に 用ゐ たの も 亦 同じで ある。 之 はもと より 共の 法 を 支那より 

他へ て、 is- に發展 させた ものであって、 資し 怫敎の 用語 は 其の 昔譯 と訓譯 とに 拘ら す、 とかく 多畫の 文字が 多い か、 り 

である。 而し てこれ は 亦お 文 假名 を 作る に 最も 好適の 手法であって、 平安朝に 至って 訓點 假名 を 略 化せし め 始めた も 

の は、 恐らく この 手法に 馴らされた 佛者 であらう。 自分 は片 假名 創始の 功は佛 者に 歸 すべき ものであって、 〔*^ はむ 

しろ 沸^に 做った もの に過ぎないと 思 ふので ある。 

五 略 fg 假名の 成立 (平安朝 初期) 


眞 假名の 簡易 化 

ハぶ良 朝 末期に 於て 歌謠の 表記が 一 音 一 字 式と なり、 而も 其の 字母が 漸次 簡易と なる 傾向 を 取って 來 たし、 散文に 於 

て 純 露 假名 文が 發 生し、 而も 其の 字母に 於て は 歌謠に 比して ー厝簡 El^ 化して ゐ たこと は 已述の 如くで ある。 國語樣 式 

の^！^記はか &る用字傾向を以て平安朝に入った。 

然るに 此の 期に 人って 漢學は 益.' 隆盛 を來 し、 桓武 天皇の 延展 遷都から 醋隨犬 皇の延 喜 • 延長 頃まで は續 いて、 其 

の 隆盛 期と もい ふべき 時代 を 現じた。 之が 爲に 和文 學 たる 歌讅が 一 時 潜伏の 情 態に 陷 つた。 之 は 歌謠が 學問界 から 離 

れて、 低級な 社 會にド つたこと を 意味す る ものであって、 勢其の^^記も簡=^にならざるを得なかったし- 亦 其の 伴侶 

として 簡易な 假名 文と 手 を 取らなければ ならなかった。 かくて 此の 國風 潜伏 時代に 胚胎した のが、 漢文 學 から 見れば 

低級な 假名 文で あり、 假名 歌で あり、 やがて 兩 者が 相 携 へた 假名 曰 記で あり、 假名 物語であった。 而も この間に それ 

らを 記した 眞 假名が 草 化 を 遂げた のであった。 而 して 一方 學問界 に 在って は、 已述の 如く 漢學の 繁盛 を 極めた と 共 

に、 佛法も 愈-流布し 又 新に 興隆す る ものが あった。 これが 爲に內 外の 典籍の 講義、 卽ち 漢文の 和讀が 盛に 行 はれた 

こと は 固より である。 漢文の 和讀を 假名で 記す こと は、 巳に 記. 紀 その他の 訓註 ゃ音義 類の 倭 言に 於て 其の 跡 を ns^ た 

ので あつたが、 この 期に 入って は 其の 訓法を 講師から 聽 きながら、 直接 典籍の 本文の 間へ 假名 を 以て 書 込む ことが 流 

行し 出した。 之 を趴點 とい ふ。 而し てこの 訓點 として 書 込む 眞 假名に、 いつしか 省略が 施されつ、 あった。 眞 假名の 

草 化と 省略、 これが 草 假名と 片 假名と を 作り上げ たので ある。 

先づ 我等 は 此の 期に 入っての 眞 假名が 如何なる もので あつたか を觀 察する 必要 が ある。 續 日本 紀 を はじめ 史籍 の 平 

安 朝 初期に 出来た ものに は、 歌謠 及び 宣命を 記す 爲に 假名 を用ゐ て ある。 これら は範を 書紀に 取った 苦で あるから 多 
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假名 發速史 序說  六 八  _ 

少難 字母 や 其の 複 用の ある こと は 勿論で あるが、 書紀の 陀羅尼 式の もの は 全く 見え なくなった。  , 

布 赞毛世 毛 伎 与久佐 夜氣志 波， S 多 我 波 知 止 世 乎 万 知 天 漠賣流 可 波 可 母 (續 日本 紀) 

那那 都. 炎 乃 美 与尔万 和倍留 ^毛 知：，^ 利 止 遠 乃 於 支奈能 万 飛 多 天 万 川 流 (績 日本 後紀〕  一 

などの 假名の 顯 il„<; に 簡易に なった こと を 思 ふ。 歌謠に は昔訓 交川體 • 宜命 書き 等 も あるが、 これらの 假名の 宜 命と 共： 

に 簡易なる こと はもと よりで ある。 髙橋氏 文は宜 命 書きで あるが、 未だ 多少 古 假名の 難 字母 を殘 して をり、 古；^^i拾遺ー 

の 如き は 稀に 肤勉 などの 異文 字 を W ゐて あるが 他 は 殆ど 通俗 平！ の ものと なった。 熱 田 神 宫緣起 は書紀 から 接 取つ 

た 歌 HI も あつ て 比較的 難文 字が あるが、 それ 以外の ものの 平 になって ゐる こと は事實 である。 

cji! 太 神 式 帳 は ^有名！！  • 寅 命 書き 及び 物 名 等に 假名 を^ ゐて あるが、 其の 體は 凡そ； 大平 文書の 流 を 引いて、 極 一 

めて 平 俗の ものである。 試みに 物 名 を 舉げて Gf- れば、 次の 如くで ある。 

阿世 S 志 UI 加弥 阿 々支 角 波 奈保利 物 

BS ぉ已^ 保止岐 波 佐 布 波 志 枳根 眞利 佐 良 奈戶  ノ 

一 

これら も 亦 簡&? とい はなければ ならない。 之と 同 一 系統の もの は 後の 延菩 式の 假名で ある。  „ 

さ て 純粹 の 歌讅 の * に 新撰 高 紫 集が あるが、 これ は 他に 例の 稀な 昔訓交 用 體で あって、 而も 殊に 訓借 假名 を 多^し 一 

て ある。 ^し^ 壞を 摸して 非なる ものであって、 假名の 音 借 は 簡易で あるが、 訓 借に 異様な ものが 多くて、 すべて 

文字に！ g. 井 的の 色が 濃い。 むしろ 一 異例と 兑 るべき であらう。 日 木紀党 宴 和歌 も 主として 一 昔 一 字 式に 多少の 晋訓交 

川體も あるが、 概して 書紀に 摸した ものであるから、 假名に 陀羅尼 様の 名残 を 止めて ゐる。 しかし 時には 極めて 字； 

幼 をのみ 陳ね たもの の あるの はや はり 時代と いふべき である。  j 
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氣 不利 奈岐 也 度 遠 女 玖 美 之 湏女 良已曾 也 曾 度 世 阿 末 利 玖 尔之良 之氣礼 「元 慶六 年〕  ■ 

美 万 支 比 古 能奈加 和多浪 古々 呂 阿利 天 奈久天 者 阿 之 支 不徐っ 久利介 利 r 天慶六 年) 

神樂歌 • 仙 馬樂 歌の 撰定 も、 この 期の 初にあった やうで あるが、 當 時の 本は殘 つて ゐ ない。 只 最も 古い 書 寫の譜 本 

(灭 治 本 催 馬樂抄 • 祌樂和 琴 祕譜の 如き) に 由って 見る に、 亦 極めて 平易な 假名 を 以て 陳 ねられたら うこと を 想像し 

得る ので ある。 

：处 に昔義 類の 系統 を 引いた ものの 中、 靈異 記の 假名 はや、 雜駁 であって、 殊に 音訓 を 混用し、 字母の 複用も 多い が. 

亦 難 字 はさして 多く はない。 新撰 字 鏡と 和名 抄と は兩者 殆ど 同程度の もので 字母が 著しく 簡易で かつ 似寄って ゐる。 

或は 三 四 字の 複州も あるが、 標準 字母が 殆ど 定まって をり、 而も それが 兩者 甚だ 相似 寄って ゐる。 更に 本草 和名が 殆 

ど  一 fpi 曰 一 字 の 上に 立って， 記して ある こと は、 比の 類の 鼓 も 簡易 化した ものである。 
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小..んした^?-宇は械めて！^に^ゐられるものでぁる。その內木だけは正訓に用ゐてぁる。 


し て 之 を 鏺 や 和名 抄に 比 蚊す る 時、 主要 字母が 殆ど 相 合 ふこと を 見る のであって、 多少の 個人的 茶- 異はぁ る と 

しても、 ..し に^ 遍 的の^ 準 字母が 自らお まりつ 、ある こと を 示して ゐ る。 

以にを 總括 すると、 この 期の 3斟 假名 は 勿論 まだ 普遍的の 統一 はなく、 人に よって 其の 用字 も 異なり、 -ぉ、 簡種々 の も 

が あるけ.；； ども、 概して奈^2^朝に比して遙かに簡易となったのみならす、 その. 2： に は 又 極めて 簡易な 用法の 或 物 を 見 

W し 得る ので ある。 これ は 明かに 假名の 使用が 潤色 的. 弄 的の 趣味から 離れて、 に 赏川的 .1^^ 的の 心现 に？ ^ か 


れてゐ る 二と を 示す もので あつ て、 人々 が 自ら 力めて 通俗 簡易な 字母 を 選ばう として、 不識 不知の 間に 普遍的！^ 準 字 

母 を 規定して ゆく 傾向 を 取った 所以で ある。 惟 ふに 草 假名. 片 假名 は、 眞 假名 使用の か k る 趨勢の 間に 生れた もので 

ある。 

只 因みに 注意 を惹 きたい 一 つ は、 これら 一音 一字 式 音 借の 眞 假名の 中に、 已に訓 借 字母の 自ら 交って 來て、 いっか 

お 力な ものと なって ゐる ことで ある。 音訓 混用の 事 は大寶 戶籍の 假名に 始まって ゐ るが、 之 は 記 • 紀 の 一 音 一 字 式に 

於て 一 たび 醇化され て、 更に 萬 葉 衆 末期の 一 音 一 字 を 馴致した が、 元来 萬 葉 集の 大部分が 昔訓交 用であって、 常に 其 

の不？ e に は 馴らされて ゐ たので、 巳に 一音 一 字訓 借の 或 字：^ は 昔 借の ものと 相 伍しても、 異色と 認められない ほどに 

惯 川され たもの が ある。 それ 故 萬 葉 $:<の 一音 一字 式に は、 訓借 假名の 交って ゐる ものが 相當 ある。 

於 登 爾吉伎 目 爾波伊 麻 太見受 (卷 五) 

IS 美 乃 江 乃 波 麻 末 都 我 根 乃 (卷 二十，) 

などの 如く、 それが 正訓と して 入る こと は 勿論で あるが、 

^都 チ婆奈 波 名 爾見牟 登 之 C 卷ニ卜 >  . 

多 奈妣久 夜 麻 乎 古 江 nr: 伎 怒加牟 (卷 二十) 

たどの 如く、 それが 全然 借訓 した ものが ある。 かの 萬 葉 假名 文に 田 •  口 などの 字の あった こと は 已述の 如くで ある。 

しかるに 此の 期に 人った 眞 假名の 中には、 大概の 場合に 訓借 字が まじって ゐ るので ある" 綾 日本 紀の 歌に さへ 「摩提 

丹」 たど 記して ゐ るが、 日本 紀竞宴 和歌の 前揭の 例に 女 字 者 字が 入って ゐる ことに 氣附 くだらう が、 尙 

阿 磨 能褒臂 俄 彌農美 野敏 耶佐 賀珥廼 伊 朋津儒 波屢濃 饞莽登 胡 楚耆鶴 (延喜 六 年：) 
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假名 發逮史 說  七 二 

の 歌の 書紀の 用字 を 摸 做しながら、 津字を 入れた るが 如き は 好い 例で ある。 本草 和名の 用字 表 を 見たならば、 木. 

一二  • 女. ：：d などが 立派に 昔 借の それらと 相 伍して ゐ るの を 知る であらう。 之が 自然に 略體 假名に も 這 入って 来て、 ^ 

假名 や 片 假名 の 字源 を时 ねる 時、 それが 醇粹な 音 借ば かりで なくなった 所以で ある。 

草 假名 

奈^ 朝ぶ の歌謠 . 散文に 用ゐら れた眞 假名が、 ：个安 朝へ かけて 草 化して 行った 經路 を迪り 得る 资料 は缺 けて ゐ るが、 

將 前後に 至れば、 始めて 其の 當 時の ものと 信じて よい 草 假名の 資料 を 持ち 得る。 傳道風 書 秋萩帖 • 傳；！ ^现書 賀歌切 

など は少 くも 近 風 時代と 兄て よから うし、 道 風 消息. 貫 之 自筆 土 佐 日記 (定家 臨 摸の 部) など は^の 認める 所で ある。 

0n 之書自〔.^|^^切 も共 の 假名 遣 を檢す ると、 天 輕 頃 若しくは それ 以前に 置いて よい ものと 見られる。 さて n. 疋 等よ り 以 

前にゃ^離れるが^^觀九年^岐國厂籍帳に記人された大屬有年の文とぃふものがぁる。 草 假名 资 料の 古い もの は先づ 

その 5i に 止まる であらう が、 只 我等 はかの^ 點に 人った 草 假名の ことに 注意したい。 大矢 博士 は 其の 著 昔圖及 乎習詞 

歌 iiv:- に 於て、 {ゃ：海時代の^0^假名字體を論じ、 當 時の 訓點 假名の 表 を 示された が、 これらが 獨 立した 文の 屮の 假名と は 

見られな いながら、 とにかく ia;. 體の 假名で ある 以上、 當 時の 假名 文に は 用 ゐられ た字體 であらう と考 へなければ なら 

ない。 されば この 訓點 假名の こと を 人れ て考 へる 時、 草體 假名の 資料 は 年代の 明かな もので は、 有 年の 文より 尙 §： ト 

年 は 溯り 得る し、 推お による F= 點 資料 では 殆ど 平安 初頭まで 達し 得る ので ある。 

さて 眞假 名の 草 化して 行った 原因 は、 之を簡 單に考 へる こと は 出来ない けれども、 ぉづ歌 • 文の 一昔 一字 式 表記に 

たった ことが、 之 を 誘^した こと は爭 はれない 事實 であらう し、 亦 假名の 草 化は必 すやこの 一昔 一字 式 表 7 礼の 歌 • 文 

に^じ 來っ たもので ありうと 想像され るので ある。 凡そ 一 昔 一 字 式 ii^ 記 は 漢文 若しくは 音^-. 父 川體に 比して は^しく 


冗長で ある ことが、 書記の 烦は しさ を 感ぜし め、 自ら 早 書き • 粗 書きに 走らせた もので あらう と 思 ふ。 奈良 朝の 萬 葉 

假名文が已に半草體で書かれてゐるなども亦其の^^^れではなからぅか。 而 して 平安朝 初期に 表れた 草 假名に ついて 見 

るに、 和歌 はすべ て 一音 一字の 假名 書きで あ. つて、 表訓の 漢字 は 一 つも 見えない し、 散文で も 土 佐 日記の 定家臨 摸の 

部分 は 全然 假名の みで あり、 自家 集 切の 和歌の 端 詞が亦 さう である こと は、 草 化が 一音 一字 表記の 圃に發 達した の を 

證 する もので はなから うか。 尤も 大屬有 年の 文 や 道 風の 書簡な どに は 漢字 を 交へ てゐ るので あるが、 これら は 已に成 

立った 草 假名 文と 漢文と を 泥 滑した 體 とも 見るべき であって、 草 假名の 本 系 は 一 音 一 字 式と 固く 着いて ゐ たらしく 見 

える ので ある。 

次に 假名 文の 用 ゐられ た社會 が、 漢字 を 取极ふ 學問界 から はより 低い 人々 であり、 從 つて それが 表 向 • 公 向の 所用 

でなかった こと も、 假名 を 草 化させた 一原 因に 數 へて よい やうに 思 ふ。 凡そ 私的な 所用に 文字の 崩壞 され 易い ことの 

例 は、 已に 之を大 寶戶籍 其の 他に 於て 見た所であって、 側 人の もの はもと より、 他に 對 しても 親しい 間な どに は、 文 

字 を 粗 書す る ことが 許される からで ある。 特に 和歌な どが 已に 全然 漢文から 離れて 了った ので あるから、 其の 表記に 

正楷の 文字 へ の 調和 を 取る ベ き 必要が なくなつ たこと も、 文字 を崩壞 して 顧みなかった 一 つ の 原因と 見る ことが 出來 

よう a 

さて 革 假名 はもと 漢字の 草書と いふ 一 定の 型に 遵 つて 書 始められ たこと は 固より であるが、 其の 草 化の 度に も 種々 

の 階段が あって、 行. 草. 極 草と いひ、 或は 獨草. 連綿と いひ、 字形と して は 漸次 簡單 になって 行って、 遂に は 漢字 

の 草書 以 にに 變 形して 了った 跡 を 見る ので ある。 これが 漢字の 日本に 於け る獨 特の變 化であって、 假名の 日本 特有の 

夂卞 となった 所以で ある。 この 點 から 見て、 有 年の 文の 如き は 未だ 漢字の 草體を 離れる ことが 遠くな く、 獨 草の 階段 
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にんる ものであるが、 土 依 日記の. S き は 已 に眞の 草 假名と して 成立 つて ゐ ると 言 つてよ い。 何と なれば 未だ 素朴な 所 

は ある ものの、 澳 字の 草書 の^を. 悅 して ゐる ものが 多い からで ある。 


殊に 我等 は 初期の 訓點 假名に 於て、 相當に 簡單な 草體を 見得る ので ある。 試みに 年代の 明かな 訓點 について、 それ 

らを 拾って 見る と、 

こ、 しちぬ マ ヒゐ 哀 r 成. K 論： 人畏五 年點)  . 

こ し た マ ゐ (金刚 般若 綰 15 述下嘉 祥四年 點) 

おかく けこし せた つと は ひや ゆらる ゐ r 大智度 論. 大安 二 年點) 

など は 有 年の 文 以前の もの、 

えお かく こ、 しそた ちて と は へ め ゆ (地蔵 十 輪 經元虔 元年 點) 

ああしせ へ *^  (金刚 般若 經讚述 上 仁 和 元年 點) 

こしす せて へ ら (蘇悉 地 賴. 權經略 疏寛平 八 年點. ：-  . 

など は それ 以後、 土 佐 日記 以前の ものであって、 殆ど 今日の 標準 字體 若しくは それに 極めて 相 近い 字體を 見出し 得る 

ので ある。 これら は少 くも 平安 朝 初期に 於て、 眞假名 の 日本的 草 化が 相當 進んで ゐ たこと を 物： ilS る もので はなから う 

力 

さ て こ の 日本的 草 化 は 如何なる 所に 原 w する かと 考へ るに、 漢字の 取扱 ひに は專 門で ない 假名の 使用者が、 極めて 
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假名 發逮史 し i-!?^  . , 

簡：： ^な 字母 を 選んで、 書法に も關 せす 體 裁に も拘ら す、 自由 奔放に 崩壞 した 所に 在る ので はない かと 思 ふ。 初 こそ^ 

字 否 其 の 行書 • 草書 か ら出發 し てはゐ るが、 假名 自身が 已 に 表 昔の 符號に 過ぎたい もの、 實用的 意義 の强 いもので あ 

る ことが、 自ら 彼等 使用者 をして 自由に 其の 形 を 壌た しめて 了った ので あらう。 しかし 只 崩 壌した ばかりで はなく、 

その K 名が 書道の 人の 手に よって 洗練され た 一 面の ある こと を 思 ふので ある。 其の 洗 鍊を經 て 成った ものが 連綿 體で 

あって、 こ>-に^s?がi:^^名は完全に屮z來上ったと首ってょぃのでぁる。 私 は奈良 朝に 於け る 彼の 萬 假名 文 を る 毎 

に、 彼の 文 (厂？ 如 M にも 漢字の 書法に 十分 馴れない 素人 味 を もった 半萆 である こと を 思 ふ。 而 して 平.， 一 初期 グ.^ 文 

ぃ：^^に隠れた^名文には、 あの 手法 を 更に 甚だしく した、 言 はば 稚拙に 崩壞 された 文字の あったら うこと を 思 ふので 

ある。 それが- 大 is^ 後に 於け る 書道の 曰 本 趣味 勃興の 氣 運に 遭って、 この 崩壞 された 草體 文字に 磨きの かけられ たの 

が、 al- し 宵 弘朋に 出來ヒ つた 流麗な 述， 都體 であらう と 思 ふ。 要するに 草 假名 字體の 成立 は 一 面业 H 通人の 自由なる 崩壞 

と、 一 面 寄 逝」 の巧微 なる 洗鍊 とから 來てゐ る ものと 見られる。 

次に 假名の 字母に つ いて 一 考 したいと 思 ふので ある。 草 假名の 資料の 中古い ものが 如何なる 字： W を 使 S して ゐる 

かとい ふに、 ヶ、 せ 年の 文、 莨 之 自筆の 土 佐 曰 記、 道 風 書簡 等に ついて、 その 字母 を 措 書に 翻して 表して 見る と、 次 

の. 5  くで ある。 

以於可 許 之 多 太 天 

is へ 遠 かと A 父 世 a- と- f ン ^^^^ 

9  える 笨然が ある ) "ィ， "う」 

：ん d  ..1 ぃゝ ，、、、 hr  .W ん 

VP-  r  *  ^  i  -n リノ  Ay 


止 奈尔乃 波比不 末見无 無毛 与 ft- お礼 

己お 散 之數此 酋 多 知， つ： 太止奈 那じ尔 


奴 乃 波 比 マ 保 末^ 无毛 3 良 利 留礼和 乎 (上 佐 日記) 

安以 可支久 之： 人 止 奈波末 无也礼 乎 (道 風 書簡〕 

これらが  一 二  (散 .數 の 如き) を 除いて 常用 平易な 文字で ある こと は 勿論、 この 三種 を 比較した 時、 备 字母の 殆ど 相 

八" ふの も M (味が 多い。 初の 革 假名の 字母の 如何に 簡易な 文字から 取られて ゐ るかが 明かで あらう し、 又 かの 萬 葉 假名 

文と 比較して 如：^ に 相 近い もので あるかが 知れる であらう。 草 假名 ゃ片 假名が 極めて 簡易な 文字から 屮 I 發 して ゐ る と 

一一-一 C つたの は 之が 爲 である。 

かくて 初に 出来た 草 假名 は、 むしろ 却って 實用 的に 簡易であった やうに 考 へられる が、 書道の 趣味が 加 はって 來た 

とき、 それが 洗練され たと 同時に、 亦 却って 之 を 複雑に した 點が ある。 卽ち 字母の 多畫な もの を 取 人れ て、 而も それ 

を複 用す る ことの 放恣であった ことで ある。 宇津 保 物語の 國讓 の卷に は、 假名の 書 方の  一！ f として 「男 乎 はなちが き 

にかき て、 11： じ 文字 を 々に變 へて 書け り。」 とい ふの が ある。 この 男 乎は眞 假名 を 言った のか、 秋获帖 風の 假名 を 

言った のか は 明かで ない にしても、 とにかく 同音の 假名に 異字を 多く 用ゐ たこと を 言った ものであって、 全く 書道 趣 

味から 來 たもの、 實用 文字と して は 遠ざかった ものである。 かの 秋获帖 ゃ賀歌 S の 字母 を檢 する 時、 t„ ^だしく 多畫な 

もの を 採り、 かつ 叉 同 昔に 異 字母 を 数多く 複 用した ものの ある こと は、 誰し も氣附 くこと であらう。 一例と して それ 

らー 一： 二の 字母 を 取つ て、 措 書に 翻して 見る と、 

以 意移ィ 可 閑 我駕カ 許 已 古 故" 之 新 志事シ 東 登 度徒ト 悲飛 比非ヒ (秋 萩帖) 

憂有ゥ 幾起キ 盤頗 半葉ハ 本奉ホ 蒙毛モ 路赏。 C 賀欲 切) 
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假ぉ發 お 序 .4^  七へ 

などが：：：^ である。 ^も 簡易から 起って ゐる眞 假名 を、 記. 紀. 萬 葉に 於て 故意に 複雜 にした のと 酷似した ものが ある。 

後の^ 野 切 や 傅 行成 寄の 朗詠 築 • 古今 菜 等に もこの 械 類が： 3- える。 じ 草 假名で も 道 長の 御堂 關，： ： 口. 記に 於け る 和歌 

の 如き は 常 川の 假名に 近い もので あらう と 思 はれる。 字母に 難 字が なく、 複 W が少 い。 從 つて 物： ほ. ：= 記な ど は、 こ 

の 程度の 草 假名で 書かれた もので あらう と 思 はれる ので ある" 草 假名が 時代と 共に 簡易 化して 行った こと は  一一！ E ふまで 

もない が、 个 假名の 標準 字體が 定められた， 今 口から 顧みて、 かの 變體 假名と 稱 する ものが 長く 附き經 つて、 首 換 へる 

と卞 保の 俊 川が 許されて 來た跡 を 見る と、 草 假名 字體 の 完全なる 統一 は 近い 時代まで 遂げられなかった と fir ひ 得る。 

£ だが； 1；： 假名と よほど 趣 を 異にして ゐる點 である。 

片 假名 

假名の 形態 を 最も 自由に 崩壞 して 一 稲の 略體 假名 を發 達させた 原因 は、 首 ふまで もな く. S 外典 緒の 訓點の 記 人で 

ある。 片 假名の 起源 を訓點 記入に ありと した こと は、 村 田 春 海の 字 說辨誤 (平 澤元愷 の模微 字說を 論評した 書〕 • 假 

字 大意 抄 及び 山 崎 突 成 の 文敎湿 故な ど に 言 ふ 所で あるが、 之 は 首肯され る 考察で ある" 已に觀 察した や う に 3^ 假名が 

取 獨には 容易に 省 文に ならなかった 審實 と、 古い 片 假名の 資料が 皆訓點 用と して 記されて ゐ る事赏 とが 之を證 する も 

の である。 

抑， 訓點 としての 假名 は、 漢文の 行間に 國 語の 助詞. 助動詞 . 活用 貢の 語尾 を 送ったり、 文字の 音訓 を 施したり す 

るので あって、 {チ 形の なるべく 小なる こと を 要し、 かつ 多く は 講義 を聽 きつ-記 人す る ものであるから、 字 畫の簡 お 

なること を. 嬰す る。 文字に 對 する この 二つの 要求が！ 假名 の i きしい 簡易 化を來 した ものと 見るべき である。 狭小なる 

^に：，.^ 人す る 文 (c, の 小形なる を； 忠 する^に、 共の 點畫を 略す る ことの 假名の みに 限らない こと はじに 述べた 所で あ 


る。 あの 省 文 の 乎 法 は 訓點記 人に 必すゃ 行 はるべき ことで ある。 次に 訓點の 記 人 は 他から 移寫 する 場合 も 勿論 あ つ た 

らうが、 多く は 講師の 講義 を聽 きつ > 記入 する ことで ある。 かくて 其の 記入の 迅速 を 要する 爲、 記入 者 は 恰も ケ 日の 

速記者が 符號を 欲する のと 同 一 情 態に 置かれた ものである。 是が 爲に眞 假名 は 現 著に 草 化され 若しくは^ 文され たも 

のであって、 此の 爲には 彼等 は單に 假名ば かりで なく、 繁 用され る 實字を さへ 略畫 した ものである。 實に 訓點の 假名 

は 小 記 かつ 速記の 爲に思 ひ 切って 字形 を 崩 壌 じたので あって、 之 こそ 眞の 文字 書記に 於け る 時間. 勞カ 上の 經濟 心理 

の 意識的 動きで あり、 其の 文字 は 眞に實 用の 爲の 文字であった。 漢字 は 之 を 意 字と して 使用す る は、 字形に 意義 を 

^^^す部分を有す る爲 に、 其の 原形 を 破壞す る こと は 甚だ 困難で あるが、 音字と して 從 つて 少数に 限られた 文字と して 

使用す る 段になる と、 或 度まで 崩壞 しても、 それが 發昔 聯想 を もち 得る だけの 形を殘 し、 かつ 各 音 各 字の 混同 さへ な 

ければ 足りる のであって、 訓點 記入 者が 上述の 要求から 體裁ゃ 趣味 を 省みる 這な く、 只管 實 用に 迫られつ、 漢字 を符 

號 化して 行った こと は、 亦 頗る 興味 ある 事實で なくて はならない。 

訓點の 假名の 敲も 古い ものの 何時頃に 存す るか は 無論 明かで ない が、 今日まで 調 有： された 資料の 範圍 で、 年代の 明 

かな 最古の もの は 天 長 五 年點の 成實論 (正 倉院 御藏 並に 東大寺 圖書 館藏) であるが、 故大矢 博士が 其の 假名 字體. 假 

名 遣 其の 他から 推定して、 これより 以前に 置かれた 資料が 尙數種 ある。 それら は 多く 正倉院 御藏の 點本 であるが、 

に は H; 假名 本位であって、 略體の 僅かに 見え 出した ばかりの 點 がー 一三あって、 それら は 奈良朝 末期の ものと も 思 はれ 

るので ある。 しかし それ は單に 推定であって、 他に 何等かの 證左を 得ない 以上 畢竟 不明で あるが、 成 實論點 が 平安朝 

になって 三十 年の ものである とした 時、 これら 眞 假名 本位の 種類 を 對比上 奈良朝 末期に 置き、 從 つて 訓點 上略 體 假名 

の 發生を 奈良朝 末期に 溯らせても 無理 はない やうに 感す るが、 斷定は 暫く 差控 へなくて はたらない 。吉澤 博士 は 假名 
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M れ 'r!r*A: 

：:,^ 人に 作った 點 II の 發生 などから 考證し て 、 -个安 朝 初期から と 言 はれた の は、 今の 處最も妥當な.^^と しなく て はなら 

： 、 0  、丄： ssre 則 g ヒ の 本？？ ノ 

^1  「& 本 #=」 《su  , 

さて 初期に 於け る^ 點の 假名 は、 已述の 如く 眞 假名から 始まつ てゐる こと は 勿論であって、 正 〈23 院^ 語藏御 本の 景 

^^；^ぉ根本；^；^ー  切お 部 毗奈耶 • 同す 仏 莉尼 毗奈耶 古點の 如き は眞 假名 字母 三十 五 あるの に對 して、 略體 字母 叫つ (ィ • 

小.， J  . で) あるに 過ぎす、 s:;! 阿毗 逢： ま 雑壤論 古點の 如き は實に 六十 g: 五の 假名 字母に 對 して 三十 前後の 略體字 

^を 有する ものである。 共の 初に 於て 如 M に ほハ 假名が 用 ゐられ たかを 知る ことが 出來 る。 今 初期の 訓點 假名の 一例と 

して 4;! に雜 論い：： 點の字 1$  ^ を祸げ る 。 
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字源に ついての 注意 ラは 衣の 略、 具 は 吳 であって p£ 昔ゴ、 十は訓 借ソ、 ス*フ は 共に 不 の峪、 ォは 等の 草 省。 

この 表の 眞 假名が 概して 普通 慣用の 簡易な 文字 を 取って ゐる こと は 勿論で あるが、 只 字母の 複 用の まだ 大分 ある だ 

けで ある。 而 して 數 多い 3 典 假名に 略體の 交って ゐ るの は、 眞 假名から 渐次 略體を W ゐて ゆく 經路を 見る ことが 出来る。 

^に 略 體には 草體も ありお 文 もあって、 其の 15!; 別 をして ゐな いこと にも 注意すべき である。 尙 主として 音 借で あるが、 

其の h に^ 借の 少数の 交って ゐる ことな ど は 言 ふまで もない ことであって、 亦 草 假名に 於け ると 同じで ある。 この 訓 

點の 假名 は 比較的 複雜な ものであるが、 整理 や 統一 に缺 けた 初期の 情 態 を 表した 一例で ある。 次に 訓點 中年 代の 明か 

な 最古 の もの 成實論 天長點 の 假名 を擧げ る ことにする。 
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(字 」ー 已、 或は 記 • 紀 • 起な どよ リか、 ヒ— 氣、 Jw—ls、 小— 奈、 乍— 尔、 ^^.-波の草書ほの初ニ畫、 .1— 弥、 『1- 与、 

！ 良の 右側の ー畫 か、 口 丄£、 戎は 下部 田の 略 か、 歹— 列、 或は 例 か、 i,— 不叨、 ム， I 乎。 . 

この 假名の 一 一三 を 除く 外字 母が 單用 となって ゐる こと、 三 ra を 除く 外 皆省體 となって ゐる こと は、 極めて 單 純化され 

たもの、 かつ 片 假名と して 已に 進歩した ものである。 

玆に 字母の 單 純化に ついて 言 ふべき 一 つ は 濁音 假名の 失 はれた ことで ある。 この 事は眞 假名の 單 純化した もの (本 

草 和名の 如き) がさう であった し、 草 假名 字母に 於ても 亦 同様で ある。 この 淸濁ニ 昔 を 同一 字で 表して さして 不便 を 

感じない こと は、 我が 假名 文字 特有の ことであって、 もと 國語 昔が 一 昔に 於け る 淸濁卽 ち 無聲昔 • 有聲 昔の 聯合の 極 

めて 緊密で ある 特性に 本づ くこと を 表して ゐて、 注意すべき 一 事實 である。 as; 假名に 於て 淸 濁の 別の 表れて ゐる こと 

は 推 古 朝 乃至 奈良朝 に 於 て 之 を 見た が、 又 必す しも 悉く 之 を別體 の 文字で 書 別け た のではなかった。 中に は淸音 の 文 

字で 濁音 を も 表し、 昔の 文字で 淸音を さへ 表す ことがあった。 しかし 平安朝に 人っても 眞 假名の 中には 未だ 濁音 を 

表す 假名が 多少な り 残って ゐ たので ある。 然るに 略體 假名に 至って は 殆ど この 濁 昔 字母 を 失って 了った" 只 比較的 n.^ 

い 時代の 訓點に は 未だ 其の 名殘を 止めて ゐ たのであって、 かの 雜槊論 古 點にー ニニの 濁音 假名の 存し たこと は 前 揭の表 

に 明かで あるが、 尙正倉 院御本 一切 有 部呲奈 耶點に 可と 何、 多と 太 を^ち、 同 景雲 寫華嚴 經點に 久に對 する 具が あり、 

同 華 嚴經探 玄記點 に 之に 對 する 自の あ るが 如きが 是で あ る。 要す る に眞 假名 の 多い 種類 卽ち 極めて 初期 の ものに 之が 

殘 つて ゐ るので ある。 しかし 成 寳論 以下に なると 殆ど 見られない やうであって、 この 事が 亦 假名 字母 を？ 単純に し 而も 

整理して ゐる 一 つの 點 である。 

さて 多くの 訓點 を比铰 して 見る と、 個人的に は iHii 々であって 未だ 一 般の統 一 がなかった こと は 勿論で ある。 づ使 
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假名 發速史 "ゆ？^  八 四 

川 さ る 字母の 相異が あり、 露 假名. 略體 假名の 多少に 差異が あり、 略體に 於け る «文* 草 化の 交 川も^々 であり、 

更こ^^^母は！！： 一  でも省文 • 草化の形が異なるのみならす、 亦 個人で も 字母 を複 用したり、 义省 文の 形 を  一 二に したり 

する もの さへ ある。 "だは^ 點の 假名が 其の 初  一 { えの 型が ある 譯 ではた く、 個人個人の 心覺 えと 言った やうに 極めて 私 

りの もので あつ た^？-を物語 つて ゐて、 かう あるの が 寧ろ 自然 の 事で ある。 さ うし て 時代と 共に 漸次 純 になり ゆく は 

勿ム？ であるが、 時には 問々 共の 傾向に 逆行す る 資料 もあって、 假名 字體の 繁簡が 必す しも 時代の 新 古と 伴 はない こと 

が ある。 例へば 人 安二 ハ牛點 大智度 論の 假名 は成實 論よりも 複雜 であり、 页 に元麼 元年 點地藏 卜 輪 經がゃ k 複雜 である 

如きが！ である。 かくして其の間の錯綜情態は簡約に之を叙述することは到底不可能なほど"^^々でぁるから、 極めて 

.V まかな. に.^, めなくて はならない が、 かう した ものが 渐次 字母が 固定して 單 用され、 3 典 假名が 減少し ゆき、 ゃ體 

が 淘汰され、 省 文の 形が 一定し ゆき、 而も それが 社會 的に 一般化 される 處に片 假名の 完全に 統一 ある 符號 化が 成立つ 

わけで ある。 かう いふ 點 から 鋭た 训點 假名の 字體の 錯雜は 初期と いふべき 大暦 以前に 最も^だ しい。 しかし. 人^ 期に 

なると、 先づ 字母が や、 して 來 るので ある。 左に 天 暦 期の 訓點 假名の 一例と して、 大乘掌 珍 論： 大^ 九 年點の 假名 

卞 i ^ぶ を揭げ る。 
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注意 ， (ス： ) は 俱の草 體の偏 かと も 思 はれる が 明かで ない 


右の^！^にょって、 この頃の 假名の 如何に 單純 になった かが 明かで あるし、 已に 其の 字體の 大半が 後世の ものに 近づ 

いて ゐる こと を 知る であらう。 今 試みに 假名 沿革 史料に 見える 蘇悉 地^ 羅經寛 平 八年點 • 略述 金剛 頂瑜伽 分別 聖位修 

證法門 經天慶 六年點 ， 蘇悉 地？^ 羅經略 疏天曆 五年點 に、 辨中邊 論 天 唇 八年點 • 大乘掌 珍 論 天 曆九年 點を加 へ て、 其の 
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假名 發建 史序說  八， > 

字母 を壤 めて 見る と 大凡 そ 次の 如く で ある。 

久介己 

つ 天 止 

不マ保 

由 江 与 

惠 乎 

之 を 假名の 字母 (本苹 和名な ど) に比べる と、 大體 通って ゐて 更に 簡單 になった ものの あるの みならす、 「しに 略- 

後 の 片 假名 字體を 定し てゐる ほど 固定 的に なって ゐ るの を 覺 える。 勿論 同時代で も 一 概には 言 はれ ない のであって- 

漢書 揚雄傅 天 ^二 年點の 如き は佛 家と 異系 の 懦 〈豕 の ものであるから であらう、 其の 字母に 多少 異なる ものが 見える 力- 

そ れ で さへ-しに ト中 九まで は 相 合致す る もの で あ る 。 

こ，' に 草 假名. 片 假名に 用 ゐられ た 字母 を天曆 前後に 於て 比較して 見る と、 勿論 それらの 大部分 は、 草 化に も 省 文 

にも 刚 用の ものであるが、 其の 中の 或 ものに は 自ら 差^の ある 事 を 見 m す。 例へば 阿 • 伊が 省 文に 用ゐ られ、 安 • 以 

が 草 體に用 ゐられ てゐる 事實が あり、 加 • 万. 牟の省 文と 可 • 末 • 无 の草體 との 如き もほ^ 同 一 の lEi:^ 傾 {!: を もって 

ゐる。 又 トニ。  了 や..？ 一？  了^な どは片 假名の 爲に 勢力 を 得て 来た 字母ら しく、 從 つて 草體に なること は少 いもの 

であり、 之に 對 する^ 體は知 •  & •  •  & • 美. 爲 など を 以てする のが 普通で ある 如きが 是 である。 これら は 文字の 

形態に よって 草體 として 用ゐ よい ものと、 又 省 文に 適した ものと があって、 自然 後の 兩 假名 字源の 與 なる もの を 規定 

して ゐる やうに 思 はれる ので ある。 


字母 の 固定す る倾 向と 共に、 眞 假名 卽 ち全畫 の 漢字の 減少して 行った こ とも 勿論で ある。 元 來訓點 假名 は 力めて 簡 

易な 字母 を用ゐ ようとし たので、 其の 或 もの は 省 文し なくと も、 其の ま K 他の 省 文と 同等 簡略な 字形が あって、 筆致 

を 書記に 便利な やうに 多少 變す るに 止まる ものが ある。 後の シ ，チ. 一一. 子. ハ. ミ • 并 などが 是 であって、 殊に 省 

文に 伍すべき 簡易な 字母と して 採られた ものら しい。 この種の 全畫 字母 は 姑く 省く として、 他の 眞 假名 字體も 大凡 そ 

天 暦 頃に 至る と、 ほぐ 取 去られる やうに なった。 尤も 人に より、 流派に よって 一概に は 言 はれない のであって、 例へ 

ば 彼の 漢書 揚雄傳 大曆ー 一年 點の 如き、 又 前掲の 大乘掌 珍 論 天 唇 九年點 の 如き、 未だ 皆 五六 乃至 十に 近い 眞 假名 を 交へ 

てゐ るので ある。 しかし それらの 一 々の 文字 は 巳に 同時 若しくは それ 以前に 於て、 何れも 省 文の 形 を見屮 I し 得る もの 

であって、 此の 點 から 見れば、 大凡 そ天曆 頃に は 前掲の 字母 は 殆ど 盡く省 體を取 つて ゐ たと 見て 差 支ない と 思 ふ。 

^點 假名 の 中の 草體が 時代と 共 に 漸次 淘汰され て 行った こと も 亦 確かで ある。 漢字 に 調和す る 文字と して は 草體ょ 

りもハ V 文の 方が 適する こと は 勿論であって、 草 假名が 漸次 訓點 假名から 排除され たの は 之が 爲 である。 しかし 草體は 

や.^ 體 中に 交 つ て 大分 後 f ま で 用ゐら れてゐ るし、 天曆頃 に はだ 相當混 人し てゐ る。 これらが ほ 排除され たといって 

よいの は 長 保 • 寬弘 以後で も あらう か。 しかし 人に よって は隨分 後まで 交 用した ものが 見える。 

お 文字 體の 社會 的に 一 定 したの は 何時かと いふ こと も 問題で あるが、 凡そ 天 1^ 頃までに 表れた 省 文字 體を 集めれば 

今日の 片 假名の 標準 字體の 殆ど 九分まで は 見 し 得る けれども、 未だ 使用に 個人的の 色が 强 くて、 多く 異字體 の 交 用 

が 行 はれて ゐる。 厳密に 言へば、 一字 ー體の 統一までに は 現代まで か、 つたと 一一 111 はなくて はならない が、 已に 平安朝 

末期に は ほ 統 一 された と 言って よいだら う。 長 承 三年 寫の打 聞 集 は、 (キ) •  ？ (ホ) の 異體が ある 外、 皆 現代の 片 

假名に 近いと いってよ い。 殊に キの 字體も 併用され て ある。 康治 元年 寫の 極樂 往生 歌 は".' * 禾 (ヮ) • - 'の 異體を 見る 
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假名 發 史 .ib 說  ，  八べ 

が、 これら も 常時と して は 寧ろ 普通 流布の 字體 であった。 キ. サ. ス • セ. ネ • ホ *  二 • ノ. ミ • ョ • ヮ等は 近古 否 

近世まで s^lg が兩 用され てゐ たが、 それ も 草 假名の やうな 數 多い 複 用で はない。 やはり 天 暦 以後 は 統一 期に 向って ゐ 

ると いってよ いで あらう。 片 假名 は それが 訓點 用に のみ 止まらす、 之 を 交へ て 文 を 書 出した ことが、 其の 字體 の社會 

的 統一 を促迪 した 一 冈と考 へなくて はならない。 片 假名 交り 文發 生に ついては 後に いふ ことにする" 

i い 假名 及び 片 假名の 如何に 變遷 して 行った かとい ふこと は、 尙 精密に 調奄 さるべき であるが、 已述の やうに 私 は 未 

だ 之 を まとめ て^く ほど 资 料に 目を通して ゐ ないから、 暫く 以上の 程度の 叙述に 止めて m はく こと を 許して いた^きた 

い。 この 観察に は片 假名の 方 だけで は大矢 博士の 「假名 遣 及 假名 字體 沿革 史料」 を 參考に するがよい。 草 假名に 關し 

て は ft 近から 觀た尾 上 博士の 「歌と 草 假名」 •「 平安朝 時代の 草 假名の 研究」 などが ある。 

^點に は 儒 〔糸の 餅籍に 施した ものと 怫 家の 佛 典に 施し、 たものと が あるが、 現存の もので は、 古い もの は怫 典の 方に 

い の で ぁ る。 ^宮^ 基 の 野 記に 乎 己止點 はもと 南都 法相 宗 の隱點 であった が、 其の後 儒家に 轉 用され た^を；^.^ して 

ゐる (gl^lsw ビし、 3 典 俗ニ點 ffis 著者 高 畠 敬 も 同様、 儒家 點は 釋氏點 から 出た と說 いて ゐる。 吉澤 博士 はこの ニ說 

を 引いて、 「其の 某く 所 を 知らす と雖 も、 余が 調 茶せ る事實 によれば、 此の 說當れ る ものの 如く …… 」と霄 はれ、 la^ に 

ゅ士 * 點の 始祖 は菅 {| であって、 點は眞 堂點 から 屮： たので あらう と說 かれた。 (Sl?i^r「fsss2§?fss) 

之 を 惟 ふに、 假名 を 以て^ 點を 施す こと も亦佛 徒が 創めた のであって、 儒家 は 之に 做った もので はなから うか。 從っ 

て ほ， 假名 を 崩壊す る こと も亦怫 徒の 乎 法が 範を なした もので はなから うか。 

！^假^^を略して片假名を作る手法の起源に つ い て は 先哲に 由つ て ar 考へ られた 所であって、 伴 信 友 は 其の 假字本 

^に 於て、 備 公の 片 假名 を 作った (信 友 はさう 考 へた) の は、 支那の 例に 倣った もので あらう として、 字林廣 


記に ある 琴 譜の省 文 を あげ、 片 假名に 酷似して ゐ るから とし、 尙 古書. 佛 書の 略字の 例 を あげて、 それら も 自ら 片假 

名 を 作った のに 似て ゐ ると 言って ゐる。 省 文の 事 はもと 支那から 傳っ たもので あらう が、 片 假名が 何 を 倣った かとい 

ふこと は 勿論 出来ない けれども、 只 その 翁 文の 手法に よって 作った もの だと は 言 はれる。 私 は已に 述べた やうに、 此 

の點に 於て 佛家は 殊に 早くから この 省 文 を用ゐ 馴れて ゐ たから、 彼等が 訓點に 於て 文字 を符號 化する こと は、 直接 例 

を 字 林 廣記ゃ 正倉院 文書に ある 琵琶 譜 などに 仰がな くと も、 自然に 考 へ られた 所で あらう と 思 ふ。 とにかく 初 こそ 統 

一 はなかった ものの、 あの やうな 省 文の 符號を 案出した こと は 賞 讚に 値すべき ものであって、 この 點に 於ても 創始の 

功 は 寧ろ li.ik ぶよりも 怫 者に 歸 すべ きもので はなから うか。 

終に 乎 己 止點と 假名 點 との 先 後に ついては、 吉澤 博士が 前揭の 書中に、 假名 點に 次いで 乎 己 止點の 起った やうに 說 

かれて ゐる。 やはり さう 見る のが 妥當の やうに 思 ふ。 私の 見た 點 本の 內、 正 八お 院聖 語藏御 本に 景雾寫 持 人 菩薩 經がぁ 

るが、 この 訓には 句 點と反 讀符の 外 乎 己止點 がなくて、 只助辭 だけ を眞 假名で 附け たもので ある。 勿論 加點 年代 は不 

明で あるが、 様式が 極めて 奇 古であって、 何となく 初期の 訓點を 想 はせ る ものが ある。 恐らく か k る 助 辭に乎 己止點 

の 代った もので はなから うか。 

國 語音の 變化 

草體. ぉ體の 假名の 發生 時代に 於け る國 語音の 變化 を、 その 假名 遣から 觀 察して 見ようと 思 ふ。 この 觀察 は、 草假 

名 資料 は 已述の やうに 少 いから、 主として 訓 點の片 假名 資料から 行 はなければ ならない。 かの 奈良 朝に 於け る 特殊 假 

名の 一 一種^の 平安朝に 人って 失 はれた こと は 已述の 如くで あるが、 眞 假名 ゃ訓點 假名に つ い て 見ても 亦 その 事が 立證 

される。 ：： ハァ行 • ヤ行の H の IE! 別 は 平安朝 初まで 存 して ゐて、 , "點 では 多く 衣 . 江 若しくは 其の 雀 文で 區釗 されて ゐ 
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た U 大矢 博い の 假名 沿革 史料に よれば、 この 區別は 大凡 そ天曆 まで は 保 たれて ゐ たこと が 分る" 但し 博士 は 後に 調査 

さ れ た地藏 卜輪經 一. 儿麼 元年 點 にこの 區^ を 誤った ものが あるので、 普通に は 151： 別の あ つ たもの を、 個人的に は已に 早 

く 誤った もの もあった であらう、 とにかく 注意すべき であると 言 はれた。 假名の 資料に 於ても 續 ：= 本紀は 勿論、 靈 

3^記 • 祝：！式 • 新撰萬葉$^-  • 新撰字鏡 • 日本 紀竞实 和歌. 本草 和名 等に 於て  一 二の 例外 を 除いて は、 衣 • 江の 表記 を 

明かに .R 刖 して ゐ るが、 之 を 泥 同し かけた の は、 延長 年間に 出来た 和名 抄 であって、 以後 は 殆ど：^ じて 了った ので あ 

る。 この 事 を調奄 した ものに は、 奥 村 榮實の 古言 衣 延辨が あり、 大矢透 博士に 同 補證が ある。 

かくて ほ V 大潜顷 まで は、 國語昔 は §: 十八 昔 (濁 昔 を^に して) あった ものが、 それ 以後から 一音 減じて m 十七 昔 

になった わけで ある。 かう した 點の 精確な 時代 は、 年代の 確かな 資料の 假名 遣の 調査に 由って 明かになる ことで あり- 

其の 時代が お まれば、 年代. 个 明の 资料も こ の 假名 遣 によって 其の 年代が 推 《疋 される ことになる。 尙 平安朝 の 乎 習 手本 

として^^-れた 「あめつちの 詞」. 「いろは 歌」 が あるが、 之 は 其の 出来た 當 時の 國 語音 全部 を 以て、 同一-? iH を 繰 返さない 

詞ゃ 歌に した ものである。 而 して 「あめつちの；！」 に は、 アヤ 二 行の H が训れ てゐて g; 十八晋 から 成り、 「いろは 歌」 

は ヱが 只 一 つより 外なくて i: 十七 昔から 成って ゐる。 之 を 前の 分 训 • 混同に 照して、 一方 は天厫 以前の 作成で あり、 

一 方 は 人^ 以後の 作成で あると いふ 鑑定が つく 譯 である、」 

次に 略體 假名 發生 時代に 於て、 一 つの 著しい 昔 韻 現象 は 古い ハ行 昔の ヮ行 音で 表されて ゐる 語の ある ことで ある。 

それ はゥ ルハシ とい ふ 語の 中の 音 ハがヮ と 書かれて ある ことで ある。 古事記に 宇 流 波斯、 萬 葉 集に 宇 流 波 志と あるの 

に、 此の 期の^ 點 物に は ウル ヮシと 書かれて ゐる。 西大 寺の 金 光明 最勝王 經古點 は 天 長 前後の ものと 推定され るが、 

其の^のお 字に ウル ヮシキ と 假名 づけ、 地藏十 輪經元 慶點に は 美 字 や 麓 字 を IM 様に 假名 づけて ある。 而 して 眞 假名 訓 


が 
漸 

ffTo 蔑 や。 使; Z 馥さ。 次?。 次 7。 次 
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では 靈異 記と 新撰 字 鏡と に 兄え てゐ て、 已に弘 仁 時代に 語の 中の ハ の ヮに變 じて ゐる こと を設 する ものである。 ハ行 

音が 語の 下にあって ヮ行 音に 變 じた 例 は奈良 朝に もあって、 萬 葉 集に カホの 昔に =  木 (力 ヲ) の 字 を 宛てた ので も 知れ 

るし、 古地 名の 借 字に 高 良 (力 ハラ) • 早 良 (サハラ) など あるので も 知れる。 この ヮ行 昔に 變 する ハ行 音 は 重霄 音で 

なくて 輕替 音であった こと を證據 立てる 資料と なる ので ある。 何と なれば P よりも； J の 方が W に變じ 易い からで ある。 

それで、 我が ハ行 音の 子 昔は少 くも 奈良 朝に 已に， おであった らしく、 平安朝 は 無論 さう であって、 其の 中期 以後、 語 

の 中 下に 於け る ハ行 音が 盡くヮ 行一胥 に變 じて 了った ので ある。 され ど略體 假名 成立の 天歷 頃までに は、 この ウル ヮシ 

より 外 多く 兑 えない ので ある。 ^已述 の 金 光明 最勝王 經古點 に は ウル ヮ シと ある 一 方に、 ウル ハ シ ミ (親) とも あつ 

て、 ^も その 顷變 りかけ て M れにも 言ったら しく 見える ので ある。 

次に 奈良朝 文獻に 於て、 早く 權を加 巾 を 麻 宇 勢 I. 麻 宇佐 牟 gg、 持 チテを 母 ai§、 神風 を 加 牟加是 記な ど あ 

つて、 所謂 昔 便らし いものが CJ- え 出して ゐ るが、 この 期に 至って は、 昔 節の 母音 (ィ • ゥ) 化 並に 撥 昔 (ム) 化な ど 

く 表れて 來 るので ある。 (引例の 假名 はすべ て 今體に 改めた) . 

、ソ イカ キ ャゥ ャゾ 

垣墻 徐徐 (願 經四分 律 古點)  . 

(大 度 論； 大安 點) 

*. ゥシ ャゥ ャク サイ ナマ シム 

陶浸 呵 (地蔵 十 輪 經元慶 點〕 

(蘇 悉地翔 雜經略 疏宽： 牛點) 

(同 右 天 暦點) 

スル ョィ カナ カフ-フシ ム ツイ テ マネ ィテ ャ ゥャク 

II 乎 被 杖戲徐 (漢書 揚雄傳 天 暦點) 
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これら は 此の 顷の草 假名 文な どに も 見える 所であって、 相 照して この種 類の 變 昔の 漸く 盛に なって ゆく こと を HJ^ るに 

足る ので ある。 之 は 今少し 精密に 觏 察すべき であるが、 假名の 發 達に は 只附錄 にすぎない 事柄で あるから、 八， は简略 

に. めて おく。 

假名と 文體 

--vi£ 名 卞體が 3^、 假名 文の 草 化から 来たと したならば、 草 假名 は その ま、 草 假名 文體 として 發 達した ものであるから、 

A- 假名 字！^ の 出来る ことが、 卽ち草 假名 文體の 成立った ことで ある。 言 ひかへ ると 字 體と文 體とは 不可 離の 關係 にあ 

つた。 而 して^ 假名 は 已述の やうに、 和歌 や 和文 叉 は その 結合から 成立った 文章、 卽ち 漢文から 全然 手を切った 炎 現 

に 結び付いて それ を 書 馴らした から、 草 假名 は 自然 和歌 • 日記 • 物 語な どの 國語 本位の 表現に 川 ゐられ て 流れた 所以 

である。 ^文に は緣の 遠い 女子が 專ら 使用して 之 を 女 乎と 言った の もこの 爲 である。 

然るに-: C 假名 字體 は. 兀來 訓點に 起った ものであるから、 初から それ を 以て 獨 立の 文 を 書く に用ゐ たか 如何 か は 疑問 

である。 少 くも-: r 假名 を 用ゐて 綴った 獨 立の 文章 は、 古い 時代 殊に 天 暦 以前な どに は 見られない のであって、 この 點 

は 草 假名 文より 後れて ゐる やうに も 思 はれる が、 しかし 已に片 假名が 成立った 以上、 それ を 以て 文.！！ 3f を 絞る こと も あ 

り 得る ことであって、 其の 起源 は相當 古くあって よい i^ic である。 橋 本進吉 氏が 南京 遣芳の 中に 南京 S 文 の 柳^^ と し て 

^げられ た 石山 寺の 淳祐 C 大暦七 年 寂) の 漢文の 中に、 輪 字の 代りに 〇 形 を、 羅 字の 代りに ラを 川ゐて ある こと は、 

文献と して 頗る 珍しい ものであって、 僭 徒 等の 文 を 書く 時に も、 片 假名の 相當用 ゐられ たらう こと を 想像させる に 有 

力な 资料 である。 しかし 之 はま だ片 假名 交り 文と は 言 はれない ので あるが、 大矢 博士の 假名 遣 及 假名 字體 沿革 史料 を 

る 人 は、 共の 巾の 西 大寺藏 の 金 光明 最勝王 經古點 (大矢 博士の 弘仁承 和の 問の 加點と 推定した) に-:^ 假名 交り.：：：. 命 


體の 文を兒 出す であらう。 (gti) 片 假名 交り 宜命體 とい ふの は、 祝詞 • 宜 命の 文 體の 形式 語の 部分 を略體 假名で 小 記 

した 體を 指す ので ある。 この 經に はこの 種の ものが 獨 立の 文と して 訓點の 傍に 書 込まれて あるが、 まだ 乎 已止點 を 用 

ゐ たり、 反讀 したりして ゐ るが、 とにかく 漢字の 實辭を 本位と して、 虚 辭を片 假名に して 小 記した ものである。 尙成 

資論大 長 點と同 一 點 であり、 從 つて 時代 も 相 近い ものと 見るべき 金 光明 最勝王 經註釋 古 點には 已に書 下しの 官 一命 體が 

見える ので ある。 

意 云斯ノ 惠服與 法眼 トヲ 修スル * 簡滿シ タマ ヒ タルー 一由 テ C 假名 は 今體に 改めた〕 

などの 如きが 共の 一例で ある。 さう すれば 少 くも 天 長 前後に 於て、 已 にか、 る片 假名 交り 宣命體 が 成立って ゐ たと 認 

むべき である。 この 文 體は草 假名 文と は 違って、 漢文に 親しみ 漢字 を 多く 使用し 得る 怫徒 • 儒 家 等が、 漢文 を 和讀す 

るた めに 施した 訓點 に發生 させた 片 假名 を 用ゐ、 其の 施訓の 手法 を 其の儘 取って 自作の 文に 書 創めた ものであって、 

從 つて 共の 始は 漢文 様式の 部分 を 交へ てゐ たが、 渐次國 語 様式の 書 下しに して 来た ものである。 而 して 之 は 早く 成立 

つ て ゐた露 假名 宜命體 の 假名 だけ を略體 化した ものと は 言 はれない のであって、 寧ろ 訓點 假名 發 達に 伴って 新しく 創 

めら れた宜 命體と 見る 方が 妥當 であると 思 ふ。 而 して それが 漢文に 伴隨 して 發 達した 文 體 であるから、 漢語 • 漢字 を 

本位と する のであって、 國語 . 草 假名 を 本位と した 文と は 全く 反對の 位置に 立つべき ものである。 從 つて 男子 而も 學 

者の 使用 體 として 流れた 所以で ある。 三 寶總詞 (片 假名 本) • 打 聞 集 • 今昔 物語の 如き 叢 話、 江談抄 • 古事 談 などの 

如き 隨筆 日記、 或は 保 元 . 平 治 . 平家な どの 軍記 物 も 古い 形 は必す この 片 假名 交り 宜命體 であった ものと 見なくて は 

ならない。 

ー兀來 我が 阈の 文章 は大训 して^ 文體と 國文體 との 二つになる が、 漢文 體は純 漢文 體と和 化 漠文體 とが 長く 流 を 引い 
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て， Q るし、 國文髗 に は 川卞上 漢字 體と 假名 體 とが ある。 漢字 體とは 祝詞. 宣 命の 宣命 書き を 指す のであって、 成立 當 

時の ま i 略^ 假名 を 交へ す 令 日まで 流れて ゐる。 假名 體は 更に 二つに 別れて、 國語 本位 從 つて 漢字 本位の ものが、 草 

假名 文と して 發逹 し、 漢語 木位從 つて 漢字 本位の ものが、 片 假名 交り 文と して 發達 したので あって、 勿論 後に は 共の 

假名 卞體を 取替へ た純片 假名 文 や 漢字 平 假名 交り 文 も 生す るので あるが、 略體 假名 成立 當 時に 發 生した 文章 は、 明か 

に 假名 字 體の稲 類と 文體の 如何と は 岡く 給び 付いて 對 立して ゐ たやう に 考 へられる。 

後 K 私 はこの 小 稿の ：1 半 を 終へ た 時、 巳に 約束の 紙數に 近くな つて ゐ たので、 後半に 於て 出來る だけ 縮小 を 試みなくて はな 

-" なかった。 前^ 以上 の 紙数 を ほ し い 後半が 愈 I 不徹底 になった こと は 勿論、 W だ しく 前後 の 權衡を も 失して 了った こと をお 

断り 致して おく。 (昭和 八 年 一 月 三十 一日 槁) 
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